
承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 図面番号縮尺

タ イ ト ル ・ 図 面 リ ス ト

タイトル、図面リスト

No.

Ａ－００

Ａ－０１

Ａ－０２

Ａ－０３

Ａ－０４

建築工事特記仕様書（１）

建築工事特記仕様書（２）

建築工事特記仕様書（３）

建築工事特記仕様書（４）

Ａ－０５

Ａ－０６

Ａ－０７

Ａ－０８

Ａ－０９

Ａ－１０

Ａ－１１

Ａ－１２

Ａ－１３

Ａ－１４

Ａ－１５

Ａ－１６

Ａ－１７

Ａ－１８

Ａ－１９

Ａ－２０

Ａ－２１

Ａ－２２

図面名称 No. 図面名称No.図面名称No.図面名称No.図面名称

Ａ－２３

Ａ－２４

Ａ－２５

Ａ－２６

Ａ－２７

Ａ－２８

Ａ－２９

Ａ－３０

Ａ－３１

Ａ－３２

Ａ－３３

Ａ－３４

Ａ－３５

Ａ－３６

Ａ－３７

Ａ－３８

Ａ－３９

Ａ－４０

Ａ－４１

Ａ－４２

Ａ－４３

Ａ－４４

Ａ－４５

Ａ－４６

Ａ－４７

Ｓ－０１ Ｅ－０１ Ｍ－０１構造特記仕様書

Ｓ－０２

Ｓ－０３

Ｓ－０４

Ａ－００

改修工事特記仕様書（１）

改修工事特記仕様書（２）

改修工事特記仕様書（３）

改修工事特記仕様書（４）

位置図

敷地求積図

＜現況＞配置図

＜改修＞配置図

仮設計画図

工事概要・外部仕上表

内部仕上表１

内部仕上表２

＜現況＞平面図

＜改修＞平面図

求積図

法規チェックリスト

＜現況＞屋根伏図

＜改修＞屋根伏図

＜改修＞立面図

＜現況＞断面図

＜改修＞断面図

＜現況＞立面図２

＜現況＞立面図１

建築工事特記仕様書（５）

Ａ－４８

Ａ－４９

Ａ－５０

Ａ－５１

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（１）

Ｈ形鋼接手標準図

鉄筋コンクリート構造配筋標準図（２）

鉄骨工作標準図（１）

鉄骨工作標準図（２）

基礎伏図

梁伏図

軸組図

架構詳細図

Ｓ－０５

Ｓ－０６

Ｓ－０７

Ｓ－０８

Ｓ－０９

Ｓ－１０

＜現況＞断面詳細図１

＜現況＞断面詳細図２

＜改修＞断面詳細図１

＜改修＞断面詳細図２

部分詳細図１

部分詳細図２

部分詳細図３

＜現況＞展開図

＜改修＞展開図

調理室平面詳細図

＜改修＞天井伏図

＜現況＞建具平面図

＜改修＞建具平面図

建具表１

建具表２

建具表３

建具表４

建具表５

建具表６

＜現況＞天井伏図

＜現況＞外構図

＜改修＞外構図

外構詳細図

電気設備工事　特記仕様書

Ｅ－０２ ＜改修＞電灯設備　平面詳細図

Ｅ－０３ ＜改修＞動力コンセント設備　平面詳細図

Ｅ－０４ ＜現況＞動力コンセント設備　平面詳細図

Ｅ－０５
＜改修＞空調設備・換気設備電源工事

平面詳細図

Ｅ－０６ ＜改修＞弱電設備・自火報設備　平面詳細図

Ｅ－０７ ＜改修＞電気設備　平面図

＜改修＞電気設備　配置図Ｅ－０８

機械設備　特記仕様書

給排水衛生設備　改修後　配置図

給排水衛生設備　改修後　平面図

給排水衛生設備　改修前、改修後　平面詳細図

Ｍ－０２

Ｍ－０３

Ｍ－０４

空調換気設備　改修後　機器表・換気設備計算書

空調設備　改修前、改修後　平面図

Ｍ－０５

Ｍ－０６

換気設備　改修前、改修後　平面図Ｍ－０７

消火設備　改修後　平面図Ｍ－０８

給排水衛生設備　改修前　配置図Ｍ－０９

Ｍ－１０ 給排水衛生設備　改修前　平面図

Ｍ－１１

Ｍ－１２

Ｍ－１３

厨房設備　平面図・機器リスト

厨房設備　給排水・ガス・電気設備位置図

厨房設備　排気フード・ピット位置図

Ｍ－１４

Ｍ－１５

Ｍ－１６

浄化槽詳細図１（参考図）

浄化槽詳細図２（参考図）

浄化槽詳細図３（参考図）

２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



６）下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に

・ 本工事（ ・ 建築工事　　・ 電気設備工事　　・ 機械設備工事）

(1.5.9)

１　適用基準等

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 １ Ａ２：－
Ａ４：－

工事特記仕様書

Ⅰ．工 事 名

Ⅱ．工事概要

１.　工事場所

２ .　敷地面積

３ .　工事内容

棟名称

構　造

建築面積

延べ面積

大山田保育園　給食室

鉄筋コンクリート造　　　１階建（一部鉄骨造）

１４２４．８３m2

Ⅲ．建築工事仕様

１.共通仕様

　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書」及び

「公共建築工事標準仕様書(建築工事編）平成31年版」(以下「標準仕様書」という。)

による。

２.特記仕様

1)項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

2)特記事項は、○印の付いたものを適用する。

3)項目に記載の（　）内番号は標準仕様書の当該項目、図又は表を示す。

章 項     目 特     記     事     項

　本特記事項に個別に記載の適用基準に加え、以下の基準等を適用する。

　１） 建築工事標準詳細図

　２） 敷地調査共通仕様書

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成27年版）

　　　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成最新年版）

　　優先順位

２　設計図書の ※図面及び仕様書の内容に相違ある時は下記の優先順位により判断し、監督職

員と順位を協議の上決定する。

優先順位　１）現場説明事項書及び質疑回答書　２）特記仕様書　３）図面

　　　　　４）各種標準図　５）標仕

３　品質計画 ※建築基準法に基づき定められる風圧区分等の適用工事　　　　（1.2.2）

・８章　・９章　・１０章　・１３章　・１４章　・１６章　・１７章　

・ 風速　（Ｖｏ＝34）　　　建告示第1454号　及び　建告示1458号

・ 地表面粗度区分（・ 　　・ 　　・ 　　・ 　 ）建告示第1454号

・ 積雪区分　伊賀市条例　　40ｃｍ　・建告 1455号別表（　　　　　　）　

・ 凍結深度 (         ｃｍ  )

　　技術者

４  電気保安 ・適用する　　　（1.3.3）

５　技能士 ・適用しない　　　・適用する（監督職員との協議による）　（1.5.2）

６　建築材料等

１
　
　
一
　
般
　
共
　
通
　
事
　
項

２
　
　
仮
　
設
　
工
　
事

　　情報交換シ

　　ステムの利用

　「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督員に提出する。

　また、工事完了後にはJACIC（（財）日本建設情報総合センター）が

　運用する「建設副産物情報交換システム」へ実績報告を行うこと。

28　建設副産物

　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄

　物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請求することはできない。

29　三重県産業

　税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うことができる。

　には完成年度の翌年度の４月１日から８月３１日までの間に別に定める様式に産業廃棄物

※本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、請負者が課税対象となった場合

　　廃棄物税

・

18　保証書 ※次の工事は何れも責任施工とし、請負者と施工者及び材料製造所の三者連帯

複層仕上塗材（吹付）・

名料

・　樹木

・

・

・

・

・

・

塗膜防水（保護）・

・

・

・

・

特殊床工事

その他

外装工事

植栽工事

年

年

年

年

年

年

年

年

年

・　 年

・　 年

・　 年

・　 年

・　 年

・　 年

・　 年

・　 年

・　 年

・　 年

・　 年

10・

年 5 ・

年 10 ・ 5・

・

・　 年

・　 年年 10※

年 5 ※

年・

・

・

・

・

 1※

 3※

備　考

 10

工事区分

屋根工事 金属板等の屋根

材

アスファルト防水

合成高分子ルーフィング防水

弾性シーリング

防水工事

保証年数

年

年

年※ 10

・

※作成しない　　　・現場説明事項書による

20　その他 工事用看板　　　※監督職員の指示による

　保証書を 2 通提出する。保証開始日は建物引渡しの日からとする。

21　事故の

　　発生時 所定の様式により事故発生報告書を監督員が指示する期日までに監督員に提出すること。

工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、

また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該

事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

　  受けた場合

　　の措置

22　不当介入を

を受けた場合の措置について

暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要網第2条第1項第14号）

(1)受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱 第2条第1項第12号)

(3)受注者は、暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れ

(2)(1)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、

 　時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行うこと。

 　速やかに発注者に報告すること。発注者への報告は必ず文書で行うこと。

 　が生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行うこと。

23　消防法関

　　係の手続き

・ 別途工事

2）防火対象物使用開始届出書

　書類の作成（建築図面の作成及び建築に関する部分の記入）を行うこと。

  の打合せにおいて定める。

　　又は監理技術

　　者の専任を要

　　しない期間

1）現場施工に着手するまで期間

  資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるまでの期間)については、主任

  技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。

  なお、現場施工に着手する日については、請負契約締結後、監督員と

  請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間(現場事務所の設置、

2）検査終了後の期間

　技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終

　了した日は、発注者が工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

　事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任

　検査完成後、検査が終了し(発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。)、

24　主任技術者

（受注者が直接締結する請負契約に限る。）の相手方としてはならない。

　　法に基づく

　　労働災害防止

　　措置

労働安全衛生法第30条第1項に規定する措置を講ずる必要がある場合、その措置を

講ずべき者として、同法第30条第２項の規定に基づき、本工事の受注者を指名する。

この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することに

より得られたものとみなす。

名張市建設工事請負契約書の規定により、火災保険、建設工事保険又はその他の

保険等に加入し、その加入証券等を提示しなければならない。

　（１）保険の目的物　　工事目的物及び工事材料（支給材料を含む）

　（２）保険の加入期間　工事着手後速やかに加入し、完成引渡しま

　                      での間

　（３）保険金額　　　　原則として請負金額に相当する金額

　　未加入対策

適用除外でないにも関わらず、社会保険等が未加入である建設業者を下請契約

下請契約に先立って、選定の候補となる業者について社会保険等の加入状況を確認し、

早期に加入手続きを進めるよう指導を行うこと。

適用除外でないにも関わらず社会保険等が未加入である場合には、

受注者は、施工体制台帳・再下請負通知書の「健康保険等の加入状況」

欄により、下請業者が社会保険等に加入しているかどうかを確認すること。また、

25　労働安全衛生

26　火災保険等

27　社会保険等

1）消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

 　による不当介入を受けた場合は、断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった

発注者が加入状況を証明する書類の提出又は提示を求めた場合、速やかに対応すること。

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

適用 施設用途

学校,教育施設

住宅

その他 ●

●

●

ｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ

ﾎﾙﾑ
ﾄﾙｴﾝ

●

●

● ●

●

●

ｷｼﾚﾝ
ｴﾁﾙ

●

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

●

● ●

●

●

ｽﾁﾚﾝ
ﾊﾟﾗｼﾞｸﾛﾛ

ﾍﾞﾝｾﾞﾝ

●

　測定方法　・ パッシブ法　 ・ アクティブ法

　報告書提出部数　2部

100

標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。

※関連法令、行政指導等を遵守し、適正処理をすること。

・現場説明事項書による。

1.3.8（ ）

著作権に係わる施工図を作成するための設計図書データの貸出は監督職員の承認

を受ける。 （ 1.1.6 ）

施工図等の著作権に係わる当該建築物に限る使用権は発注者に帰属するものとする。

（ 1.2.3 ）

各工事の着工に先立ち空調吹出・照明器具・設備機器の位置・取合い等の記入さ

れた総合図（施工図）を作成する。

※作成する ～ 3 （表 1.7.1 ））1.7.1（

（1）※完成原図　原図変更箇所をすべて訂正する ）ﾃﾞｰﾀ １ 式・原図　・ＣＡＤ（

　　　　　　　　　電子データの形式は監督職員の指示による

（2）・ 縮小第２原図　（Ａ３判）

部

部

（4）※製本図面　・仕上りＡ４版－Ａ３サイズ２つ折り製本（縮小図） 部

部2

2

1

（5）・ 保全に関する資料の部数

（3）・ マイクロフィルム（設計図一式）　（アパッチャーカード方式）　

部2

部

部

1（6）・ 施工図（　・ 構造躯体　・ 仕上げ　・ その他監督職員の指示するもの）

（7）・ その他

※

外部（

ﾃﾞｼﾞﾀﾙｶﾒﾗ

※・   1

　 　 2

　 　

・

・

・

・

　 　※

・　

・

125× 以上の原板を使う場合は、監督職員にあらかじめベタ焼を提出し確認を受ける。

 2 ※ 800 万画素以上

インチ54 ×

×36 以上 24

・　　　版

※ 100 ×125 以上

mm部数 原板の大きさ（ ）撮影箇所数分類・規格

キャビネ版・カラー

・カラーパネル（木製）

・カラースライド

・ポジティブ

・電子データ（ ）外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

）内部（　）

外部（　）内部（　）

外部（　）内部（　）

外部（4 )内部（ 30 ） ※ 2

※

下記のものを監督職員に提出する。ただし、原版は撮影業者の保管とする。

電子データの形式は監督職員の指示による

※監督職員の承諾　　　・指定（　　　　　　　　　　　　　）

撮影業者　　・建築完成写真　撮影の実績ある業者で下記による。

※アルバムを作成する　※銀文字製本アルバム（２部）・アルバム（部）

※図示　　・設計ＧＬ＝現状BM（図示）＋（　　　） ）2.2.2（

※本工事に別途工事がある場合、労働安全衛生法の定めにより、本工事請負者を

※工事施工報告書（工事進捗状況写真を含む）を、監督職員に毎月　1回（　1　部）

※建築材料等の納入伝票類、施工写真を、監督職員の指示により提出する。

　総括安全衛生責任者に指名する。

　請負者は本契約後直ちに「統括安全衛生管理者適任届出（任意様式）」を提出すること。

　提出する。

　請負者は、解体材、工事発生残材の分別保管に努め発生材のうち再生資源と

　して利用できるものは、再生資源化施設へ搬入処理に努めること。その他のも

　のは中間処理又は最終処理施設に搬入処理のこと。請負者は収集運搬及び処分

　を委託する場合は、三者契約を締結し事前に許可証の写しを監督職員に提出す

　ること。尚、収集運搬及び処分は請負者の責任においてマニュフェストシステ

　ムにより適正に行うこと。

　　ほか「建築材料・設備機材等品質性性能評価事業建築材料等評価名簿」（最新版）

１）本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とする

　　（以下「評価名簿」という。）と同等とする。品質が求められる水準以

　　上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

　　購入するよう努めること。

２）本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力県内の取扱業者から

３）製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重県

　　「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材製品の合法性、

　　持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書を、監督員に提出すること。

４）本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、「三重の木」

　　利用推進協議会が認証する「三重の木」やあかね材認証機構が認証する

　　「あかね材」の優先利用に努めること。

５）本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、F☆☆☆☆以上とする。

　　基づく認定製品を使用する。ただし認定製品が入手できない場合は、

　　監督員と別途協議を行うこと。

　　（認定製品の品名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　認定製品を使用するように努める。

７）下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく

　　認定製品の品名：　・　間伐材製工事用バリケード　・　間伐材工事用看板

　　　　　　　　　　　・　間伐材標示板　・　（　　　　　　）

１　監督員事務所 (2.3.1)※設ける　　・設けない　　・構内建物内の一部を使用する。

受注者事務所の規模　（  　　m2）

・ 10程度　・ 15程度　・ 35　・ 65　・ 100程度

監督職員事務所の備品等　　・適用する（監督職員の指示による）

構内既存の施設

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

２　工事用水

構内既存の施設

　・ 利用できる ( ・ 有償    ・ 無償 ) 　　・ 利用できない

　起因する電力料金は本工事に含まれる。

　 本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に

３　工事用電力

４　仮設物撤去

　　その他

※仮設物の撤去及び建物引渡しまでの工事用電気、水道、ガス等の料金

（基本料金を含む）は請負者の負担とする。 2.4.1（ ）

５　仮囲い 高さ　　・Ｈ＝３ｍ　　・Ｈ＝１．８ｍ　　　・Ｈ＝２．０ｍ

仕様　　・鋼板塀　　　・ネットフェンス　　・ガードフェンス　・　成形鋼板
（目隠し型）

６　指定仮設 ・無し　　　　　・有り（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７　足場等 足場を設ける場合は、「手すり先行工法等に関するガイドライン（厚生労

働省平成21年4月策定）」によるものとし、設置については「手すり先行工

法による足場の組立て等に関する基準」及び「働きやすい安心感のある足場

に関する基準」によること。 (2.2.4)

３
　
土
　
工
　
事

(表3.2.1)(3.2.3)

　　盛土

１　埋戻し及び

２　建設発生土

　　の処理

3.2.5（ ）・ 現場説明事項書による。

・ 構外搬出適切処理　・ 構内指示の場所にたい積　・ 構内指示の場所に敷き均し

３　山留めの撤去 ・ 撤去　　　　・存置

※　地業工事 （この章特記なき限り構造特記仕様書による）

１　床下防湿層 施工箇所 （ 4.6.6 ）

(　3.3.3　)

・建物内の土間スラブ及び土間コンクリート下

　　断熱材

２　接地部分の ・ポリスチレンフォーム保温材　 J1SA9511　規格品　3　種 b　・ 厚さ（　30　）mm

・ 厚さ（　50　）mm

（特定フロンを

使用しないもの）

・木繊　セメント板　厚さ　50　（床下防湿　ｼ-ﾄ　なし）　

４
　
地
　
業
　
工
　
事

５
　
鉄
　
筋
　
工
　
事

　 　

（この章特記なき限り構造特記仕様書による）

１　既製ｺﾝｸﾘｰﾄ 杭の杭頭補強　・Ａ形　　　・Ｂ形　　　※図示　　　 1.1 ）（別図　

※ Ｈ型（口は除く）　 ）2.2（別図　２　帯筋

※行う（図示）　　　・行わない　　　

　　補強

３　最上階柱頭

　　補強形式
４　梁貫通孔の ※Ｈ形　　　・ＭＨ形　　・Ｍ形　・　既製品 3 ）～7.1（別表

※ 鉄筋工事

８６１１．９５m2

16　統括安全衛生

　　責任者の指名

　　及び工事写真

17　工程報告

15　設計ＧＬ

14　完成写真

13　完成図等

　　作成

12　総合図の

11　施工図等の

　　の取扱い

10　設計図書

　　の取扱い

９　発生材の

　　処理等

８　特別な材料

　 の工法

７　化学物質の

　　濃度測定

19　模型類の作成

種別  　・ A種　  ※ B種　  ・ C種　  ・ D種

・ポリエチレンフィルム厚さ　　 0.15mm　　（　　二重敷き込み　　　　）　　

Ａ－０１

１５０５．３９m2

　対象箇所　・ 図示(図面番号：      )　・ (　　調理室　　）

・浄化槽

・

 3  1 本体3年、機器1年

２０２２／０１／１９

　　　　　　　　・仕上りＡ３版－Ａ２サイズ２つ折り製本黒表紙、銀文字入り

※請負者は受注時において工事請負代金額が100万円以上の工事については、工事着手前に

施工条件 浄化槽切り替えを先行して行い、保育園の夏休み期間（8/13～15前後）に切り替えを行うこと

部分使用ができるようにすること。

大山田保育園にて給食が提供できない期間は令和４年９月～令和５年1月とし、

令５年２月～給食提供ができるようにすること。

と十分協議すること。

その他、日程や工程調整については監督員、保育園、別途発注の機械設備工事 

大山田保育園給食室増築工事

大山田保育園給食室増築工事

建築基準法に基づく工事完成検査への書類作成の補助を行い、検査には立ち会うこと。

三重県伊賀市　平田　地内



いない場所でも、次の下地処理を行う。

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：－
Ａ４：－

６
　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　ー

　
ト
　
工
　
事

（この章特記なき限り構造特記仕様書による）

※ 　類　 ・  　類 6.1.1）（表

・  A種　　※ B種　・ C種 ）6.2.3（表

※ コンクリート

 　工事

１ ﾚﾃﾞｨｰﾐｸｽﾄ

   ｺﾝｸﾘｰﾄ

２ 打放し仕上げ

 　の種別

アルカリシリカ反応による区分 ）6.5.4）（6.3.3（

 　の種別

４ 型枠（せき板）

※　Ａ・  Ｂ（ ※コンクリート中のアルカリ総量Rt＝30N／m
2
 以下） ）6.9.3（

・ 普通合板型枠

・ 打放し合板型枠

2 2

図示・ 20mm

 ----   

３ 骨材の種類

 　躯体

５ コンクリート 外装タイル　後張り面の躯体表面の処理

MCR工法は、せき板面に　MCR　工法用気泡ポリエチレンシート張りとし、

仕上がり面は凹凸状態とする。

高圧水洗工法の目荒しは、水圧50Ｎ/ｍｍ  以上かつ、2.5分/m 以上とし、施

工計画書を監督職員に提出し承諾を受ける。また、目荒しの状態は事前に監督職

員に承諾をうける。

コンクリートの増打ち厚さ　　　　

施工箇所　　　　　　　　　　　　※ 図示

６ 断熱材兼用 運用及び適用箇所について　　　　　１９章内装工事　14　断熱材による

　 型枠

７ その他 ※パラペット立上がりコンクリートは原則として一体打ちとする。

７
　
鉄
　
骨
　
工
　
事

※ 鉄骨工事 （　この章特記なき限り構造特記仕様書による　）

 　技術者

１ 施工管理 ※ 適用する　　　

２ 耐火被覆

7.1.4（ ）

種別 ・ ﾗｽ張りﾓﾙﾀﾙ塗り　・ 耐火材吹付け　( ・ﾛｯｸｳｰﾙ（ ･乾式 ・ 半乾式 ・ 湿式）・　）

　　・　耐火板張り　・　図示 7.9.2（ ～ 6 ）

所要性能（区分）　・ 30分耐火（　　　）・ 1時間耐火（　　）

・ 2時間耐火（　　　）・ 3時間耐火（　　　）

建築基準法に基づく主要構造部の耐火時間

部位

階

階　～　　　階1 2

間仕切

（耐力壁に限る）

壁 外壁

壁

耐火構造の耐火時間（時間）

6～7.9.2（ ）

階段屋根梁床柱

1 1 1 0.5 0.5

0.50.5

0.5 0.53

22

23

22

2

11

2

2

階　～　　　階

階　～　　　階

・

・

・

（耐力壁に限る）

３ ｱﾝｶｰﾎﾞﾙﾄの

　 埋込み工法

　 保持及び

））（表 7.10.1（ 7.10.3・ 構造用アンカーボルト　　（　・　　　　　　）

・ 建方用アンカーボルト（　・ Ａ種　※ Ｂ種　・ Ｃ種　　）

　 モルタル工法

４ 柱底均し ※ Ａ種　　　・ Ｂ種 ）7.10.3）（7.2.9（ ）7.10.2（表

無収縮モルタルのメーカー　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

　 めっき

５ 溶融亜鉛 亜鉛めっきの種別　　　・Ａ種　　　・Ｂ種　　　・Ｃ種 ）7.12.3（

素地ごしらえは、　JIS H 9124　溶融亜鉛めっき作業標準による。 ）14.2.2（表

摩擦面の処理　　・　ブラスト処理　　・　リン酸塩処理

　
　
　
コ
　
ン
　
ク
　
リ
　
　
　
ト
　
ブ
　
ロ
　
ッ
　
ク
　
・
　
Ａ
　
Ｌ
　
Ｃ
　
パ
　
ネ
　
ル

　
　
　
　
・
　
押
　
出
　
成
　
形
　
セ
　
メ
　
ン
　
ト
　
板
　
工
　
事

８
　 ﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

１ 建築用ｺﾝｸ 補強コンクリートブロック造　※空洞ﾌﾞﾛｯｸ16  ・ 空洞ﾌﾞﾛｯｸ16-W

帳壁及び塀　　　　　　　　　※表8.3.1及び下表による ）8.3.2（

）8.2.2（

（8.3.2）

種別の記号

空洞ブロック

空洞ブロック

16

08100

図示

厚さ（ｍｍ）適用箇所

地下ニ重壁

設備配管用ブロック積み

間仕切壁・

・

外壁 塀

２ ＡＬＣパネル

・

・

・

・

・

・

4

種

取付け工法（種別）

68.4.2～（ ）（表 8.4.3～ ）

種　類

・外壁パネル

ﾊﾟﾈﾙ

・・床パネル

・間仕切壁

・屋根パネル

単位荷量（ N／m 2 ）

・ 1960 1180

 2160

 680・

・

 2350

 980 ・

・

・ 3530

厚さ（ mm ）

50・100 150※

※

※

・ 100

100

100 150

150

150 ・

・

・

C※

・ A 種 　 　

種　　・図示

B

種・図示E種※D種・種・CB・

※標仕 8.4.6 による

 　セメント板

３ 押出成形  性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

 厚さ　　※ 50mm以上

種  類    ※ 無石綿タイプ （8.5.2～6）（表8.5.1～2）

施工箇所

・ 外壁

・ 間仕切

・ デザインパネル（図示）

・ タイルベースパネル

※ フラットパネル

表面形状

※ フラットパネル

・ デザインパネル（図示）

・ タイルベースパネル ・ 60　・　　　

・ 50  ・ 60　

・ 50  ・ 60　

・ 60　・　　　

・ 50  ・ 60  

15

・ 50  ・ 60　

厚さ（mm） 工法

・ A種

・ B種

・ B種

・ C種

（　　）

・ 有り

※ 無し

（　　）

※ 有り

耐火性能

・ 無し

厚さ   ・ 50mm未満

種　類　　※ 無石綿タイプ
耐火性能表面形状 厚さ（mm）施工箇所

・ デザインパネル（図示）

※ フラットパネル ・ ・  1 5  ※ 無し

・ 有り・      
外壁(渡り廊下)

（8.5.2～6）（表8.5.1～2）

９
　
防
　
水
　
工
　
事

　 防水

１ アスファルト

-2　・Ｂ-1・Ｂ

-2・ＢＩ-1・ＢＩ

-2　・ Ｅ-1・Ｅ

・

-2　・ Ｄ-1・Ｄ

-2・ＡＩ-1・ＡＩ

-2・ Ａ-1   ・Ａ

施　工　箇　所

）8～9.2.3～9.2.2（ 3）（表

種　別

　 　

・アスファルト防水　※ ３種（一般地域）　・ ４種（寒冷地域） 9.2.2（ ）

・ 断熱工法の断熱材　※ 押出法ポリスチレンフォーム 9.2.2（ ）

厚さ（　　mm　）　　※ 25　・ 35　・ 45　・ 50

ただし、特定フロンを含まないもの。

・ 絶縁用シート　※ ポリエチレンフィルム厚さ　0.15mm　以上（保護防水）

※ フラットヤーンクロス70g／m2　　程度（断熱工法）

・ 立ち上がりコンクリート打放し仕上げの種別　※ Ｂ種　 ）6.2.3（表

・ 立ち上がり部の乾式保護材 ）9.2.5（）8.5.6（

・ 適用しない

※ 適用する　・押出成形セメントパネル　厚さ　15（　mm　）

・   PCパネル　　　　　　・ RC

・ 伸縮調整目地　　・成形伸縮目地　幅25mm（一般部）　※ 30（外周部）

・ 注入目地

 　ｼｰﾄ防水

２ 改質ｱｽﾌｧﾙﾄ 種別　・  AS-1　・　AS-2 厚さ（　　　　） ）4～9.3.2（ ）（表 9.3.1

施工箇所

３ 合成高分子系

　 防水

　 ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ

 S

・

・

）

種　別

 S-F1

 S－F2

・

 S-M1・

－・ M2

・ S-M3

　・ 2.0※

　・ 1.5※

・・　

厚さ（

 1.2※

　・ 1.5※

　・ 1.2※

）mm

　・

施工箇所

（

仕上げ塗料塗り

・

・

カラー

シルバー

軽歩行・

非歩行※

使用分類

（表9.4.1）3～9.4.2

４ 塗膜防水

・

9.5.2

※適用する　・適用しない

仕上げ塗料塗り

屋外便所床

1－ X・

2－ Y・

1－ Y・

・

2－ X・

（

ベランダ、庇、設備架台

施工箇所

地下外壁防水

種　別

カラー・シルバー　

ト-工法の保護シ-2Ｙ

）2～9.5.1（表）3～

仕上げ塗料塗り

５ 脱気装置 脱気装置　・屋根アスファルト露出防水　　・シート防水　　

※設ける　　材種（　　　※ ステンレス　SUS304　）　　・設けない　　

※設置数量　（平場　25　～40m2／箇所、立上がり　10　ｍ／箇所）

６ シーリング

シーリング材の種類

9.6.2

目地寸法

下表以外は、表 9.6.1 による （ ）9.6.1）（表

施工箇所

ガラス、ライニング

金属、ＣＷジョイント

、建具外壁

MS-2

SR-1

PU-2

・

・

・

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 ２

※ワーキングジョイントは2面接着、ノンワーキングジョイントは3面接着を原則とする。

　※外壁以外の目地で、浴室、流し台、洗面化粧台等　水まわりや、耐温水性が

必要な部位は、防カビタイプ　1成分形シリコーン系（脱オキシム形）シーリングとする。

　 防水処理

７ その他の 内部水廻りの防水処理

水廻り箇所及び水の被害が予想される所では、全面的に防水層を施工して

イ.コンクリートブロック積みの場合は、コンクリートの立上がりを設ける。

ロ.コンクリートスラブと立上がりとの打継ぎ部分には、幅　500　ｍｍ程度で

ウレタン系塗膜防水を行う。

・ 床パネルの耐火性能（・１時間　・　２時間　）　

図示　・ 5×5

図示　・ 20×10

図示　・ 20×10

Ａ－０２

１０
　
石
　
工
　
事

）

）

１１
　
タ
　
イ
　
ル
　
工
　
事

　 一般

１ 材料・工法の 剛性の確保　　石材の剛性が不足する場合には、FRP補強などの処理を行う。

２ 天然石張り 石の品質

床用石材　　　　　　　　　※２等品　　

壁及びその他の石材　　　　※１等品　　１等品　　・２等品　　

）2～10.2.1（表（ 10.2.1 ）石の種類・表面仕上げ

石

張

.記　号

張

石

石 張

 A

 B

 C

種類 産地 .厚さ 仕上等.

３ テラゾ張り

表面仕上げ　　　　※本磨き　　　

種石の種類　　　　※大理石　　　

10.2.2（表

10.2.1（

　 工法

４ 壁の石張り

　 　 　 　

外壁石張り 3～10.5.2（）3～10.3.2（

工法

・ 乾式工法　　　・ 湿式工法　　　・ ＰＣ打込工法

石裏面処理　　　※ 行う（小口共）　　　・ 行わない

裏打処理　　　　※ 行う（小口共）　　　・ 行わない

ドレインパイプ　　　　　※ ステンレスSUS304

内壁石張り 3～10.5.2（）3～10.4.2（ ）

工　法

・ 乾式工法　　　

・ 空積工法（　※ あと施工アンカー横筋流し工法　・あと施工アンカー工法）

裏打ち処理　　　　※ 行わない　　　　・ 行う（但し　　　　　　）

　 石張り

５ 床及び階段の 石の厚さ（　mm　）　　　　・ 図示　　　

床石張りの裏面処理　　　　※ 行わない　　　　・行う

屋内のワックス崖け　　　　※ 行う　　　　　　・行わない （ 10.1.5

10.6.2（

６ 取付け金物 乾式工法用金物　・　ｽﾗｲﾄﾞ工法　・　ﾛｯｷﾝｸﾞ工法 ）10.2.4（表）10.2.2（

10.2.1（

　 タイル

１ 陶磁器質

角

・ ・ ・ ・ ・

C・タイル

D・タイル

・

・ ・

・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・100

角600・ 汚垂石 ・ ・ ・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

・ ・

・

・

・

・

A・タイル

B・タイル

）mm（

・

・ ・

・

・

・

・

・

・

・

角300

角150

記　号

）11.2.1（

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

角100

E・タイル 角 50

タイル見本焼　　※ 行わない　・ 行う（※外装タイル　　　　　）

 　の工法

２ 壁タイル張り 内装タイル　※ 壁タイル接着剤張り　・ 改良積上げ張り ）11.3.2（表）11.3.3（
）11.2.3（

外装タイル　※ 改良圧着張り　　・密着張り　　・マスク張り　　

躯体表面の処理　　　※ 行う（施工範囲　※図示　・　　　）　・行わない

※ MCR 工法（6章コンクリート）又は高圧水栓（ポリマーセメントモルタル下地）工法

下地モルタル塗り　　※ 標仕15.2.2～5による

タイルの見本張り　※ 行わない　・行う（ ※外装タイル　　　　）　 ）11.2.1（

接着力試験（屋外のタイル張り）　　　※ 行う　　・行わない

磁器

形状寸法

せっ器 陶器 無ゆう 施ゆう 無し有り

役　物

標準 注文 適用

再生材
施工箇所

色ゆう薬生　地

調理室

３ 陶磁器質タイ

　 ル型枠先付け

　 工法
イルシート法タ※

目地桝法・

桟木法・

　二丁掛タイル

適用タイル

小口タイル　

大形タイル

種　別

）又は2）（b［材料］（ 6.9.3※標仕

）11.4.1（表

・

）11.4.2）（11.2.2（

金属製タイル先付け用パネル

タイル型枠先付け面のせき板

４ 役物タイル ※ 外壁部窓マグサ・外壁柱梁型及び壁の出隅部等標準的な曲がり部には

 　役物タイル（一体成形）を使用する。

５ 落下防止 ※ 外壁窓マグサ部廻り・小口タイル以上の外壁耐震目地廻りにはステンレス

 　なまし鉄線で落下防止処理を行うこと。その他監督職員の指示するものも同様とする。

６ 伸縮調整目地

　 誘発目地

　 及びひび割れ

必要な部分　（　　　３ｍ以下　　　　）

）11.1.3（

１２
　
木
　
工
　
事

１ 木材の品質 ※ 標仕 12.2.1 による　　　　　・市販品

木材保存剤（木材の防腐、防蟻処理）は、非有機リン系とする。

）12.2.1（

※ 本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、「伊賀市公共

　 建築物等木材利用方針」に基き、原則として伊賀市内の木材の優先利用に努める

　 こと。調達できない場合は県産使用するものとする。なお、 県産材については

　 「三重の木」認証を優先し使用する。

２ 樹種 ※ 標仕 表12.2.3による ）12.2.3（表）12.2.1（

・ 代用樹種を適用しない箇所（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

３ 集成材

・

・

・

※ たも※

・２級※１級構造用集成材

造作用集成材

化粧ばり造作用 ・

・

・

一般材※集成材

種　類　　※

・２級※１級

・２級※１級

規格・品名品　　名

集成材

しおじ ･なら ･

・

）12.2.2（

無石綿タイプ

杉

化粧単板の樹種芯材の樹種

４ 接着剤 接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性とする。 ）　（  12.2.6

５ 防蟻処理 ※ 行わない ・行う　　箇所（　　　　　　　　　　　　　） ）12.2.9（

６ 防腐処理 ※ 行う　　　　　　・ 行わない ）12.2.8（

７ 床板張り フローリング及び縁甲板張り床 ）12.7.1（表）12.7.1（

下張り用床板　※無し ・ 有り（　※ 合板張り厚さ  12 mm  ・板張り・ ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ厚20）

床板 ※フローリングによる（ 19.5.2 による）・ 縁甲板（　※ひのき　）

畳下床板　※　有り（　※ 合板張り厚さ 12 mm 防水タイプ）　・　無し

１３
　
屋
　
根
　
及
　
び
　
と
　
い
　
工
　
事

　 葺き

１ 長尺金属板

※

mm

）（表3～

屋根葺形式

CGLCCR-20-AZ150)

アルミニウム亜鉛合金55%※

・

）

13.2.2（ 13.2.1）

板　厚（

 0.4

・

長尺金属板の種類

塗装溶融

メッキ鋼板及び鋼帯（

塗装溶融亜鉛メッキ鋼板

・ カラ-ガルバリウム鋼板
・立ハゼ葺き

・横葺

・一文字葺

工法　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

２ 折板葺 形　　　式　　※　重ね形　　・はぜ締め形　　・かん合形

材　　　料　　※ 塗装溶融55％アルミニウム亜鉛合金メッキ鋼板及び鋼帯

）CGLCCR-20-AZ150（

（規格等）

形　　　状　　　山高（　90　）mm    山ピッチ（　　　　300　mm　　　　）

　　　　　　　　板厚さ　※ 0.6（　mm　） 　・ 0.8（　mm　）

軒先面戸板　　　※ 有り　　　　　・ 無し

耐火性能　　　　※ 30　分耐火　・ 無し

断　熱　材　　　※ 有り（種別　オレフィン樹脂系フォーム　厚さ　４　mm ） ・無し

（13.3.2～3）（表13.2.1）

）

）

）

）

３ 粘土瓦葺 種　類 大きさ 産　地 役物の種類 棟の工法

凍害試験　　　　　　　・行う　　・行わない

雪止め瓦　　　　　　　・ 使用する

棟補強用心材の材質、寸法　　・杉　40×30　　・（　　　　）

　 　　 　

銀色いぶし面取り瓦
Ｕ溝引掛け桟瓦

のし積み棟
雪止め：千鳥配置
軒：万十軒瓦

瓦桟木の材種、寸法　　・ 杉　21×15　　・（　杉　20×30　）

）13.5.2（

　 　

材種 ※ 配管用鋼管　・硬質塩化ﾋﾞﾆﾙ管VP　・ｱﾙﾐ製　・耐火二層管

鋼管製といの防露　※ 標仕表13.5.5による ）13.5.3（ ）13.5.5（表

掃　除　口　　　　※ 有り（図示による）　・無し

養　生　管　　　　亜鉛めっき鋼管SOP　　径　図示mm　Ｈ= 1800

とい受金物　　　　※ ＳＵＳ304　・ 亜鉛ﾒｯｷ

（表13.5.1）４ とい

・・ ・

２０２２／０１／１９

大山田保育園給食室増築工事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：－
Ａ４：－

材　　　種　　　　・鋳鉄製　　　　・ステンレスSUS304

工　　　法　　　　・先付け　　　　・後付け

長尺金属板葺きは国土交通省指定認定機関における耐風圧・水密性能データ

を有し、以下の性能を有するもの。耐風圧：負圧 4500Ｐａ以上　水密：平

均圧力差 2300Ｐａにおいて漏水しない性能を有すること。

　
金
　
属
　
工
　
事

　 表面仕上げ

１ ステンレスの

・

・

・

※

・　） No.7※鏡面仕上（

２Ｂ程度  No.

ＨＬ程度

種　類 施　工　箇　所

）14.2.1（

ＥＸＰ．Ｊ

特記なき限り、材質はステンレスSUS304とする

　 及びアルミニ

　 ウム合金の

　 表面処理

２ アルミニウム

・ － B

 B・

・

種（無着色）1

）ｽﾃﾝｶﾗｰ・ﾌﾞﾗｯｸ ・系ﾌﾞﾗｳﾝ種 （2－

種　別 施　工　箇　所

）14.2.1）（表14.2.2（

３ 鉄の亜鉛

　 めっき

溶融亜鉛めっき

電気亜鉛めっき

・

・種 D※

種 E・

種 F・ ・

・

種 B・

種 C・

種 A※

・

・

施　工　箇　所

）　14.2.2 ）（表14.2.3（

種　別表面処理方法

新設屋外階段

１５
　
左
　
官
　
工
　
事

　 材料

１ モルタル塗り 吸水調整材 ）15.2.2（

２ 床コンクリー

　 トの直均し

　 仕上げ

以下10につき1mﾀｲﾙ張り、ﾓﾙﾀﾙ塗り

以下10につき3m

以下7につき1m

）mm平たんさ（

による15.3.2及び標仕6.2.4下表以外は標仕表

施工箇所

ﾋﾞﾆﾙ系床材貼り、直均し仕上げ

防水下地

）6.2.4）（表2～15.3.1（

備　考

　 仕上げ

３ 仕上げ塗材

RS=

平たん状　

防水形の増塗材　

リック

外　観　　※

樹　脂　　※

溶　媒　　※

砂 壁 状 　

京壁状じゅらく

砂 壁 状 　

砂壁状じゅらく

軽量骨材仕上・

複層仕上塗材・

反応硬化形合成樹脂エマルション系　　RE=

ポリマーセメント系　　CE=セメント系　　C=

合成樹脂溶液系　　S=合成エマルション系　　E=（備考）

CE可とう形複層塗材・

E可とう形外装薄塗材・

こて塗用軽量塗材・

吹付用軽量塗材・

RS防水形複層塗材・

E防水形複層塗材・

CE防水形複層塗材・

RS複層塗材・

CE複層塗材・

RE複層塗材※

E複層塗材・

Si複層塗材・

W内装薄塗材・

S外装薄塗材・

E防水形外装薄塗材・

・

砂壁状・

メタ・

耐候性　

ゆず肌状・

ゆず肌状・

・

上塗材

砂壁状

薄付け仕上塗材・

種　類

E外装薄塗材・

呼び名

E内装薄塗材・

・

RE防水形複層塗材・

Si外装薄塗材・

Si可とう形外装薄塗材・

・

・

C内装薄塗材・ ・

L内装薄塗材・ ・

Si内装薄塗材・ ・

合成樹脂溶液系

けい酸質系SI=

水溶性樹脂W=

・

・

行う※

つやなしつやあり　

アクリル系

溶剤系　・水系

・３種　※

凹凸模様※凸部処理・

凹凸状・さざ波形・

さざ波状・ゆず肌状

着色骨材砂壁状

）15.5.1）（表15.5.2（

仕上げの形状等

      げ塗材

・

ホルムアルデヒド放散量の等級　※　F☆☆☆☆　

※ 屋内の壁、天井の仕上げ材は防火材料とする。 ）15.5.2（

１６
　
建
　
具
　
工
　
事

１ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製
mm

（

 W-4※

種 B・

種 C・

・

種 A・  A-3※

・ 100   ・

・ 100   ・

・

枠見込み（

 70※

）16.2.2（

・・

水密性気密性

S-4

耐風圧性種　別

外部に面する建具

W-5 A-4 S-6

S-5

）16.2.1（表

） 施工箇所

）16.2.4

※ 図 示 　

※ 図 示 　

※ 図 示 　

・ 遮音性能　・ T-1　　・ T-2　　・ T-3　　・ T-4

・ 断熱性能　・ H-1　　・ H-2　　・ H-3　　・ H-4　　・ H-5

・ 耐震ドアーセットの面内変形追随性　　・ D-1　　・ D-2　・  D-3

14.2.1）（表

屋内建具

 15

皮膜厚さ（μ

 15

 6※

・

種・

種・

種・

種

種・

種・

 9※

 6※

※

 9※

※

着色陽極酸化塗装複合皮覆

無着色陽極酸化塗装複合皮覆

表面処理種　別

表面処理の種別

無着色陽極酸化皮膜

無着色陽極酸化皮膜

着色陽極酸化皮覆

（内装）

化成皮膜の上に塗装

着色陽極酸化皮覆

（内装）

以上

）14.2.1（表

以上

以上

以上

以上

以上 7※

）m

以上

）m塗膜厚さ（μ

以上 7※

－

－ －

－

－

－

２ 見本の製作等 ・ 特殊建具の仮組（建具符号：　　　　　　　　　　　　　　） ）16.1.4（

・ 実物大モックアップ試験　　・有　（　　　　　　　）　※ 無

実物大モックアップ試験の種類　・耐風　・耐震　・水密　・気密

３ 網戸

固定式　・外部可動式　形　　式　※

防虫網（網目１６メッシュ）

網の種類　※ステンレス製（　SUS316　）　・ガラス繊維入り合成樹脂製　・ 合成樹脂製

）16.2.3（

４ 鋼製建具

　 　 　　 　 　

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値 ）16.3.1）（表16.3.2（

※ 適用する（適用箇所は建具表による）　・ 適用しない

耐風圧適用は建具表による。

特定防火設備の戸　　　　　　　　　　・　適用する

遮音を必要とする室扉（適用箇所は建具表による）は下記仕様とする

※ 扉厚　　　　 　※ 45　・ 60

※ 遮音性能　　　　※ T-2　・  T-3

５ 鋼製軽量建具 簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値 ）16.4.2（

※ 適用する（適用箇所は建具表による）　・ 適用しない

６ ｽﾃﾝﾚｽ製建具

　 　 　　 　 　

簡易気密扉の簡易気密型ドアセット性能値 ）16.3.1）（表16.3.2（

※ 適用する（適用箇所は建具表による）　・ 適用しない

耐風圧適用は建具表による。

特定防火設備の戸　　　　　　　　　　・　適用する

遮音を必要とする室扉（適用箇所は建具表による）は下記仕様とする

※ 扉厚　　　　　　※ 45

※ 遮音性能　　　　※ T-2　・ T-3

表面仕上げ　※ＨＬ仕上げ　・鏡面仕上げ　・図示による ）16.5.1（表 ）16.5.4（

曲げ加工　　※ 普通曲げ　　・角出し曲げ（補強有り） ）16.5.5（

　 開閉装置

７ 自動ドア

スライデイングドア

スイングドア・

※

開閉方法

光電スイッチ熱線スイッチ　　　　・

音波スイッチ光線スイッチ　　　　※

電子マットスイッチマットスイッチ　　　・

）3～16.8.1（表

センサの種類

）316.8.2（

※ 安全装置  ・ 補助機構（　　　　） ・ 全半開機構  ・ パニックオープン機構

　 引戸装置

８ 自閉式吊り 品質規格　※ 標仕表16.9.1による 3～16.9.2（表 ）

～

９ 木製建具 表面材　　※ 合板類 ）16.6.2（表

・ ミデイアムデンシテイファイバ-ボ-ド（ＭＤＦ）及びパ-テイクルボ-ド

ホルムアルデヒド放散量の等級　※　F☆☆☆☆　 ）16.6.2（

かまち戸の樹種　　かまち（　　　　　　　）　　鏡板（　　　　　　　）

ふすまの上張り　　※ 新鳥の子又はビニル紙程度（押入などの裏面は除く）

　　　　　　　　　・ 鳥の子 ）16.6.3（表

接着剤のホルムアルデヒド放散量の等級　※　F☆☆☆☆　 ）16.6.2（

建具材の含水率　　・A種　※B種　・C種　　 (16.6.2)(表16.6.1)

10 その他の建具 ・ エレベーターの防火、防煙区画に使用する特殊建具等（国土交通大臣認定取得品）

11 建具用金物 マスターキー　※ 製作する（※ 3枚　・　　　）　・製作しない ）16.7.4（

グランドマスターキー　・製作する（※ 3枚　・　　　）　・製作しない

建具用金物 ）16.7.2）（16.4.6）（16.3.6（ ）16.7.1（表

　錠前類はシリンダー箱錠（レバーハンドル）とする。

・ 特殊開錠用具の所持の禁止等に関する法律第７条に基づくシリンダー錠の防犯性能

※ 要（・ 5分未満　※ 5分以上　・ 10分以上）　　・不要

見本品提出の上、監督職員の承諾を得ること。

12 ガラス ※ ガラス　　　　　※ 種類、厚さは図示 ）16.13.2（

ガラスブロック　　標仕

乳白

クリア

・

・

※

）mm寸法（

200×200

による16.13.5

カラー（　　　）・

熱線反射・ 無し※

）16.13.5（

色　調 防火認定パターン

床用
・有り

 　及び溝

13 ガラスとめ材

ステンレス製 シーリング材※

　アルミニウム製

鋼製及び軽量鋼製

建具の種類

シーリング材※

シーリング材※ Ｘ部はシーリング材）FIガスケット（・

）9.6.1（表

材　種

ただし、防火設備の戸は建築基準法に基づく防火性能認定品とする。

板ガラスをはめ込む溝の大きさ

標仕 16.13.3 以外のアルミニウム建具及び板ガラスの場合は（社）日本建築

学会ＪＡＳＳ17ガラス工事「3.1収まり寸法標準」によるほか、性能値が確

認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける

16.13.3（ ）

　 フィルム

14 ガラス用
ガラス飛散防止フィルム・

・

名　称

D1飛散防止率　外張り・内張り・種2第

性　能　等張り面種　類

目隠しフィルム 内張り・

　品質　JIS A5759 による

　 シャッター

15 重量

　 　

開閉形式　※ 上部電動式（手動併用）　・ 手動式 ）16.10.1）（表16.10.2（

一般重量シャッターのシャッターケース　※ 設ける　・ 設けない ）16.10.2（

機能　　・　外壁防火　　・　屋内防火　　・　防煙

外部に面するシャッターの耐風圧性能による区分　　・50　・80　　・120

危害防止機構　設置しない箇所　　　図示

※ 障害物感知装置（自動閉鎖型）

シャッターの二段降下方式

ガイドレール等　※ ステンレス製SUS304　・ 鋼鉄製 ）4～16.10.3（ 16.10.2（表 ）

　 シャッター

16 軽量 開閉形式 ※ 手動式　　・ 上部電動式（手動併用） ）16.11.1（表）16.11.2（

スラット材質　※塗装溶融亜鉛メッキ鋼板 ）16.11.3（

形状　※インターロッキング形　・ オーバーラッピング形 ）16.11.4（

ガイドレール等　・ ステンレスSUS304 t1.5　　※　鋼鉄製 ）16.11.2（表

外部に面するシャッターの耐風圧性能による区分　　

　 ヘッドドア

17 オーバー

　 　

セクション材　　※ スチールタイプ　・ アルミニウムタイプ ）3～16.12.2（

　　　　　　　　・ ファイバーグラスタイプ

開閉方式　※ バランス式　・ チェーン式　・ 電動式 ）16.12.2（

16.12.2（ ）収納方式　・ スタンダード形　・ ローヘッド形

　　　　　・ ハイリフト形　・ バーチカル形

ガイドレール　・ 鋼板製　　※ ステンレスSUS304 16.12.3（ ）（表 16.12.1 ）

耐風圧性能による区分　　・50　・75　・100　・125

電動式の場合は障害物感知装置を設ける。

）16.12.2（

　 感知装置

18 障害物 障害物感知装置を設ける電動式のシャッター（ドア）のうち、防火シャッター

　及び防煙シャッターにおいては、「防火シャッター開閉作動時の危害防止に

　関するガイドライン」に基づく「危害防止機構を備えた防火シャッターの据え

　付け」に掲げられた障害物感知装置、又は、二段

その他の電動式のシャッター（ドア）は、電動降下中に障害物を感知し、自

　動的に停止させる機能を有するものとする。 ）16.10.2（

　 スクリーン

19 大形ガラス 工法　・ SSG構法

・ ガラスリブ工法（・ガラス吊下げ工法　・ガラス方立工法　・併用工法）

・ DPG工法

・ MPG工法

・ テンションマリオン工法

20 ﾘﾝｸﾞｼｬｯﾀｰ 開閉形式　　・ 手動式　　※ 電動式

パイプの材質　　　※ SUS製　・ 鋼製

シャッターケース　※ 設ける　　・ 設けない

21 水圧開放装置 　・　有り（　　　）箇所　　　・　無し
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１ 一般事項 設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

総合図（施工図）

イ. 工事に先立ち、総合図を作成し監督職員の承諾を受ける。

ロ. 総合図には特に下記の事項を記載する。

層間変位追従方式（構造体への取付部、ユニット間の接合部）、パネル割付、

ガラス厚と割付・取付金物配置、部材断面、ﾌﾟﾚｷｬｽﾄｺﾝｸﾘｰﾄﾊﾟﾈﾙの配筋及び

埋込金物、パッキング・シール材・インシュレーション・スベリ材、層間区

画部分の耐火被覆、表面処理・裏面処シール材

施工計画書

イ. 工事に先立ち施工計画書を作成し、監督職員に提出し、承諾を受ける。

ロ. 施工計画書は特に下記の留意事項について作成する。

カーテンウォールの性能書（各種計算書・建具性能試験報告書・シーリング

資料など）添付。材料の加工方法・接合方法、組立要領、製品精度、防食処理、

摩擦音の防止方法、仕上げの材料、工法、品質管理及び規格同証明、検査基

準要領、取付け方法、取付け精度等。

試験・性能確認試験　　※行わない　　・行う

・試験の種類・耐風圧（　）・耐震（　）・水密（　）・気密（　）・遮音（　）

・試験体の製作　　※ 製作しない　・ 製作する（寸法※実物大）

２ ﾒﾀﾙｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ

※

・

等格規

・

類種

アルミニウム製 のアルミニウム製建具の材料による 16.2.3※共仕

）17.2.2（カーテンウォール材料の種類

カーテンウォールの方式

・ 方立方式

・ バックマリオン方式（・ 単純２辺支持構法　・ ＳＳＧ構法　）

・ パネル方式

・ スパンドレル方式

・ 小型パネル組み合わせ方式（・ ノックダウン方式　・ ユニット方式　）

シーリング材及びガラス取付材料

ガラス ガラス

金

による9.6.1下記以外は共仕表

属

）9.6.1）（表17.2.2（）9.6.2（

耐久性による区分

シーリング材の種別

主成分による区分記号

ガラス

石・タイル

被着体の組み合わせ

構造用ｶﾞｽｹｯﾄ　※ 適用しない　・適用する（施工箇所　※図示） ）17.2.2（

断熱材　※ 適用しない ）17.2.2（

製品の寸法許容差　※ 標仕表17.2.1による ）17.2.1）（表17.2.3（

　　　　　　　　　・ メーカー標準製作規定寸法許容差による

　　　　・ 適用する（種類 :       厚さ（mm）:　　　施工箇所　※ 図示　　）

Ａ－０３

５ ﾙｰﾌﾄﾞﾚｲﾝ

６ その他

１４

　 張り

６ 金属成形板

ｽﾊﾟﾝﾄﾞﾚﾙ

形　状

ﾊﾟﾈﾙ・

・

）mm寸法（

プレス※形

法製

ロール・

押出し・形 製 ｱﾙﾐﾆｳﾑ※

・

）14.2.1）（表14.6.2（

）mm厚さ（

種（　　）2－ B・

種1－ B・

・

14.6.3（

・

表面処理材　種

）
伸縮調整継手　　　※設けない　・設ける（施工箇所は図示）

７ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製笠木

 250

 300

 100

 200

 350

種　類

・

・

・

・

・

）mm板厚（

又は、1－A※

種1－B

種2－ B・

）14.7.1）（表14.2.1（表）3～14.7.2（

形

形

形

形

以上2.2

以上2.5

以上3.0

以上1.2

以上1.5

）ｽﾃﾝｶﾗｰ（
形 で定めたもの

表面処理

間隔は品質計画

固定間隔

は本体メ－カ－の仕様による。

隅角部及び突当たり部等の役物

表面処理

固定方法及び

８ 手すり及び

　 タラップ

・手すり

・タラップ
鉄・

SUS304ステンレス※

SUS304ステンレス※

鉄・

種　類 材料の種別

種 C　内外部　　※亜鉛めっき　

）14.2.2（表

鏡面程度　・ＨＬ程度※

・研磨無し　※

）　3～14.8.2）（14.2.1（

・

・

・

 B-2　 　 A-2・表面処理　　

種 C外部　　※亜鉛めっき　

種 E内部　　※

・　アルミニウム製

表面処理

９ システム天井

方式

・ロ型方式

・クロス方式

・ライン方式

・

　）・グラスウール（

）mm天井材厚さ（

　）・ロックウール（

・

・

・

・・

備考施工箇所

・スチール製

・アルミニウム製

バー材種

※ 工法規格はメーカーの基準による。

・ 耐震対策　　※振れ止め補強有り（　　　　　　　　　）　・無し

※ 設備機器緊結有り（　　　　　　　　　　）　　・無し

　 アンカ－

10 あと施工 　引抜き試験　　※する　　　・しない （ ）14.1.3

５ 軽量鉄骨壁

　 下地

４ 軽量鉄骨天井

　 下地

 AB-1

 AB-2

・ BB-1

 BB-2

 AC-1

 AC-2

　種 C

・表面処理　※  BB－１種 ・ BB－２種（ ・ ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ ﾌﾞﾗｯｸ ※ ｽﾃﾝｶﾗｰ　・ｼﾙﾊﾞｰ　）

表面処理　　・ AC－1種又はBB-1種

※ AC－2種又はBB-2種（ ※ ﾌﾞﾗｳﾝ系 ・ ﾌﾞﾗｯｸ  ・ ｽﾃﾝｶﾗｰ ）

ＥＸＰ．Ｊ

野縁などの種類 (14.4.2)(表14.4.1)

　屋外　・　１９型　※　２５型

　屋内　※　１９型　・　２５型　（室名：　　　　　　　　　　　　）

(14.4.3)(14.4.4)

床版の断熱材打込部分は断熱用インサートを使用する。

　※　行わない　・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

耐風圧性を考慮した補強（ピロティ、屋外軒天井等）

　※　行わない　・　行う（補強方法と補強箇所は図示による）

耐震性を考慮した補強

(14.5.3)(表14.5.1)スタッド、ランナーなどの種類は、(表14.5.1)による。

２０２２／０１／１９

大山田保育園給食室増築工事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：－
Ａ４：－

 A

・

・

無着色　・種 B-1・

）14.2.1）（表17.2.3（

ステンカラー※ブラック・ブラウン系・種 B-2・種2－

種別 色彩等

アルミニウムの表面処理

－１種 A

・着色塗膜 塗装材料（ ）コート（）焼付け方法（ ）ベーク

耐風圧性能 ）17.1.3（

性能値　　※ 建築基準法施行令87条及び建設省告示第1454号に定められた

　　　　　　 風圧力に対して安全であること。

・ 正圧　　　N／m2 以上及び負圧      N／m2 以上に対して安全であること。

以下20mm絶対量

かつh）×1／150±（※ ※

態状

以下15mmかつb×200／1±・

たわみ量

主要部材のたわみ

支点間距離（ ）h

※４ｍ以下

・４ｍを超える

各部の破損、残留変形、

有害な変形が起こらないこと

耐震性能 ）17.1.3（

設計用震度　　　水平方向（K  ）　　 H※ 1.0   

　　　　　　　　垂直方向（K  ）　　 V　※ 0.5   

以上h）×1/100±（※ ※

支点間距離）h=（
別種造構 態状

以上h）×1/200±（※

層間変位量

鉄骨造

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

部材の脱落、ガラスの破損

及び主要部材に有害な歪みが

起こらない。

シーリングは補修程度

水密性　　　・Ｗ－4    ・Ｗ－5 ）17.1.3（

）17.1.3（気密性　　　・Ａ－3    ・Ａ－４

耐火性能　※ 適用しない　　・適用する（　　時間、施工個所：図示）

映像調整　　　・　行わない　　※　行う（建具表による）

メーカー　　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

３ ＰＣｶｰﾃﾝｳｫｰﾙ 設計図書による規定の他、特記無き事項は（社）日本建築学会JASS14による。

コンクリートの種類及び品質

※標仕17.3.2による

） 17.3.2 （

）cm所要スランプ（

による）17.3.2

）Fc 設計基準強度（

Ｎ／ｃｍ

・下表による（ただし、下表以外は標仕

コンクリートの種類
2

鉄筋　　　※ SD295A

・

・Ａ種※・Ｅ種※

・

部外

・Ａ種※

ステンレスボルト※

・Ａ種※

・Ａ種※

部内

・Ｅ種※

・Ｅ種※

・Ｅ種※

・Ｅ種※

）14.2.2）（表14.2.3（

金物種類及び部位

取付け用金物の表面処理（鉄の亜鉛めっき）及び材質

ＰＣ版打込み金物

ＰＣ版打込み取付ボルト

２次ファスナー

取付ボルト

レベル調整ボルト

※上記以外はカーテンウォールメーカーの仕様による

PC取付用ブラケットは鉄骨工事とし、二次ファスナー以降はPC工事とする。

9.6.2

主成分による区分

シーリング材料の種別

号記

（

施工個所

）9.6.1）（表17.3.2（）

耐久性による区分

シーリング材料

カーテンウォール板間目地

※上記のシーリング材料の種類は標仕表9.6.1によるほかメーカーに確認のこと

断熱材　※ 適用しない

　　　　・ 適用する　（種類 :     厚さ（mm） :     施工箇所　※ 図示）

　ゴンドラ用ガイドレ－ル　　　　・　適用する　　・　適用しない

製品の寸法許容差　　※ 標仕表17.3.1による ）17.3.1）（表17.3.3（

表面仕上げ

　　　　　　　　　　・ メーカー標準製作規定寸法許容差による

パネル目地部・

取付ブラケット・

ファスナー部・

別種

層間ふさぎ・

施工部位 規格等

耐火材料

耐風圧性能

性能値　　※ 建築基準法施行令87条及び建告示第1454号に定められた風圧力

）17.1.3（

　　　　　　 に対して安全であること。

・正圧　　　N／m2以上及び負圧    N／m2以上に対して安全であること。

耐震性能

設計用震度　　　水平方向　（K  ）　※ H1.0   

）17.1.3（

　　　　　　　　垂直方向　（K  ）　 V　※ 0.5   

以上h）×1／200±（※

以上h）×1／100±（※

支点間距離）h=層間変位量（

・

・

構造種別 状態

鉄骨造

鉄筋コンクリート造

鉄骨鉄筋コンクリート造

シーリングは補修程度

※部材が損傷せず、破損脱落も

しない。ガラス等の破損もない。

１８
　
塗
　
装
　
工
　
事

１ 材料 屋内の壁、天井の仕上げ材は、防火材料とする。

建物内部に使用する塗料のホルムアルデヒド放散量の等級

※ F☆☆☆☆

）18.1.3（

２ 素地ごしらえ

 B 

 B 

料

 B 

 B 

 B 

 B 

 B 

 B 

18.2.1

パネル面ALC

※種 A・

・種 A・

位部工施 塗

・種 A※

※種 A・

※種 A・

※種 A・

・種 A※

※種 A・

（表）7～18.2.5（

）18.2.1（表

）18.2.4（表

）18.2.2（表

種

種 C※種

別種

）18.2.5（表

種

種 ）18.2.1（表

種

種

種

種

）18.2.6（表

）18.2.7（表

）18.2.7（表

）7～18.2.4）（表2～

木部（不透明塗料塗り）

木部（透明塗料塗り）

鉄面

モルタル及びプラスター面

コンクリート及び

コンクリート及び押出し成形セメント板面

せっこうボード及びその他のボード面

せっこうボード面継目処理工法

18.2.2 ～ ）（3

種C

種B

種A

別種

18.2.4（

施工部位及び塗料種別

）18.3.4）（表18.2.3）（表亜鉛メッキ面の素地ごしらえの種別

鋼製の建具及び、2液形ポリウレタンエナメル塗り、常温乾

燥形フッ素樹脂エナメル塗りの場合

下塗りに変成エポキシ樹脂塗料を塗装する場合

A種、C種以外

　 塗料塗り

３ 錆止め 塗料種別

鉄面　　　　　屋外　※ A種　・ B種　　　屋内・ A種　※ B種 ）18.3.2（表

亜鉛メッキ面　屋外　・ A種　・ B種　　　屋内・ A種　・ B種 ）18.3.2（表

・ 鉄面　　見掛り部分　　　※ A種　　　・ B種 ）18.3.3）（表7.8.2（

　　　　　見隠れ部分　　　・ A種　　　※ B種

・ 亜鉛メッキ面　鋼製建具　　　※ A種　　　・ B種 ）18.3.4（表

その他　　　　　・ A種　　　・ B種　　※Ｃ種

４ 合成樹脂調合

　 (SOP)

 　ペイント塗り

塗料種別　　　・ １種

種別

種Ｂ・種Ａ・面鋼きっめ鉛亜・

種Ｂ・種Ａ・面鋼鉄・

種Ｂ・種Ａ・部木・

別種地下

18.4.1～18.4.3)(表
(18.4.3～18.4.5)

(18.4.2)

　 (CL)

５ ｸﾘｱﾗｯｶｰ塗り 種別

木部　・ Ａ種　・ Ｂ種 18.5.1)(表

(18.5.2)

６ アクリル樹脂

 　塗料塗り(NAD)

 　系非水分散形

種別

・ Ａ種　　　・ Ｂ種 18.6.1)(表

(18.6.2)

　 塗り(DP)

７ 耐候性塗料

－

－

－

種

種

Ｃ・種１－Ｃ・

Ｂ・種１－Ｂ・

Ａ・種１－Ａ・

面板トンメセ形成出押

び及面トーリクンコ

Ｂ・種Ａ・面鋼きっめ鉛亜

Ｂ・種Ａ・面鋼鉄

種地下

種２

種２

種２

種Ｃ・

種Ｃ・

別

上塗り等級

・ １級（フッ素系）　・ ２級（ｼﾘｺﾝ系）　・３級（ﾎﾟﾘｳﾚﾀﾝ系）

(18.7.4)～(18.7.2) 18.7.3) (表～18.7.1)(表

種別

・ Ａ種　　　・ Ｂ種　　　・ Ｃ種

しみ止め（ ・　　　　　）

１９
　
内
　
装
　
工
　
事

１ 接着剤 接着剤のホルムアルデヒド放散量の等級　　※  F☆☆☆☆

接着剤に含まれる可塑剤は、難揮発性とする。但し標仕表19.2.1

エポキシ樹脂系の指定のあるものは除く。

（　19.2.2　）

（　19.3.3　）

（　19.5.6　）

２ ビニル床

 　シート張り 種　類

 2.0ＦＳ・ ・

無地柄 物※

 2.5※
※

ＮＣ※

）mm厚さ（

）19.2.2（

・

記号ＪＩＳの 色　柄

※発泡層のないもの

・発泡層のあるもの

・

・

工法　　　※ 熱溶接工法　　　・　　突付け（施工箇所　　　　　） ）19.2.3（

無地　・ ﾏｰﾌﾞﾙ柄

　 イル張り

３ ビニル床タ

床

床

床

種　類

・

ﾎﾓｼﾞﾆｱｽﾋﾞﾆﾙ・

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ・

ｺﾝﾎﾟｼﾞｼｮﾝﾋﾞﾆﾙ※

）19.2.2（

 3・

・

 2※

考備）mm厚さ（記号ＳのIＪ

ﾀｲﾙ

（軟質）ﾀｲﾙ

ﾀｲﾙ ＣＴ

ＣＴＳ

ＨＴ

（半硬質）

４ 帯電防止床タ

　 イル張り 種

）19.2.2（

類 さ厚

・ 2mm  

4.5mm又は

・

10×1.0

　Ω未満10×1.0・

による）

性　能

・コンポジションビニル床タイル

・ホモジニアスビニル床タイル

・

・

 4.0・

※
9
　Ω以下または、

体積抵抗値（ JIS K6911 による）

JISA1454漏えい抵抗値（
10

５ ビニル幅木 高さ（　mm）　　※ 60　　・ 75　　・ 100　　　・70 19.2.2（ ）

階段用
・ ・

型型

６ ｶｰﾍﾟｯﾄ敷き （表 19.3.1 ～ 2）（19.3.3 ～ 4）・織じゅうたん

パイル形状 色柄等 備考種別 帯電性

・カットパイル ※単一色（無地）・ Ａ種 人体帯電圧

・ループパイル ・柄物（標準品）・ Ｂ種 ※ 3Kv以下

・カット、ループ併用・ Ｃ種 ・ ・

 ﾏﾙﾁﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟ・

 ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ・

併用 ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ・

カットパイル・

パイル形状

・

・

以下 3Kv※

・ 4     ※

グリッパー工法・・6  ～ 4※

全面接着工法※・7  ～ 5※

法工）mmパイル長（

）19.3.2）（表4～19.3.3（

人体帯電圧

帯電性

第ニ種

 ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ・

※

・

・

事務室

・ ・

施工箇所

・ ・

適用しない※

・

 6.5・角 500※

）19.3.2）（表19.3.3（

））総厚（

　以下 10 ・

・

・

9
Ω

mm mm

タイルカーペット

パイル形状

 ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ 第一種※

・タフテッドカーペット

　 塗り床

７ 合成樹脂

エポキシ樹脂・

ン弾性ウレタ・

種　類

※

防滑）・平滑※（

防滑）・平滑※（

防滑仕上げ・平滑仕上げ※

仕上げ種類

）7～19.4.1）（表

防滑仕上げ・

ル仕上げ樹脂モルタ・

・

つや消し仕上げ・

防塵タイプ

塗り床材

塗り床材

 

８ ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ張り

・

種

図示

施工箇所

桧　・

法工別

）4～19.5.1）（表19.5.2（

種）C

杉　・

なら　※ 塗装品※

・・

無塗装品・

・ ・

・

・

樹種 仕上塗装等

～ 7

　　　フローリング

※天然木化粧複合 釘止め工法（※

・

９ 畳敷き

12.5.1

下地の種類

標仕表

種 D・種 C※

　 　 　 　・種 B※

）19.6.1（表

による床組

）19.6.2（

畳の種別

畳表及び畳床はVOC含有量の少ないものとする。

構造用合板　厚１２

10 ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝﾌｫｰﾑ

　 床下地材

畳下地　　　厚さ（　mm　）　※ ４０　・ ６５　・ ８０　　

フローリング類　　厚さ（　mm　）　※ ８０　・ ９５

　 ボード張り

　 ドその他の

11 せっこうボー

（19.4.2～3

電気抵抗値（Ω）寸法（別種

種　類

GB-P

VS

RS

1.2mmによる　厚さ JISK6903・

板目）専用下地材付き柾 目※模様（・）W（GB

研磨板無研磨板　　・

 25・

MDF

－

　 　 　 30　 　 　 25　　　※ 20・

 9.5・

（不燃） 15.0・（不燃） 12.5・

（不燃） 12.5・

）（不燃） 15　・ 12 ※イプ（凹凸タ・

（不燃）9イプ　フラットタ※

　・　） 12・（不燃） 9・イプ（フラットタ※

　 　 　 30　 　 　 25　　　※ 20・

）、規格等mm厚さ（の記号 JIS

）19.7.1）（表19.7.2（

 50　 　 　 40　 　 　 30　 　 　 25・

）N（GB 化粧無（下地張り用）（不燃）　 9.5・

・）（

・

DRDR ,
DR

GB

－

－

0.8FK

DR

GB-R

GB-S

GB-F

GB-L

GB-D

－

（不燃） 21.0・

 9.5・

・ 硬質木毛セメント

・ 普通木毛セメント板

・ 準不燃木繊セメント板

・ けい酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板

・凹凸 ﾀｲﾌﾟ  19・ 15 ・（不燃） 12※（ ）

・ ロックウール化粧吸音板

 （軒天井用） （軒天）（軒天凹凸）

（凹凸）　　

・ せっこうボード

・ 不燃積層せっこうボード
NT 化粧有（トラバーチン模様）

・ 12.5（不燃）　・ 9.5（準不燃）

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうﾎﾞｰﾄﾞ

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード  9.5（準不燃・不燃）　

・ 化粧せっこう吸音ボード

・ メラミン樹脂化粧板

・ ﾐﾃﾞｲｱﾑﾃﾞﾝｼﾃｲﾌｧｲﾊﾞ-ﾎﾞ-ﾄﾞ

・ 素地ﾊﾟ-ﾃｲｸﾙﾎﾞ-ﾄﾞ

・ 単板張りﾊﾟ-ﾃｲｸﾙﾎﾞ-ﾄﾞ 20　・ 18 　・ 15 　・ 12 ・ 10・

・ 硬質木片セメント板
軽量鉄骨下地ボード遮音壁の遮音シール材

※適用する　　　・適用しない

　 　 12　 　 9　 　 7　 　 3・

（準不燃） 9.5・

12 吸音材

B－GW

B－RW

  32K号2グラスウール吸音ボード・

号1ロックウール吸音ボード・

種　類 ＪＩＳの記号

50　・ 25※

　・ 25※

）mm厚さ（

）19.7.1（表

B－GW  24K号2グラスウール吸音ボード・

13 壁紙張り

・ ・ ・

ｸﾛｽA・ ・

・

・

・

・

・

・

・

・・

壁紙の種類

・

・

・

・

ｸﾛｽB・

ｸﾛｽC・

ｸﾛｽD・

ｸﾛｽE・

・

・

・

・

・

・

・

・

記　号 防火種別

ＡＡ級

ＡＡ級

）19.8.2 （

品質等

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

※不燃・準不燃・難燃

素地ごしらえ

・ モルタル及びプラスターの素地ごしらえ　・ A種　※ B種 （表 ）18.2.4

・ せっこうボード面の素地ごしらえ　※ A種　・ B種 18.2.7 ）（表

）（表18.2.7・ その他のボード面の素地ごしらえ　・ A種　※ B種

施工箇所

図示(一般)

図示(和室)

 25・ 50　・

ﾋﾞﾆﾙ織物紙 無機質化学繊維

14 断熱材

ﾌﾛﾝ

準不燃　　

0.676

・接地部分・

・

層付）ｽｷﾝ（

 50※

一般部・

ﾌﾛﾝ特定

 25※・一般部２種ｂ

３種ｂ

）mm厚さ（類種

押出法・

木繊セメント板・

・

・

 15一般部・

※断熱材ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ硬質・

294N／m

 25※ 特定

※

）以上30kg／m 

断熱材・ ※

・

以上 40※

・ ＝系・

系ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ・

・

・

 25・
3

（現場発泡断熱材）

－

3

保温板

ﾌｫｰﾑ

ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ

施工箇所

）3～19.9.2（

級2※ ３ 級 　

／厚さ

以上 ）k／w・m （
2

品質等

　（屋根スラブ下）

を使用しないもの

を使用しないものﾌﾛﾝ特定

難燃性

ﾒｰｶｰ建設技術評価「建築物の断熱材兼用型枠工法の

開発」において、評価を取得したもの。

ﾒｰｶｰ性能等の確認できる資料を監督職員に提出する。（

兼用型枠

・木質系

ｺﾝｸﾘｰﾄ

壁（図示の範囲 熱伝導率=断熱抵抗

ﾒｰｶｰ性能等の確認できる資料を監督職員に提出する。

断熱材補修部分

※

※

15 浴室天井材

 100・

 300※

・

塗装品※

 100・・

焼付塗装品※  200※

能性質材 表面仕上げ 幅（ｍｍ） 考備

市販品

※アルミニウム製

硬質塩ビ製
木目調

アルマイト処理品

廻縁は樋付とし、

メーカーの標準品

とする。

準不燃品

16 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等

　 発散材

ホルムアルデヒド放散量の等級　　　※ F☆☆☆☆

）（19.8.2）（19.7.2）（19.5.2）（19.4.2（ ）19.9.2

　
ユ
　
ニ
　
ッ
　
ト
　
及
　
び
　
そ
　
の
　
他
　
工
　
事

２０
１ ﾌﾘｰｱｸｾｽﾌﾛｱ

 1.0G・

 0.6G・

 1.0G・

 0.6G・

 0.6G・

 1.0G・

法構

ﾊﾟﾈﾙ・

・溝構法

ﾊﾟﾈﾙ・

・溝構法

ﾊﾟﾈﾙ・

・溝構法

Ｎ3000・

Ｎ5000・

Ｎ3000・

Ｎ5000・

Ｎ3000・

Ｎ5000・

）mm（

200

表面仕上げ材

）（

備考

図示

施工箇所 仕上高さ
耐荷重性能

適用地震時

水平力

スチ-ル製・ 集成材複合フロ

ーリング

・タイルカーペット

・帯電防止床タイル

・帯電防止床タイル

・タイルカーペット

構法

構法

構法

20.2.2

表面仕上げ材の品質・規格等は、19章内装工事による

スロープ及びボーダー　※ メーカーの標準仕様　・ 図示

コンセント等取付け対応　※ メーカーの標準仕様（コンセント本体は別途設備工事）

　　　　　　　　　　　　　コンセントの箇所数は図示

配線用取り出しパネル　　配線取り出し開口：パネル1枚につき

　　　　　　　　　　　　４０ｍｍ×８０ｍｍ程度の開口１箇所以上

　　　　　　　　　　　　フリーアクセルフロア全体面積に対する設置割合

　　　　　　　　　　　　※ 20～30％　　

空調用吹き出しパネル　※ 無し

　　　　　　　　　　　・　有り　（※固定式　・可変式　：施工箇所は図示）

メーカー性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける

２ 可動間仕切り

　 間仕切り）

　 （学校用

樹脂又は

樹脂焼付け

仕上げ

 ﾒﾗﾐﾝ※

） 0.8 　・ 0.6 ※（

鋼板※

）mm厚さ（）mm総厚さ（

式 ﾊﾟﾈﾙ※

式 ｽﾀｯﾄﾞ・

式 ｽﾀｯﾄﾞﾊﾟﾈﾙ・
・

・

ｱｸﾘﾙ

・ 60

構造形式
表面材料

有り・

）（

の認定

不燃材料

 0.5　・

パネル部の

20.2.3

・ 防火性能　　・ 有り（　　　　）　　・ 無し

・ 遮音性能　　・ 有り（　　　　）　　・ 無し

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 ４

を使用しないもの

グラスウール

密度

Ａ－０４

タイプ２（無石綿）（ ・ 6　・ 8　・ 12 　）

８ つやあり合成

 　樹脂エマル

 　ント塗り(EP)

 　ションペイ

(18.8.1)

（表 18.8.1)

 　(UC)

 　ワニス塗り

種別

・ Ａ種　　　・ Ｂ種 18.11.1)(表

(18.11.2)

　 ン塗り(OS)

(18.12.2)(表１８．１２．１参照）

９ ウレタン樹脂

10 オイルステイ

薄膜流し展べ仕上げ

厚膜流し展べ仕上げ

・外壁

接地部分・ ・

 50・

20

・ 小屋裏（ ・ 100）　・ 24K ・ 内壁（ ・ 50）・ 10K

２０２２／０１／１９

大山田保育園給食室増築工事



２１

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：－
Ａ４：－

３ 移動間仕切り

 　ｳｫ-ﾙ)

 　(ｽﾗｲﾃﾞｨﾝｸﾞ
焼付け塗装

焼付け塗装

壁紙貼り・ PB・・

・

鋼板※

壁紙貼り・

・

・

Ｔ－３※

鋼板※ ・Ｔ－１※

）mm厚さ（

50

表面材

２階活動室

）20.2.4

２階会議室

施工箇所・備考遮音性能による区分 ｸﾞﾚｰﾄﾞ遮音

表面仕上げ材の品質、規格等は、19章内装工事による

取り付け方法はメーカーの仕様により、適切な資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

（
表面仕上げ

・ 一般タイプ

・ 遮音タイプ

４ トイレブース 表面仕上げ材　・ メラミン樹脂化粧板　　・ ポリエステル樹脂化粧板 t=40 20.2.5（ ）

足形状　　　※ 幅木型（ｽﾃﾝﾚｽSUS304）　・ 足金物型（ｽﾃﾝﾚｽSUS304）

５ 階段滑り止め 材種　　※ ステンレス　SUS304      ・ アルミ製 ）20.2.6（

形状　　ビニルタイヤ入り

両端フラットエンド　・ 無　※ 有（ ・ ｽﾃﾝﾚｽSUS304  ※ ビニル製）

幅（ mm ）　※ 約３５

取付工法　※ 接着工法　　　　・ 埋込み工法

６ 階段手摺 ※ 集成材クリアラッカー仕上げ（市販品　径　約　34 mm）

・ ビニル製ハンドレール（幅　約　50 mm）　・ 図示

７ 黒板及び

　 ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰﾄﾞ

図示　・

・緑※黒板・ 焼付け※

白※

・緑※

・ホワイト・ ほうろう※

類種 彩色）mm寸法（

ボード

黒

黒

付き引分けｽｸﾘｰﾝ・・曲面※平面

）20.2.8

考備

付き引分けｽｸﾘｰﾝ・・曲面※平面

 

（

８ 表示標識

　 （サイン）

衝突防止表示　※ 図示（市販品 ※ ステンレス製 径約３０mm  ・ アルミ製）

・ あり（市販品　※ シール　径約３０mm）　　・ 無し ）20.2.10（

誘導標識、非常用進入口表示等は市販品とし、その他は共通詳細図に準ずる。

９ 煙突用成形

　 ライニング材

最高使用温度　　　※ 650℃　　・ 400℃ ）20.2.11（

メーカー　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

　 耐火物

10 キャスタブル

メーカー　性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

工法　　　※ こて押さえ　　　　　最高使用温度　　　※ 400℃

11 ブラインド

アルミスラット

クロススラット

スラットの材質状形

横型※

縦型・

・コード式ギア式※

操作棒式・

※

・本操作コード・

・ ・

・

種　類 ）mmスラットの幅（

・

 25※

 80・

 100・

）（ 20.2.12

アルミニウム合金製

 1

 2本操作コード

12 ｶｰﾃﾝﾛ-ﾙｽｸﾘ-ﾝ

手引

・

置装

・

・

・

・

・

・

・

・

形式ｶｰﾃﾝ

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

・

片引 引分 電動
施工箇所

ひも

）14～（

メーカー性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

名称品質、寸法等

遮光１級、防炎

20.2.13防炎性能　　※有り

建具表指示

13 ｶｰﾃﾝﾚｰﾙ 材種　　　　・ アルミニウム製　　・ ステンレス製 ）20.2.14（

形式　　　　・ 片引き　　・ 引分け（ ※ 暗幕用は300mm以上の召合せの重掛けとする）

14 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞﾎﾞｯｸｽ

　 及びｶｰﾃﾝﾎﾞｯｸｽ

・ 市販品（アルミニウム製押出し型材）　　・　　木製

溝幅×深さ（ mm ）※ 90×150  ・ 120×85　・ 120×180　・ 200×150

色彩　※ Ｂ－１　・ Ｂ－２　（　・  ﾌﾞﾗｳﾝ系　・  ﾌﾞﾗｯｸ  ※ ｽﾃﾝｶﾗ- ）

・ 図示

15 耐震スリット

・

・

・10       20※

）スリット完全（全貫通型※

深さ）x（幅内壁

不完全スリット・

方向 タイプ

有り・耐火型

無し・非耐火性

（幅×深さ）外壁

・10       20※

耐火性能 防水性能

性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

・ 垂直方向

・ 水平方向

目地

目地材

目地寸法（ mm）・

シーリング材（見え掛かりのみ）

×

シーリング材（内外とも）

×

16 止水板 形状　　・ 差込式　・ 据置式　※ 壁張り式

性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

17 天井点検口

　 　 　 　

材質　　アルミニウム製　（　・ 額縁タイプ　　※ 目地タイプ）

サイズ　　・ 600×600　　・ 450×450

18 床下点検口

　 　 　 　

材質　　アルミニウム製　（受け枠　・ アルミ製　※ ステンレス製）

サイズ　　　・ 600×600　　　　・ 450×450

仕上げ材　※ 床仕上げと同材　　　

耐火性能　　・ 有　　　・ 無

19 かぎ箱 市販品　形式　・ ３０組用　・ ６０組用　・ １２０組用

20 くつふき

　 マット

市販品

材質　・ 塩化ビニル製（コイル状ｽﾃﾝﾚｽ製受枠）　・ 硬質ｱﾙﾐﾆｳﾑ製（受枠とも）

　　　・ ビニル製（ステンレス製受枠）　・ ステンレス製（受枠とも）　　・ 図示

・

　 ユニット

21 流し台

適用内容

図示

・

流し台・

類種

つり戸棚・

水切り棚

・ ﾚﾝｼﾞﾌｰﾄﾞ

コンロ台・

） L= mm 寸法（

・
 1200 

  600 

・ 1200 

・ 1200 ※

・  600 ※

 1※製

考備

・市販品※

・市販品※

・市販品※

・市販品※

・市販品※

段式

 1500 

 900・

・

・

・ ミニキッチン　Ｌ１５００　ＩＨ付（電気温水器設備工事）

吊り戸棚の耐火性　　　　・有り　　　・無し

ｽﾃﾝﾚｽ

Ｈ＝500

有り※ﾊﾞｯｸｶﾞｰﾄﾞ  

トラップ付き

22 屋内掲示板 枠の材質　　　※ アルミニウム製　　　　　・ ステンレス製

表面の材質　　※ 塩ビ発泡シート張り　　　

サイズ　　　　・ 図示

　 カウンター

23 洗面 材種　・ メラミン樹脂化粧板張り（芯材：集成材）・ 人工大理石

奥行き（ mm ）　・ 約400　　・ 約600　　・　350

仕様　　・　扉及び中棚付　　・　オ－プン

24 誘導用及び

　 床材

　 注意喚起用

仕様はJIST9251による

屋内　・ 塩化ビニル製 ・ 磁器又はせっき質タイル（　※ 300  ）

・ ステンレス鋲打　　　　・ レジンコンクリート製

屋外　・ レジンコンクリート製　・ 磁器又はせっき質タイル（　※ 300  ）

・ ステンレス鋲打　　・ 石材（　・ 花こう岩　・ 人造石　・　　　　）

25 敷地境界石標 ・ 花こう岩類（文字記号入り）　　※ 市販品（コンクリートブロック製）

26 旗竿 材質　※ アルミニウム合金製

形式　※ テーパー型　・ 同一断面型

地上高さ（　　m）　・ 6    ・ 8    ・ 9　・ 10    ・ 12

操作方法　※ ハンドル式　・ ロープ式

固定方法　・ 埋込式　・ ベース式　・ バンド式

27 旗竿受け金物 市販品　　　材種　※ ステンレス　SUS304

28 フェンス ・ ビニル被覆　ｴｷｽﾊﾟﾝﾄﾞﾌｪﾝｽ    ・樹脂塗装 ﾒｯｼｭﾌｪﾝｽ

29 屋外掲示板 照明器具　※ 有り　・ 無し　枠の材質　　・ ｽﾃﾝﾚｽ製　　

施錠　　　※ 有り　・ 無し

30 車止め支柱 ※ ステンレス製（上下式鎖内蔵型）　径１１４.３mm ｔ=２.５mm 　Ｈ＝ＧＬ＋700mm

※ スプリング付き　　・ スプリング無し　　・ 埋め込み式

・ 鋳鉄製（　　　　　　　　　）　・ アルミ鋳物製（　　　　　　　　　）

その他　　・ 図示（Ｌ型）

31 銘板 ・ 無し　　　・ 有り　　仕様（　図示　）

32 定礎 ・ 定礎石　　　※ 花こう岩　彫り込み文字　　

大きさ（　mm　）　・ 400×300×30

大きさ（　mm　）　・ 350×270×70

・ 定礎箱　　　※ ステンレス製　　　・銅板製　　　

33 避難器具 金属製避難はしご及び緩降機は国家検定品とし、その他の避難器具は消防庁

長官基準適合品とする。

34 防煙垂れ壁 ・固定式　　※ アルミフレーム　　高さ（　　mm　）　※ 500　　　・ 600

ガラス（　・ 線入りガラス　　※ 網入りガラス 6.8 ）

可動式　※ 法令に適合した製品、施工とする。　　

・ 垂直降下式（　・ 可動ﾚｰﾙ　　　※ 固定ﾚｰﾙ ）高さ（　mm）※ 500　・800

　　　　　　　材質　※ 不燃布（不燃認定品）

・ 回転降下式（　※ 天井同材張り　・鋼板又はｱﾙﾐ製）高さ（　mm）　※ 500 　・ 800

　　　降下機構　　煙感知器連動及び手動開放装置（埋め込み型）

・ 復帰方式（　※ 手動巻上げハンドル　　・ 電動式　）

・ まぐさ・座板・レールの材質（・ 鋼製塗装仕上げ　・ ｱﾙﾐﾆｳﾑ製　・ ｽﾃﾝﾚｽ製）

　 ボックス

35 消火器

　（設備工事）

市販品　（　・ 埋め込み型　　・ 露出型　）　（ ・ 扉無し　　・ 扉付き）

材　質　　・ 鋼板製焼付塗装（ ・ 標準色　・ 指定色）・ ステンレス製

※ 消防法などに適合した形状・設置場所とする。

37 自転車置場 　・　止め金物式　　・　機械２段式

38 郵便受箱 　・　ステンレス製既製品　（前入後出 370×455×150　）　　

39 収納

 　収納家具

材質、形状、寸法　　※ 図示　　 ）19.7.2）（12.2.2（

ホルムアルデヒドの放散量の等級　　　※　F☆☆☆☆　　

40 ｴｷｽﾊﾟﾝｼｮﾝ

　 ・ｼﾞｮｲﾝﾄ金物 クリアランス　・ 50　・ 100　・ 150　・ 200

材質　・ アルミ（内部）・ ステンレス（外部）

耐火性能　　・ 有り（　図示　）　・ 無し

防水型　　※ 適用する　・ 適用しない

　 発散材料

41 ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ等 ホルムアルデヒドの放散量の等級　　　※　F☆☆☆☆　　　

　
排
　
水
　
工
　
事

１ 排水管

種材

）21.3.3）（21.2.1）（表21.2.1（

ＶＵ・

種）・種 1※外圧管（※

）21.3.3）（21.3.1（

管の種類 管形状（接合方法）

配水管用材料

※遠心力コンクリート管

・硬質塩化ビニル管

・鋼管

車道部の排水管の敷設　　※ 図示

・ 砂基礎（地業厚さ20cm以上　材料　山砂の類）

Ｂ型（ゴム接合） 2

※ＶＰ

・白管　　　

　 ふた

２ 排水桝及び

中蓋付密閉形

簡易気密形(

ﾃｰﾊﾟｰﾊﾟｯｷﾝ

／類種

水封形・

・

・

密閉形(・

断熱形・

用20・Ｔ－用6

・

・

・

・

・

・

・

・

式）ﾊﾟｯｷﾝ

式）

用2

・

・

・

・

）21.2.2（

・・ ・

用14・Ｔ－

・

・

・

・

・

形状寸法適用荷重

鋳鉄製マンホールふた

・Ｔ－ ・Ｔ－

質材

細目※歩行用・

細目・用6・ Ｔ－

用14・ Ｔ－

用20・ Ｔ－

普通目※用2・ Ｔ－

受枠付き※）ﾒｯｷ

かさ上げ用・

溝ふた用・

桝ふた用・

Ｕ字溝用・

凹凸形※

凹凸形・

平形※

）（

用25・ Ｔ－

上面形状種類形式 適用荷重 ﾒﾝﾊﾞｰﾋﾟｯﾁ

グレーチングふた 21.2.2

・ 鋼製(亜鉛

ステンレス製・ ボルト固定・

※無し

・図示

）3.2.1）（表21.2.3（

３ 埋戻し土 ※ Ｂ種

　 浸透桝

４ 浸透管及び 性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

２２
　
舗
　
装
　
工
　
事

１ 盛り土に

　 用いる材料　　

・ Ａ種　　※ Ｂ種　　・ Ｃ種　　・ Ｄ種 ）3.2.1）（表22.2.3（

２ 遮断層及び

　 凍上抑制層　

　 の材料

・ 遮断層　※ 川砂、海砂又は良質な山砂　　　 3～ ）

・ 凍上抑制層　※ 切り込み砂利　　・ 再生ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ　・ ｸﾗｯｼｬ-ﾗﾝ　・ 砂

　 用材料

３ 路床安定処理 ※ 添加材料による安定処理 ）22.2.2）（表3～22.2.2（

種類　・ 普通ﾎﾟﾙﾄﾗﾝﾄﾞｾﾒﾝﾄ　・ ﾌﾗｲｱｯｼｭｾﾒﾝﾄB種

　　　・ 生石灰（　　　）　　・消石灰　（　　　）

添加量　　　kg／m3　（目標CBR　※ 5以上　）

（ＣＢＲ試験）

　 支持力比試験

４ 路床土の ※ 行う　　（　※ 乱した土　　・ 乱さない土　） ）

22.2.2（

22.2.5（

　 の試験

５ 路床締固め度 ※ 行う　　・ 行わない ）22.2.5（

６ 路盤材料 ※再生クラッシャ－ラン　（ＲＣ-40） ）22.3.3（

・クラシャラン（　C-40　）又はクラッシャランスラグ（　CS-40　）

透水性アスフアルト舗装にもちいる場合は透水性の高いもの

　 舗装

７ アスファルト 22.4.2

顔料混入加熱

カラー舗装の種類

（

※有り無 し 　 　※

・カラー舗装・

※

有り・無し※

車道部の基層舗装の種類

）22.4.1）（表

混合物ｱｽﾌｧﾙﾄアスファルト舗装

カラー舗装の着色骨材　・ 有色骨材（焼成）　・ 着色骨材（樹脂被覆）

アスファルト　※ 再生アスファルト　・ ストレートアスファルト ）（ 22.4.3

22.4.4

混合物（

（

ｷﾞｬｯﾌﾟｱｽﾌｧﾙﾄ細粒・

ｱｽﾌｧﾙﾄ密粒度※

寒冷地域・一般地域※

）13混合物（ｱｽﾌｧﾙﾄ細粒度・

）13混合物（ｱｽﾌｧﾙﾄ密粒度※

）20

区分

）22.4.6）（表

）13F混合物（

）13F

加熱アスファルト混合物の種類

表層

基層 ・粗粒度アスファルト混合物（

シールコート　　※ 行わない　　・ 行う（ 施工範囲　　　　　）

）（22.4.6

）22.4.5（

アスファルト混合物の抽出試験　　※ 行わない　　・ 行う

　 舗装

８ コンクリート 早強セメント　　※ 使用しない　　・ 使用する ）22.5.3（

注入材料　　　　※ 低弾性タイプ　・ 高弾性タイプ 22.5.3（ ）22.5.3（表

鉄筋　　　　　　※ 有り　・ 無し ）4～22.5.3（

厚さ試験　　　　※ 行わない　・ 行う ）22.5.6（

伸縮目地　　・　有り　（　　　　　　）　　・　なし

９ 透水性舗装 アスファルト混合物の抽出試験　　※ 行わない　・ 行う 22.4.6 ）22.6.6（）（

10 排水性舗装 アスファルト混合物 22.7.3（ ）22.7.2）（表

※ 改質アスファルト　1型　・ 改質アスファルト　2型

適用時期

下記以外

冬期

種類

PKR-T1

PKR-T2

タックコート用ゴム入りアスファルト乳剤の種類 22.7.3（ ）22.7.3）（表

・ アスファルト混合物の抽出試験　　※ 行わない　・ 行う

・ 現場透水性試験　　　※ 行わない　　・ 行う

）22.7.6（

11 ﾌﾞﾛｯｸ系舗装

モルタル）S擬石平板（W  洗出平板（

標準品

22.8.2

22.8.2

・

※

・

類種

ーロッキング舗装インタ・

・・

・

透水性ブロック・

標準ブロック※

　・ 100・ 80  ※

）mm厚さ（

・ 80  ※車道部

　・ 60※

（

誘導、注意喚起用ブロック・

うろこ張り※

）mm厚さ（

・100  ～

類種

（

施工方法

・

）22.8.3）（

）22.8.3）（

基　　層

 60※

）mm厚さ（

角 300※）Cカラー平板（・N  ※

類種 ）mm寸法（

（

砂※

）22.8.3）（

目地材

・ コンクリート平板舗装

普通平板（

22.8.2

植生ブロック

メーカー性能等の確認できる資料を監督職員に提出し、承諾を受ける。

誘導、注意喚起用は

色彩及び表面加工等

黄色とする

歩道部　

・ 舗石舗装

小舗石（花こう岩）※

・ ・

 80※

・

コンクリート舗装※

・アスファルト舗装

　 塗装

12 路面表示用 品質JIS K5665による　　※ 3種1号

寸法　幅（　mm　）　※ 100　・ 図示 　厚さ（　mm　）　※  1.0　・ 1.5　施工　溶融式

揮発性有機溶剤の含有率　塗料総質量に対して5%以下とする。

２３
　
植
　
栽
　
工
　
事

・行わない行う

）cm

・ 20     ・ 種 　 B※

法工

3～（

適　用

）2～23.2.1

整備範囲

300

芝及び地被類

※

有効土層の厚さ（

・ 植栽範囲  ・ 図示

）（表23.2.2１ 樹木の植裁

　 基盤整備

図示

葉張りの範囲

）（表

法工

種 A※

種 B・

種 C・

種 D・

・

・

）cm有効土層の厚さ（

未満12m超～7・

以下7m超～3・

以上12m・

 100・ 80   ※

 80・ 60   ※

 150　・ 120・ 100  ※

以下3・  60・ 50   ※

3～23.2.2（

樹木の樹高

）2～23.2.1

整備範囲

樹木

ただし、低木は植栽範囲

工法Ｄ種以外の工法で、現状地盤高と計画地盤高が同一でない場合は、計

画地盤高からを有効土層とする。ただし、計画地盤高が現状地盤高より高

い場合は、計画地盤高まで植込み用土で盛土を行う。

２ 植込み用土 ・ 現場発生の良質土　・ 客土　（　※ 畑土・ 黒土） 23.2.3（ ）

３ 土壌改良材 ※ 適用する（バーク堆肥（50ﾘｯﾄﾙ／m2）　・　　　　　　　）　　　 ）4～23.2.3（

施工箇所　　※ 植栽範囲　　　・ 図示

４ 支柱材 ※ 杉の焼丸太（間伐材）・ 竹　・ ワイヤー（防錆処理）　・ 鋼製 ）

５ 幹巻き用材料 ※ 幹巻き用テープ　・ わら及びこも ）

６ 芝張り種類 種類　　　・ こうらい芝　　　　・ 野芝 ）23.4.2（

23.3.2（

（23.3.2

客土　　　　・ 行わない　　　　・ 行う（ ・ 畑土　・ 黒土　・ 山砂 ）

建 築 工 事 特 記 仕 様 書 ５ Ａ－０５
２０２２／０１／１９

大山田保育園給食室増築工事



　　施工可能日　　　・　給食室の改修工事は令和４年９月～翌年１月とすること

27 主任技術者又

承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 図面番号縮尺

改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ １ ） Ａ－０６

Ⅰ．工事名称

Ⅱ．工事概要

　１　工事場所

　２　敷地面積

　３　工事内容

　　　　棟名称

　　　　構造

　　　　建築面積

　　　　延べ面積

　　　　工事項目

一
 
般
 
共
 
通
 
事
 
項

１

Ⅲ．建築改修工事仕様

工 事 特 記 仕 様 書 （ 改 修 ）

　１　共通仕様

　　　　図面及び特記仕様書に記載されていない事項は、「三重県公共工事共通仕様書　令和2年8月制定版」及び「公共建築改修工事標準仕様書（建築工

　　　事編）平成31年版（以下「改修標準仕様書」という。）」による。

　２　特記仕様

　　　(1) 項目は、番号に○印の付いたものを適用する。

　　　(2) 特記事項は、○印の付いたものを適用する。

　　　(3) 項目欄に記載の（　）内表示番号は改修標準仕様書の該当項目等を示す。

章 項 目 特 記 事 項

１）公共建築工事標準仕様書（建築工事編）

　　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成最新年版）

２）建築工事標準詳細図

　　　国土交通大臣官房官庁営繕部監修（平成最新年版）

(1.3.5)

・　監督員と協議し決定する。

３ 部分引渡し、

 　部分使用

・　部分引き渡しあり　・　部分使用あり

４ 埋蔵文化財調査 　埋蔵文化財の調査が行われる場合は協力すること。

　・　発掘調査等の実施あり

　・　発見された場合、発掘調査等の実施あり

５ 発生材の処理等

(1.3.12)

・ 本工事は、その施工に特定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材の再資源化等に

　 関する法律」（平成12年5月31日法律第104号。以下「建設リサイクル法」という。）施行令で定める建設工事の規模に

　 関する基準以上の工事であるため、建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施につい

　 て適正な措置を講ずることとする。

　工事契約後に明らかになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督員と協議するものとする。

　分別解体等の方法

造成等

工程 作業の有無

・ 有　・ 無 ・手作業

・手作業、機械作業の併用

分別解体等の方法

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・手作業

・手作業、機械作業の併用

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無

・ 有　・ 無基礎・基礎ぐい

上部構造部分・外装

屋根

建築設備・内装等

その他

（　　　　　）

・ 引き渡しを要するもの　　・　有（　　　　　）

・ 特別管理産業廃棄物　　　・　有（　　　　　）　　処理方法（　　　　　）

・ 現場において再利用を図るもの　　（　　　　　）

・ 再資源化を図るもの　　　・ コンクリート塊　・ アスファルトコンクリート塊　　・ 建設発生木材

・ 成形板等の解体・撤去にあたっては、事前に石綿含有に係る施工調査を行う。含有が判明した等の場合、改修標準仕

 　様書(9.1.5)に従い処理する。

６ 建設副産物情報

　 交換システムの

　 利用

工事着手前及び工事完了後に「再生資源利用計画書（実施書）」、「再生資源利用促進計画書（実施書）」を監督員に提出

することとし、工事着手前にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へデータを入力し、工事完了時にはシステム

へ実績報告を行うこと。

７ 三重県産業廃棄

　 物税

本工事には産業廃棄物税相当分が計上されていないため、受注者が課税対象となった場合には完成年度の翌年度の４月１日

から８月31日までの間に別に定める様式に産業廃棄物税納付証明書を添付して当該工事の発注者に対して支払請求を行うこと

ができる。

　なお、この期間を超えて請求することはできない。また、産業廃棄物処理集計表（マニフェストの数量の集計）を超えて請

求することはできない。

８ 電気保安技術者

(1.3.3)

配置する

９ 技能士

(1.6.2)

職種別に可能なものについては、積極的に活用のこと。

10 施工数量調査

(1.5.2)

調査範囲及び調査方法　　・　工種別の特記による

11 調査のための 補修方法　　・　図示（図面番号：　　　　　）　・（　　　　　）

　 破壊部分の補修

(1.5.3)

12 建築材料等 １）　本工事に使用する建築材料等は、設計図書に定める品質及び性能を有する新品とするほか「建築材料・設備機材等品質

　　性性能評価事業建築材料等評価名簿」（最新版）（以下「評価名簿」という。）と同等とする。品質が求められる水準以

　　上であれば、県内生産品の優先使用に努めること。

２）　本工事で使用する建設資材の調達にあたっては、極力県内の取扱業者から購入するよう努めること。

３）　製材等、フローリング又は再生木質ボードを使用する場合は、三重県「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「

　　木材・木材製品の合法性、持続可能性の証明のためのガイドライン」に準拠した証明書を、監督員に提出すること。

４）　本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」

　　やあかね材認証機構が認証する「あかね材」の優先利用に努めること。

５）　本工事に使用する建築材料のホルムアルデヒド放散量等は、F☆☆☆☆以上とする。

６)　 下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用する。ただし認定製

　　品が入手できない場合は、監督員と別途協議を行うこと。

　　（認定製品の品名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

７)　下記製品を本工事で使用する場合は、三重県リサイクル製品利用推進条例に基づく認定製品を使用するように努める。

　　認定製品の品名：　・　間伐材製工事用バリケード　・　間伐材工事用看板　・　間伐材標示板　・　（　　　　　　）

13 化学物質の濃

　 度測定

(1.6.9)
適用 施設用途

住宅

その他

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

スチレンエチルベンゼンキシレントルエンホルムアルデヒド

学校,教育施設

パラジクロロベンゼン

　測定対象化学物質（●で示したものとする。）

報告書提出部数　２部

測定時期　・　（　工事完了後　）

測定方法（　・　パッシブ法　・　アクティブ法）

14 特別な材料の

 　工法

改修標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法は当該製品の指定工法による。

15 騒音・振動の

　 防止

低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規程に基づき指定された建設機械の使用に努めること。

16 工事写真

(1.2.4)

営繕工事写真撮影要領(国土交通省大臣官房官庁営繕部 (平成31年版)）に従い撮影すること。

なお、デジタル工事写真の小黒板情報電子化を行う場合は、「デジタル工事写真の小黒板情報電子化について（平成29年3月1日

付け国営整第211号）」による。

17 完成図等

(1.8.2)

作成する　（　・　完成図　　・　保全に関する資料　　・（　　　　　））

完成図作図範囲（配置図、平面図、立面図、断面図、仕上表等）

完成図はＣＡＤにより作成することとし、著作権（著作権法第27条及び第28条に規定する権利を含む）にかかる

使用権は発注者に移譲するものとする。

18 完成写真

・　アルバム（大きさ335㎜×290㎜程度、カラー）　１部

箇所数は外観４面各室２面程度とし、規定の箇所数が確保できない場合には、監督員と協議すること。

デジタルカメラで撮影し、全てＬ版相当サイズで印刷する。（Ａ４版用紙に１ページあたり３枚）　１部

19 電子納品 工事写真は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（デジタル工事写真編）」等に基づき電子媒体も提出すること。

（提出部数　・　３部　・　　部）

（提出部数　・　３部　・　　部）

工事完成図書は、「営繕工事に係る電子納品マニュアル（工事完成図書編）」に基づき電子媒体も提出すること。

　　施工範囲

　 取合い

20 設備工事との ・　図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔・開口部の補強

・　図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強

・　自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強

・　駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び　操作スイッチ

施工図

・　設備機器の位置、取合い等の検討できる施工図を提出して、監督員の承諾を受けること。

21 既存部分等へ

　 の処置

(1.3.13)

工事施工に際し、既存部分を汚損した場合又は損傷した場合は、監督職員に報告するとともに承諾を受けて現状に準じて補

修する。

22 事故の発生時 工事の施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督員に通報するとともに、所定の様式により工事事故発生報告書を監督

員が指示する期日までに、監督員に提出すること。

また、事故発生後の措置について監督員と協議を行うとともに、当該事故に係る状況聴取、調査、検証等に協力すること。

23 下請次数制限 本工事における下請の次数は、２次（建築一式工事は３次）までとする。なお、その次数を超える下請契約を締結する場合

は、下請契約締結前に書面により発注者の承諾を得ること。

において規定する主たる営業所を含む）を有する者の中から選定するように努めること。また、工事場所を所管する建設事務

所管内又は隣接する建設事務所管内に本店（建設業法において規定する主たる営業所を含む）を有する者を優先して選定する

と。

よう努めること。なお、県外企業を下請契約の相手方に選定する場合は、下請契約締結前に書面により発注者に報告を行うこ

24 総合評価方式

で、貴社の評価点において発注工事の加算点（満点）の１割を減点します。

本工事で提案不履行があった場合は、本工事完成年度の翌年度に総合評価方式で発注する案件（以下「発注工事」という。）

　　暴力団員等による不当介入（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１４号）を受けた場合の措置について

25 不当介入を受

　 けた場合の措置

１）　受注者は暴力団員等（三重県公共工事等暴力団等排除措置要綱第２条第１項第１２号）による不当介入を受けた場合は、

　　断固としてこれを拒否するとともに、不当介入があった時点で速やかに三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必

　　要な協力を行うこと。

２）　１)により三重県警察本部に通報を行うとともに、捜査上必要な協力を行った場合には、速やかに発注者に報告するこ

　　と。発注者への報告は必ず文書で行うこと。

３）　受注者は暴力団員等により不当介入を受けたことから工程に遅れが生じる等の被害が生じた場合は、発注者と協議を行

　　うこと。

26 消防法関係の

　 手続き

１）　消火器に係る消防用設備等設置届出書の作成

　　　・本工事（　・　建築工事　　・　電気設備工事　　・　機械設備工事）　　・　別途工事

２）　防火対象物使用開始届出書

　　　書類の作成（電気設備図面の作成及び電気設備に関する部分の記入）を行うこと。

　 は監理技術者

１）　技術者要件

工事現場に配置する主任技術者又は監理技術者は、本工事の入札公告で定める技術者要件を満たす者としなければならない。

２）　専任を要しない期間

（１）　現場施工に着手するまでの期間

　　　請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの期間（現場事務所の設置、資機材の搬入又は仮設工事等が開始されるま

　　での期間）については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日につい

　　ては、請負契約締結後、監督員との打合せにおいて定める。

（２）　検査終了後の期間

　　　検査完成後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）、事務手続、後片付け等のみが残って

　　いる期間については、主任技術者又は監理技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が

　　工事の完成を確認した旨、受注者に通知した日とする。

２　施工条件

１　適用基準等

本工事において、下請契約を締結する場合は、当該契約の相手方（２次以下の請負人を含む）を伊賀市内に本店（建設業法

　 及び市内

　 企業優先使用

　 法に基づく労

労働安全衛生法第30条第１項に規定する措置を講ずる必要がある場合、その措置を講ずべき者として、同法第30条第２項の

規定に基づき、本工事の請負者を指名する。この場合における指名への同意は、本工事の請負契約を締結することにより得ら

れたものとみなす。　 働災害防止措置

28 労働安全衛生

仮

設

工

事

２
１ 騒音・粉じん等

　 の対策

(2.1.3)

・　防音パネル　　設置範囲　・　図示（図面番号：　　　　）

・　防音シート　　設置範囲　・　図示（図面番号：　　　　）

２ 足場 (2.2.1) 足場を設ける場合には、「手すり先行工法等に関するガイドライン」によるものとし、足場の組立て、解体又は変更の

作業は、同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における２の（２）手すり据置

き方式又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

外部足場　　　・　設置する（設置範囲　 ・　工事に必要な範囲　 ・　　　　　）　　　・　設置しない

防護シート　　・　設置する（設置範囲　 ・　工事に必要な範囲　 ・　　　　　）　　　・　設置しない

内部足場　　　・　設置する（ ・　脚立　）　　　・　設置しない

(表2.2.1) 材料、撤去材等の運搬方法

　種別（ ・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種　　・　Ｅ種　）

　 Ｃ種：利用可能なエレベーター（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　 Ｄ種：利用可能な階段　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　）

(2.3.1)

３ 既存部分の養生 既存部分の養生　　・　図示（図面番号：　　　　　）

既存ブラインド・カーテンの養生

養生方法（　　　　　　　　　　）　　　保管場所　・　構内既存施設内　　・（　　　　　）

固定された備品、机、ロッカーの移動　　　・　行う　・　行わない

４ 仮設間仕切り 屋内の仮設間仕切り　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

(2.3.2)

(表2.3.1)

　　　　　　　　　　　　合板　厚さ　・　９㎜　　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　せっこうボード　厚さ　・9.5mm　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　合板又は石こうボードの塗装　・　行う　　・　行わない

　仮設扉　　　　　　　　設置箇所　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　　　　　　　　仕様　　　　・　合板張り木製扉　　・　（　　　　　　）

５ 監督員事務所

(2.4.1)

・　構内建物内の一部を使用する。

・　設置する

　　監督員事務所の規模(単位:㎡)

　　　適用
　　　規模　　 　10程度　　　20程度　　　35程度　　　65程度　　 100程度

　　監督員事務所の仕上げ

　　 　　部　位　等　　　　　　　　　　　　　　　　仕　上　げ

　　　　 　　床

　　　 　内壁・天井

　　　　　　屋根

　合板張り又はビニール床シート張り

　合板張り又はせっこうボード張り、合成樹脂エマルション塗り

　装溶融亜鉛めっき鋼板張り、又は鉄板張り、調合ペイント塗り

６ 監督員事務所の

   設備、備品等

(2.4.1)(2)(ｱ)

　種類  机・いす

　数量

　種類  長靴

 消火器　種類

　数量

　数量 個

足

組

 書棚

 雨合羽

 掃除具

着

台

個

 FAX
 受注者加入電話

 保護帽

 黒板・白板

個

個

台

 冷暖房機器

 懐中電灯

 掛時計

個

個

 衣類ロッカー

 温度計

個

台

 インターネット

台台

８ 工事用水

７ 仮設便所 構内既存の施設

・　利用できる　　・　利用できない

構内既存の施設　

・　利用できる（　・　有償　・　無償）　・　利用できない

10 交通誘導警備員

９ 工事用電力 構内既存の施設　

・　利用できる（　・　有償　・　無償）　・　利用できない

本工事で新規受電または既設電気回路に接続し通電した時から工事に起因する電力料金は、本工事

に含まれる。

建築工事

特記仕様書参照

建築工事

特記仕様書参照

建築工事

特記仕様書参照

配置　　・　図示（図面番号：Ａ－１４　　）

　大山田保育園給食室改修工事

　８６１１．９５m2

　大山田保育園　給食室

　鉄筋コンクリート造　１階建（一部鉄骨造）

　給食室内部改修

　１４２４．８３m2

　１５０５．３９m2

測定対象室及び測定個所数　　・　図示（図面番号：　　　　　）　　・（　　　　　　　　　　　　　）

２０２２／０１／１９

再生資源の利用又は建設副産物の搬出がある場合、受注者は受注時において工事請負代金額が100万円以上の工事については、

　　時　　期（令和５年　２月～　給食提供できる状態とすること）

　　指定部分（給食室）

　　　　　　　　　　・　一部に土、日曜日、祝祭日施工あり

　　施工可能時間帯　・　８時30　～　17時

浄化槽の設置工事から着手し、保育園の夏休み（8/13～15前後）に切り替え工事を行うこと。

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事

　三重県伊賀市　平田　地内



　・　押出し300形

５ 既存防水層表面

　 の仕上塗装の除

　 去

(3.2.6)(3)(ｲ)

(3.2.6)(3)(ｶ)

（M4AS,M4ASI,M4C,M4DI）　・　行う　・　行わない

（L4X）　　　　　　　　　・　行う　・　行わない

(3.7.2)

(表3.7.1)

６ シーリング

種類 材種

シリコーン系・　SR-1

変成シリコーン系

ポリサルファイド系

ポリウレタン系

・　MS-2

・　PS-2

・　PU-2

施工箇所

材料

(3.7.4～7) 工法

　・　シーリング充填工法

　・　シーリング再充填工法

　・　拡幅シーリング再充填工法

　・　ブリッジ工法

(3.7.8) シーリング材の試験

　・　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験　　・　行わない

 ７　とい

(表3.8.1)

(表3.8.2)

(3.8.2)

　　　　・（　　　　　）

材種　　・　硬質ポリ塩化ビニル管（カラー）　　・　配管用鋼管（白管）

とい受金物及び足金物

といの材種 形状 取付け間隔

SUS製 掴み金物

工法　　・　図示（図面番号：　　　　）

８ アルミニウム製

   笠木

(3.9.2)(3)

(表3.9.1)

部材の種類

　・　押出し250形

　・　押出し350形

　・　板材折曲げ形（本体幅（　　　　　）㎜、板厚　・　2.0㎜　　・（　　　　　　））

(3.9.3)(2)

(3.9.2)(4)

(3.9.3)

固定金具の間隔（　　　　　㎜）　　　固定方法　　・（　　　　　　）

表面処理　　・（　　　　　　）

工法　　　既存笠木等の撤去　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　下地補修の工法　　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　板材折曲げ形の笠木の取付方法　・　図示（図面番号：　　　　　）

　　　　　笠木固定金具の工法　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重に対応したか固定金具の間隔固定方法等は施工計画書として提出する。

９ 保証書

・　塗膜防水

工事区分 材料名 保証年数

防水工事 ・　10年

・　10年・　FRP防水

・　ｼｰﾘﾝｸﾞ ・　5年

４
　
外
 
壁
 
改
 
修
 
工
 
事

１ 施工数量調査 ・　行う　・　行わない

　　調査範囲　・　全面　　・（　　　　　）

　　調査項目　・　ひび割れ部（・　幅0.2㎜　　・　0.2㎜～1.0㎜　　・　1.0㎜以上）

　　　　　　　・　はがれ及びはく落部分

　　　　　　　・　浮き部

　　調査方法　・　打診、目視及びクラックスケール等（　・　足場　　・　ゴンドラ）

　　報告書　２部（立面図等に記載、必要に応じて写真添付）

２ 改修工法の種類

(4.1.4)

(4.1.5)

外壁 種類 改修工法

・　コンリート打放し

　　仕上げ外壁

ひび割れ部

欠損部

・　樹脂注入工法

・　Ｕカットシール材充填工法

・　シール工法

・　樹脂注入工法

・　Ｕカットシール材充填工法

・　シール工法

・　充填工法

・　モルタル塗替え工法

ひび割れ部

欠損部

・　アンカーピンニング

　・　全面エポキシ樹脂注入工法

　・　部分エポキシ樹脂注入工法

　・　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・　注入口付アンカーピンニング

　・　部分エポキシ樹脂注入工法

　・　全面エポキシ樹脂注入工法

　・　全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・　充填工法

・　モルタル塗替え工法

浮き部

・ 樹脂注入工法

・ Ｕカットシール材充填工法
ひび割れ部

欠損部
・ タイル部分張替え工法

・ タイル張替え工法

・ アンカーピンニング

　・ 部分エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ 注入口付アンカーピンニング

　・ 部分エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面エポキシ樹脂注入工法

　・ 全面ポリマーセメントスラリー注入工法

・ タイル張替え工法

・ タイル部分張替え工法

　・ エポキシ樹脂注入タイル固定工法

目地

浮き部

・ 目地ひび割れ部改修工法

・ 薄付け仕上塗材塗り

・ 厚付け仕上塗材塗り

・ 複層仕上塗材塗り

・ 可とう形改修用仕上塗材塗り

・ 各種塗料塗り

・ マスチック塗材塗り

　　げ外壁

・　モルタル塗り仕上

・　タイル張り仕上げ

　　外壁

・ 伸縮調整目地改修工法

・ 外壁用塗膜防水材塗り

・　塗り仕上げ外壁 新規仕上げ

・（　充填工法　）

(4.4.5)

(4.5.5)

(4.3.4)

(4.2.2)(1)

３ 改修工法等 ・　樹脂注入工法

　　種類　・　自動式低圧エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入間隔（　　　　　）

　　　　　・　手動式エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入口間隔（　　　　　）

　　　　　・　機械式エポキシ樹脂注入工法

　　　　　　　　注入量（　　　　　）注入口間隔（　　　　　）

　　材料　エポキシ樹脂JIS A6024(建築補修用注入エポキシ樹脂)

　　　　　・　低粘度形　　・　中粘度形

　　コア抜取検査　・　行う　　・　行わない

　　　　　・　抜取り個数（　　　　　）

　　　　　・　抜取り部分補修方法（　　　　　）

(4.3.5)

(4.4.6)

(4.5.6)

(4.2.2)(2) ・　Ｕカットシール材充填工法

　　材料　・　シーリング用材充填

　　　　　　（　・ＰＵ－１　　・　ＰＵ－２　　・（　　　　　））

　　　　　・　可とう性エポキシ樹脂充填

　　シーリング材の上にポリマーセメントモルタル充填

　　　　　・　行う　　・　行わない

(4.3.6)

(4.4.7)

(4.2.2)(3) ・　シール工法

　　材料　・　パテ状エポキシ樹脂

　　　　　・　可とう性エポキシ樹脂

(4.3.7)

(4.4.8)

(4.4.10)

(図4.4.1)

(4.4.11)

(図4.4.2)

　・　アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

　・　アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

(4.4.12)

(図4.4.2)

　・　アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

(4.4.13)

(図4.4.3)

　・　注入口付アンカーピンニング部分エポキシ樹脂注入工法

(4.4.14)

(図4.4.4)

　・　注入口付アンカーピンニング全面エポキシ樹脂注入工法

(図4.4.4)

(4.4.15)

　・　注入口付アンカーピンニング全面ポリマーセメントスラリー注入工法

(4.5.7)

　・　タイル部分張替え工法

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　材料　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　）

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　材料　　・　ポリマーセメントスラリー（　　　　　）

　　　　　　　・　注入口付アンカーピン（　・　ステンレス鋼（ＳＵＳ３０４）　　・（　　　　　））

　　　呼び径　・　６㎜　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　アンカーピンの本数び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数及び注入口の数　・　標準　　・（　　　　　）

　　　注入口付アンカーピンの本数及び注入口の配置　・　標準　　・（　　　　　）

(4.4.9)

(4.2.2)(4)

(4.2.2)(7)

(4.2.2)(5)

(4.2.2)(5)

(4.2.2)(5)

(4.2.2)(6)

(4.2.2)(6)

(4.2.2)(6)

(4.2.2)(8)

　　　張替え材料　　・　ポリマーセメントモルタル

　・　接着剤（一液反応硬化形変成シリコーン樹脂）　　・　（　　　　　　　　　　）

・　充填工法

　　材料　・　エポキシ樹脂モルタル

　　　　　・　ポリマーセメントモルタル

・　モルタル塗替え工法

　　材料　・　現場調合材料　　・　既調合材料

　　　・　既製目地材の適用及び形状（　　　　　）

　　・　仕上げ厚（　　　　　）

施工箇所 標準・特注色の別 耐凍害性の有無寸法形状 耐滑り性

・　役物（　・　一体成形　　・　接着加工）

・　試験張り　・　行う　・　行わない

・　見本焼き　・　行う　・　行わない

・　既調合モルタル　・　使用する　・　使用しない

(4.5.8)

(表4.5.4)

(4.2.2)(8)

(4.5.15)

(4.5.16)

(4.2.2)(9)

・　タイル張替え工法　

タイルの大きさ 工法 塗り厚(mm)

タイル側 3～4

小口以上二丁掛け以下

・　25mm角を超え小口未満

・　小口未満
・　ユニットタイル

・　外装　タイル

・　密着張り

・　改良積み上げ張り

・　改良圧着張り

・　マスク張り

・　モザイクタイル貼り

　　　　 5～8

下地側　 4～6

　　　　 3～4

　　　　 3～5

タイルの種類

　　　　 7～10

・　注入口付アンカーピンニングエポキシ樹脂注入タイル固定工法

　　注入口付アンカーピンの本数（　　　　　本）

・　目地ひび割れ部改修工法

・　伸縮調整目地改修工法

　　伸縮調整目地

　　（位置　　　　　寸法　　　　　×　　　　　）

　　検査　シーリング接着性試験　

　　・　行う（　・　簡易接着性試験　　・　引張接着性試験）

承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 図面番号縮尺

改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ２ ） Ａ－０７

３
　
防
 
水
 
改
 
修
 
工
 
事

１ アスファルト

　 防水

(3.3.3)

(表3.3.3)～

(表3.3.10)

　　　　 工　法

　　　　・　P1B

　　　　・　P1E

　　　　・　P2E

　　　　　　　種　別

　　　・　B-1　・　B-2　・　B-3

　　　・　E-1　・　E-2　　　   

　　　　　施　工　箇　所

改質アスファルトルーフィングシート

種類　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

厚さ　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシート

種類　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

厚さ　・　改修標準仕様書(表3.3.3)～(表3.3.9)による　・　（　　　）

(3.3.2) 断熱工法の断熱材（P1BI,P2AI,T1BI,P0DI,M3DI,M4DI）

材質　・（　　　　　）

　　　・　押出法ポリスチレンフォーム断熱材３種ｂＡ（スキンあり）

　　　・　硬質ウレタンフォーム断熱材２種１号

　　　・　硬質ウレタンフォーム断熱材２種２号

　　　厚さ　・（　　　　　）

　　　ルーフドレン回り及び立上がり部周辺断熱材の張りじまい位置　・　図示（図面番号：　　　　　）

(3.3.3)(2)(ｲ) 　　脱気装置（M3D,P0D,P0DI,M3DI,M4DI）

(3.3.3)(3) 　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　・　設けない

　　・　仕上塗料　種類（　　　　　）　使用量（　　　　　）

(3.3.5) 保護コンクリートの厚さ　　こて仕上げ　　・　水下80mm以上　　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　床タイル張り　・　水下60mm以上　　・（　　　　　）

(表8.1.5) こて仕上げの場合のコンクリートの平たんさ　　　・　ａ種　　・　ｂ種　　・ｃ種

　　保護層　　　　　　・　設ける　　・　設けない

　　屋上排水溝の適用　・　適用する

　　立上り保護　　　　・　乾式保護材（　　　　　）　　　　・コンクリート押え

　　　　　　　　　　　・　れんが（材種　・　JＩS　R1250） ・モルタル押え

２ 改質アスファル

　 トシート防水

(3.4.2)

改質アスファルトシート

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

粘着層付改質アスファルトシート及び部分粘着層付改質アスファルトシート

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.4.1)～(表3.4.3)による　・（　　　　　）

　　断熱工法の断熱材（M3ASI,M4ASI,P0ASI）

　　　材質、厚さ（　　　　　）

　　　図示　・（　　　　　）

(3.4.3)

(表3.4.1)～

(表3.4.3)

工法

・　M4AS

種別 施工箇所

・　AS-T1　・　AS-T2

・　AS-J2　　　　　 

仕上塗料

脱気装置

　　　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　　　・　設けない

３ 合成高分子系

 　ルーフィング

   シート防水

(3.5.2)

　　　種類　・　改修標準仕様書(表3.5.1)～(表3.5.3)による　・（　　　　　）

　　　厚さ　・　改修標準仕様書(表3.5.1)～(表3.5.3)による　・（　　　　　）

ルーフィングシート

絶縁用シート　・　発泡ポリエチレンシート　

固定金具の材質及び寸法形状　・図示（　　　）

断熱工法の断熱材（P0SI,S4SI,S3SI,M4SI）

　　　・図示（　　　）

　材質、厚さ（　　　）

(3.5.3)

(表3.5.1)～

(表3.5.3)
・　S3S 

・　S-F2(SI-F2)

・　S-F1(SI-F1)

・　S3SI

　　　　 工法 　　　　　種別 　　　　　種別 　　　　仕上塗料

(3.5.3) 脱気装置

　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　　　　　）、材質（　　　　　））

　・　設けない

(3.5.4) 既存防水層下地がPCコンクリート部材の場合

　目地処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

　増張り　　・　図示（図面番号：　　　　　）

保護層の施工・　図示（図面番号：　　　　　）

４ 塗膜防水

(3.6.3)

(表3.6.1)

(3.6.3)(1)

　　　　　工法

　　　　・　P0X
　　　　・　L4X

　　　　　種別

　 ・　X-1　・　X-2

　　　　施工箇所 　　　　仕上塗料

P12：屋上、ﾊﾞﾙｺﾆｰ、階段室
製造所の仕様による

(屋上：ﾄｯﾌﾟｺｰﾄ遮熱仕様)

脱気装置

　・　設ける（設置数量　・　図示（図面番号：　A008　）、材質（　ｽﾃﾝﾚｽ　））

　・　設けない

(3.6.3)(2)
　　　　　工法 　　　　　種別 　　　　施工箇所

　　　　・　P1Y
　　　　・　P2Y 　　・　Y-2　・　   

保護層　・　図示（図面番号：　　　　）

ガラス

サッシ廻り

打継ぎ目地、誘発目地

外壁

２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



(表4.2.4(その1)

(その2))

(4.2.2)(10)
４ 塗り仕上げ 種　類 呼び名

薄付け仕上塗材 ・　外装薄塗材Ｅ

・　外装厚塗材Ｃ

・　外装厚塗材Si

・　外装厚塗材Ｅ

仕上げ形状 工法

・　砂壁状

・　ゆず肌状

・　平たん状

・　ゆず肌状

・　さざ波状

・着色骨材砂壁状

ローラー

こて

吹付け

・　こて

・（　　　　　　） ・（　　　　　　）

・　凸部処理

・　平たん状

・　ひき起し

こて

吹付け

吹付け

・こて

・ローラー

・　吹放し

・　吹放し

・　凸部処理

・　平たん状

・　ひき起し

・　掻き落とし

・　吹付け

・　凹凸状

・　凹凸状

・　凹凸状

・（　　　　　　）

厚付け仕上塗材

ローラー

・　防水形複層塗材Ｅ

・　ゆず肌状

・　凸部処理
吹付け

・　複層塗材RE

・　防水形複層塗材RE

ローラー

吹付け

・　可とう形改修塗材Ｅ ・　平たん状

・　さざ波状

・　ゆず肌状

・　可とう形改修塗材RE

・　可とう形改修塗材CE

複層仕上塗材

・（　　　　　　） ・（　　　　　　） ・（　　　　　　）

・　凹凸状

可とう形改修用
仕上塗材

・　複層塗材Ｅ

　・　外装厚塗Ｃの上塗材がセメントスタッコ以外の場合

　　　材所要量（　　　　　㎏／m2）

(4.7.2)

(表4.7.1)

(表4.2.5)

　・　マスチック塗材塗り　・　Ａ種　　・　Ｂ種

　複層仕上塗材及び可とう形改修塗材の上塗材の種類

樹脂種類 溶媒種類 外 観

・　艶有　・　艶無　・　メタリック・　溶剤系

・　弱溶剤系 ・　艶有　・　艶無

・　水系 ・　艶有　・　艶無

・　シリカ系

・　アクリル系

・　水系 ・　艶無

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

・ ポリウレタン系

・　アクリル

　　シリコン系

・　ふっ素系

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　溶剤系

・　弱溶剤系

・　水系

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無　・　メタリック

・　艶有　・　艶無

・　艶有　・　艶無

（注）　艶無及びメタリックは、可とう形複層塗材、防水形複層塗材、及び可とう形改修塗材には適用しない。

(4.6.3)

(表4.2.6)
仕上げの形状種類 工法

・　凹凸状

・　凸部処理

・　ゆず肌状

・　さざ波状

　外壁用塗膜防水材の仕上げの形状及び工法

外壁用塗膜防水材
・　吹付け

・　ローラー

(4.6.4)

既存塗膜等の除去及び下地処理

・　高圧水洗工法

・　サンダー工法

・　塗膜はく離剤工法

処理範囲

・　水洗い工法（ ・　デッキブラシ　・　高圧ポンプ ）

工法

外壁、屋上、庇、階段、巾木、ﾊﾞﾙｺﾆｰ、軒天　等

下地調整

・　C-1　　・　C-2　　・　CM-2　　・　E　　・（　　　　）

※軒天などの外装薄塗材Eについては、省略とする。

建

具

改

修

工

事

５
(5.1.3)

１ 改修工法 ・　かぶせ工法

　・　カバー工法　　・　持出し工法　　・　ノンシール工法

・　撤去工法

　・　はつり工法　　・　引抜き工法

(5.1.4)

２ 防火戸 ・　例示仕様　　　　・　個別認定（認定番号：　　　　）

・　自動閉鎖機構　　・　図示（図面番号：　　　　）

(5.1.5)

３ 見本の製作 ・　製作する　　・　製作しない

（5.1.7）

４ 防犯建物部品 ・　図示（図面番号：　　　　　）

   クス等

(5.1.6)(3)

５ ブラインドボッ ・　再使用する　　・　再使用しない

６ アルミニウム製

 　建具

外部建具の性能等級等　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　・　枠の見込み寸法　　・　70㎜　　・　（　　　　）

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　・　結露水の処理方法　　・　図示（図面番号：　　　　　）

(5.2.2)

(表5.2.1)

(5.2.4)

(表5.2.2) アルミニウム及びアルミニウム合金の表面処理の種別

　・　外部に面する建具（過酷な環境の屋外）

　　　・　BA-1　　・　BA-2　　・（　　　　）

　・　外部に面する建具（一般的な環境の屋外）

　　　・　BB-1　　・　BB-2　　・（　　　　）

　・　内部に面する建具

　　　・　BC-1　　・　BC-2　　・（　　　　）

(5.2.3)(5)

７ 網戸 ・　可動式　　・　固定式

防虫網の材質

・　合成樹脂製　　・　ガラス繊維入り合成樹脂製　　・　ステンレス(SUS316)製

網目

・　16メッシュ　　・　18メッシュ

(表5.3.1)～

(表5.3.3)

(5.3.2)～(5.3.5)

８ 樹脂製建具 外部に面する樹脂製建具の性能等級等

　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　ガラス　　・　複層ガラス　　・（　　　　　）

　建具枠見込寸法　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　水切り　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　ぜん板　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　丁番　　・　改修標準仕様書(表5.7.3)による　　・　図示（図面番号：　　　　　）

(5.4.2)

(5.4.4)

９ 鋼製建具 鋼製建具の性能等級

・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

・　簡易気密性ドアセット

・　外部に面する建具の耐風圧

　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

・　H>2400又はW>950の建具

　　鋼板類の厚さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

(5.2.3)(1)

(5.6.3)(1)

(5.2.2)(2)

(5.5.4)

(5.5.3)

(5.5.5)

(5.5.2)
10 鋼製軽量建具 鋼製軽量建具の性能等級

　・　簡易気密性ドアセット

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　・　H>2400又はW>950の建具

　　　鋼板類の厚さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

表面仕上げ

　・　塗装

　・　ビニル被覆鋼板

　・　カラー鋼板

　・　ステンレス鋼板（　・　HL　　・　鏡面）

　・　（　　　　　　　　　）

(5.6.2)

(5.4.2)

　ステンレス製建具の性能等級

　　・　簡易気密性ドアセット

(5.6.3)

(5.6.4)

(5.6.5)

　　・　外部に面する建具の耐風圧

　　　　・　S-4　　・　S-5　　・　S-6

　・　防音ドアセット、防音サッシ（等級　　　　　）

　・　断熱ドアセット、断熱サッシ（等級　　　　　）

　・　耐震ドアセット（等級　　　　　）

　材料　・　SUS304　　・（　　　　　）

　表面仕上げ　・　HL仕上げ　　・（　　　　　）

　曲げ加工　・　普通曲げ　　・　角出し曲げ

11 ステンレス製

　 建具

(5.7.2)

(5.7.4)

12 建具用金物 金物の見え掛かり部等の材質等

　・　図示（図面番号：　A024　）

　・　改修標準仕様書(表5.7.1)による

マスターキー　・　製作する　　・　製作しない

引渡用鍵箱　　・　必要　　　　・　不要

(5.8.2)

13 自動ドア開閉

　 装置

駆動装置及び検出装置の性能値（　・　多機能トイレ出入口用　）

　・　図示（図面番号：　　　　　）

(5.8.3)

(表5.8.4)

引き戸用検出装置の種類

　・　図示（図面番号：　　　　　）

(5.8.3)(7) 凍結防止措置　　・　あり　　・　なし

(5.9.3)

14 自閉式上吊り

　 引戸装置

自閉式上吊り引戸装置の性能値

　・　改修標準仕様書(表5.9.1)による　　・（　　　　　）

(表5.10.1)

(5.10.2)(3)

(5.10.3)

(5.10.2)(6)

15 重量シャッター

(5.10.2)

種類

　・　一般重量シャッター　　　・　外壁用防火シャッター

　・　屋内用防火シャッター　　・　防煙シャッター

耐風圧強度（　　　　Pa以上）

開閉機能

　・　上部電動式（手動併用）　　・　上部手動式

一般重量シャッターのシャッターケース

　・　設ける　　・　設けない

　・　めっき付着量　・　Z12　　・　F12　・（　　　　　）

16 軽量シャッター 開閉形式

(5.11.2)

(表5.11.1)

(5.11.3)

(5.11.4)

・　上部電動式（手動併用）　・　手動式 

耐風圧強度（　　　　　Pa以上）

スラットの材質及び形状

　・　インターロッキング形　　　・　オーバーラッピング形

　・　めっき付着量　JIS G 3312　・　Z06　　・　F06　　・（　　　　　）

　　　　　　　　　　JIS G 3322　・　AZ90 　・（　　　　　）

(5.12.2)

(5.12.3)

(5.13.3)

(5.13.5)

(5.13.4)

(5.13.2)(1)

(5.13.2)(2)

17 オーバーヘッド

　 ドア

型式及び機構

セクション材料

　・　スチールタイプ　　・　アルミニウムタイプ　　・　ファイバーグラスタイプ

耐風圧強度（　　　　　Pa以上）

開閉方式

　・　バランス式　　・　チェーン式　　・　電動式

収納形式

　・　スタンダード形　　・　ローヘッド形　　・　ハイリフト形　　・　バーチカル形

ガイドレール

　・　溶融亜鉛めっき鋼板　　・　ステンレス鋼板

18 板ガラス 　・　図示（図面番号：　　　　）

19 ガラス留め材 　・　シーリング　　・　ガスケット（　　　　　）

　 形状等

20 ガラス溝の寸法、 　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　建具の製造所の仕様による

21 ガラスブロック

　 積み

ガラスブロック

表面形状、寸法、厚さ　・　図示（図面番号：　　　　　）

金属枠、補強材　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

化粧カバー　・　図示（図面番号：　　　　　）

工法　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

建築基準法に基づき定まる風圧力に対応した工法を施行計画書として提出する。

内

装

改

修

工

事

６
(6.1.3)(2)

１ 一般事項

改修部分

・　天井

・　床　

・　壁　

改 修 範 囲

・　図示（図面番号：　　　　）

・　図示（図面番号：　　　　）

・　図示（図面番号：　　　　）

既存間仕切壁の撤去に伴う取り合い部分の改修範囲

(6.1.3)(3)

(6.1.3)(5)

天井内の既存壁の撤去に伴う取り合い部の天井改修範囲

　・　図示（図面番号：　　　　）　　・（　　　　　）

天井の撤去に伴う取り合い部の壁面改修

　・　図示（図面番号：　　　　）　　・（　　　　　）

(6.2.2)(1)(ｱ)

(6.2.2)(1)(ｲ)

(6.2.2)(3)

２ 既存床撤去、下

　 地補修

既存床仕上げ材の除去等

浮き、欠損部等による下地モルタルの撤去

　・　行う　　・　行わない

合成樹脂塗り床材の除去等

　・　機械的除去工法　　・　目荒し工法

改修後の床の清掃範囲

　・　施工範囲及び施工によって汚れが生じた範囲

　・（　　　　　）

(6.3.2)

３ 既存壁撤去、下

　 地補修

既存間仕切壁の撤去に伴う他の構造体の補修工法

　・（　　　　　）

４ 木下地等

(6.5.1)(3)

(表6.5.1)

(表6.5.2)

(6.5.2)(1)(ｲ)

(表6.5.3) 

表面仕上げ

　機械加工　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　　手加工　・　Ｈ－Ａ種　　・　Ｈ－Ｂ種　　・　Ｈ－Ｃ種

部材名称

下地材

造作材

種 別

・　Ａ種　・　Ｂ種

・　Ａ種　・　Ｂ種

木材の含水率（工事現場搬入時、質量比）

部位 樹種・寸法・形状 等級 含水率

下地用

針葉樹製材

造作用

針葉樹製材

広葉樹製材

・　図示

　（図面番号：　　　　）

・　図示

　（図面番号：　　　　）

・　図示

　（図面番号：　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

(6.5.2)(2)(ｱ)

保存処理 材面の品質

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

・（　　　　）

製材

「製材の日本農林規格」による製材

部 位 樹 種 県 産 材

(6.5.2)(2)(ｲ)

(6.5.2)(2)(ｳ)

(表6.5.4)

床見切り 杉 三重県産材

三重県産材杉巾木

「製材の日本農林規格」以外の製材

樹種、寸法、材面の品質、防虫処理、含水率　・　図示（図面番号：　A020、A021　）

樹種

造作材の材面の品質　・　Ａ種　　・（　　　　　）

・　図示

部 位

・　図示

造作用集成材

化粧ばり造作用

集成材

化粧ばり構造用 ・　図示

　（図面番号：　　　　）造作用集成柱

(6.5.2)(3)(ｱ)

品 名 ・ 樹 種 厚さ見付け材面の寸法・品質・数

・　図示

・　図示

　（図面番号：　　　　）
・（　　　　　　）

・（　　　　　　）

造作用集成材

「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

※三重県産材を使用すること。

承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 図面番号縮尺

改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ３ ） Ａ－０８

　（図面番号：　　　　）

　（図面番号：　　　　） 　（図面番号：　　　　）

２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



９
　
環
境
配
慮
改
修
工
事

(6.5.2)(3)(ｲ）

樹種、寸法、見付け材面の品質　・　図示（図面番号：　　　　　）

「集成材の日本農林規格」以外の製材

含水率　　・　１５％以下　　　・（　　　　　）

部位 表面の品質 防虫処理

造作用単板積層材 ・（　　　　） ・（　　　　）
・　図示

　（図面番号：　　　　）

(6.5.2)(4)(ｱ)

品名・寸法

造作用単板積層材

「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

(6.5.2)(4)(ｲ) 「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

寸法、表面の品質、防虫処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

含水率　・　１４％以下　　　・（　　　　　）

「直交集成板の日本農林規格」による直交集成板

品名、曲げ強度、種別、接着性能、樹種及び寸法　・　図示（図面番号：　　　　　）

(6.5.2)(5)

(6.5.2)(6)

樹種名 接着の程度 等級 板面の品質 防虫処理等 厚さ品名（品目）

ﾗﾜﾝ 1類 2等 5.5、9

・　合板等

(6.5.3)(1) 接合具等

造作材化粧面の釘打ち　・　隠し釘打ち　　・　（　　　　　）

(6.5.3)(2)

形状、寸法及び材質　・　図示（図面番号：　　　　　）

諸金物

５　軽量鉄骨天井下

　　地

(6.5.5)(1) ・　防腐、防蟻処理

　　適用部位　図示（図面番号：　　　　　）

　　保存処理性能区分（　　　　　）

　　薬剤の塗布等の処理方法（　　　　　）

　　附属書Ａに基づく表面処理用木材保存剤　・　適用する（　・薬剤の種類（　　　　）　・　適用部材（　　　　））

　　ボード原料接着剤への防腐・防蟻処理（　　　　　）

野縁等の種類

　・　屋内　　・　19形　　・（　　　　　）

　・　屋外　　・　25形　　・（　　　　　）(6.6.2)

(表6.6.1)

(6.6.3) 形式及び寸法

　・　屋外　　　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　耐震天井　　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）

　・　ふところ≧1.5m　　・　改修標準仕様書(6.6.4)(8)　　・　図示（図面番号：　　　　　）

(6.5.5)(2) ・　防虫処理

・　図示（図面番号：　　　　　）

（6.6.4） 既存埋込みインサート

　・　使用する　　・　使用しない　（※使用する場合は、確認試験を行う）

既存埋込みインサート、あと施工アンカーの確認試験

　・　行う（　図示（図面番号：　　　　　　））　　・　行わない

　・　確認試験の箇所数（　　　　箇所）　　・　確認強度（　　　　　　）

耐震性・耐風圧性を考慮した補強

　・　図示（図面番号：　　　　　）

(6.7.3)
６ 軽量鉄骨壁下地

７ ビニル床シート、

　 ビニル床タイル

　 及びゴム床タイ

　 ル張り

材料

種類の記号 色柄 厚さ 備考

木目調 2.3㎜KS
(6.8.2)

(6.8.2)(1)

(6.8.2)(3)(ｵ)(ｶ)

種類 厚さ 備考寸法

　・　防滑性床シート又は床タイル

　・　ビニル床シート【JIS A 5705（ビニル系床材）】

(6.8.3)(1) 工法

　下地　　・　モルタル塗り　　・　セルフレベリング材塗り　　・　木下地　　・　その他（　ｺﾝｸﾘｰﾄ　）

(6.8.3)(2)(ｳ) ビニル床シート張り

　熱溶接工法　・　適用する　　・　適用しない

８ カーペット敷き

(6.9.3)(1)

(表6.9.1)

帯電性

　・　カットパイル

　・　ループパイル 　・（　　　　）

パイルの形状

　・　人体帯電圧

　　　3KV以下

　・（　　　　）　・　カット、ループ併用

種別

　・　Ａ種

　・　Ｂ種

　・　Ｃ種

糸の種類

　・　そ毛

　・　紡糸

　・（　　）

品質の程度 色柄

　・　無地

　・　柄物

・　織じゅうたん

品質の程度欄に記載した商品名は、品質の程度を示すための参考商品名である。（以下同様）

(6.9.2)(2)

(表6.9.2) パイルの形状 パイル長(㎜) 帯電性 工法 品質の程度

・　人体帯電圧

　　3KV以下

・（　　　　）

・ グリッパー工法

・ 全面接着工法

・　カット、ループ併用

・　カットパイル

・　ループパイル ・（　　　　）

　・　タフテッドカーペット

(6.9.2)(3)

厚さ(㎜) 備考帯電性

　・　人体帯電圧

　　　3KV以下

　・（　　　　）

・　ニードルパンチカーペット

(6.9.2)(4)

(表6.9.2) 種類 パイルの形状 寸法(㎜) 総厚さ(㎜) 品質の程度

・500×500 ・6.5

・（　　　　） ・（　　　　）
・（　　　　）

　・　カットパイル

　・　ループパイル

・　タイルカーペット

(6.9.2)(5)

(6.9.2)(6) 見切り、押え金物　・　適用する（材質、種類及び形状　　・　図示（図面番号：　　　　　））

下敷き材　　　　　・　第２種第２号、厚さ８㎜　　・（　　　　　）

(6.9.3)(3) 織じゅうたんの接合方法

　・　ヒートボンド工法　　・　（　　　　　　　）

(6.9.3)(5)

・　市松敷き　・　模様流し　・（　　　　）

・　市松敷き　・　模様流し　・（　　　　）階段部分

平場

タイルカーペットの敷き方

９ 合成樹脂塗床

(6.10.3)(2)(a)

 (表6.10.4)

(6.10.3)(2)(b)

(6.10.3)(3)

(表6.10.8)

(表6.10.5)～

弾性ウレタン樹脂系塗床の仕上げ種類、工程

　・　平滑仕上げ　　・　防滑仕上げ　　・　つや消し仕上げ

エポキシ樹脂系塗床の仕上げ種類

　・　薄膜流しのべ仕上げ（・　平滑　・　防滑）　・　厚膜流しのべ仕上げ（・　平滑　・　防滑）

　・　樹脂モルタル仕上げ（・　平滑　・　防滑）　・　薄膜型塗床仕上げ（・　平滑）

　 張り

10 フローリング

(表6.11.2)

(6.11.4)

　　（根太張用）

　・　複合フローリング

　　（根太張用）

　・　フローリングボード

・　Ｃ種

・　Ｂ種

・　Ａ種
・　　なら　　

・　（　　　）

樹種種別材料

・　釘留め工法

防湿処理　・　図示（図面番号：　　　　　）

(6.11.5)

(表6.11.5)

(表6.11.6)

・　複合フローリング（直張用）

・ Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

・（　　　）

・　なら　　

・　フローリングボード（直張用）　

・　フローリングブロック（直張用）

大きさ厚さ樹種材種

・　接着工法

緩衝材　・　合成樹脂発泡シート　・　図示（図面番号：　　　　）

(6.11.6)(3) 塗装

　・　ウレタン樹脂ワニス塗り（１液形、Ｂ種）

　・　オイルステイン塗りのうえワックス塗り

　・　生地のままワックス塗り

　・（　　　　）

11 畳敷き

(6.12.2)

(表6.12.1)

種別　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種　　・　Ｄ種

　・　Ｄ種の畳床　ＫＴ－（　・ Ⅰ　 ・ Ⅱ 　・ Ⅲ 　 ・ Ｋ 　・ Ｎ　）

12 せっこうボード、

　 その他ボ－ド

　 及び合板張り

(6.13.2)

(表6.13.1)

・　9(　　　)　・　(　　　)

・　9(　　　)　・　(　　　)

・　9.5(不燃)　・　9.5(準不燃)

・　9.5(不燃)　・　9.5(準不燃)

・　タイプⅡ0.8FK

・　立体模様

・　普通

・　木目模様

・　トラバーチン模様

・　けい酸カルシウム板

・　ロックウール化粧吸音板

・　化粧せっこうボード

・　せっこうボード
・　 9.5(準不燃)

・　12.5(不燃)

・　12.5(不燃)

・　 9.5(準不燃)

天
井

壁

厚さ(mm)種別材種

(6.13.2)(8) 遮音シール材

　・　シーリング材　・　ジョイントコンパウンド

(6.13.3)(5)(ｳ)

　・　Ａ種　　・　Ｂ種

合板類の張付け

(6.13.3)(7)(ｱ)

(表6.13.5)

せっこうボードの目地工法

　・　継目処理　・　突付け　・　目透し

13 壁紙張り

(6.14.2)
種類

・　不燃　・　準不燃

防火性能施工箇所

14 モルタル塗り

(6.15.3)

(6.15.5)

(6.15.6)

モルタル　・　現場調合材料　　・　既調合材料

既製目地材　・　使用する（形状：　　　　　）

床の目地　　・　図示（図面番号：　　　　　）

下地処理　　・　壁面の仕上げ厚又は全塗り厚が25㎜超　図示（図面番号：　　　　　）

15 タイル張り

(6.16.2)

(6.16.3)

伸縮調整目地

位置　　　　・　図示（図面番号：　　　　　）　

タイルの種類

施工箇所 標準・特注色の別 耐凍害性の有無寸法形状 耐滑り性

(6.16.3)(2) 試験張り　・　行う　・　行わない

見本焼き　・　行う　・　行わない

既調合モルタル　・　使用できる　　・　使用できない

16 セルフレべリ

　 ング材塗り

(6.17.2)

(6.17.3)

・　せっこう系　・　セメント系

　塗厚（　　　　　）㎜

17 断熱材

(9.5.2)

　断熱材打込み工法

・　Ａ種硬質ウレタンフォーム

・　押出法ポリスチレンフォーム

・　ビーズ法ポリスチレンフォーム

施工箇所厚さ（㎜）種別種類

(9.5.3)

種類 施工箇所

・　Ａ種１ ・　窓回り等の断熱材補修部分、ルーフドレン回りの床版

  下等、部分的に後張りとしなければならない箇所

厚さ[㎜]

・（　　　　　）・　Ａ種１Ｈ

断熱材現場発泡工法（吹付硬質ウレタンフォーム）

塗

装

改

修

工

事

７
１ 材料

(7.1.3)

・　屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。

・　次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　）

２　下地調整

(7.2.1～7.2.7)

(表7.2.1）～

（表7.2.7)

既存塗膜の除去範囲（塗り替えでＲＢ種の場合）

・　図示（図面番号：　　　　　）

　種別

下地 種別 ひび割れ部の補修

・　行う

・　行う

・　行う

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　RA種　・　RB種　・　RC種

・　木部

・　鉄鋼面

・　亜鉛めっき鋼面

・　モルタル、プラスター面

・　コンクリート、押出成形セメント板面

・　せっこうボード、その他ボード面

・　コンクリート、ＡＬＣパネル面

※木部、ﾎﾞｰﾄﾞ面の新規面については、素地B種とする。

３ 錆止め塗料塗り

(7.3.2)

(7.3.3）

(表7.3.1)～

(表7.3.4)

錆止め塗料種別

　鉄鋼面　　・　Ａ種　　・　Ｂ種

　亜鉛めっき鋼面　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

錆止め塗料塗り種別

　鉄鋼面　　　　　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

　亜鉛めっき鋼面　　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

４ 合成樹脂調合ペ

　 イント塗り(SOP)

(7.4.2)

(7.4.3～7.4.5)

(表7.4.1)～

(表7.4.3)

塗料種別　　・　１種　　・（　　　　　）

種別

下地 種別

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種

・ Ａ種　・ Ｂ種　・ Ｃ種・　亜鉛めっき鋼面

・　鉄鋼面

・　木部

５ クリヤラッカー 種別

木部　　・　Ａ種　・　Ｂ種　 塗り(CL)

(7.5.2)

(表7.5.1)

６ アクリル樹脂系

　 非水分散形塗料

　　(NAD)

(7.7.2)

(表7.7.1)

種別

　・　Ａ種　　・　Ｂ種

７ 耐候性塗料塗り

　　(DP)

　上塗り等級

(7.8.2)～

(7.8.4)

(表7.8.1)～

(表7.8.3)

下地 種別

鉄鋼面

亜鉛めっき鋼面

コンクリート面及び

押出成形セメント板面

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ－１種　・　Ａ－２種

　・　Ｂ－１種　・　Ｂ－２種

　・　Ｃ－１種　・　Ｃ－２種

　・　１級（フッ素系）　・　２級（シリコン系）　・　３級（ポリウレタン系）

８ つや有合成樹脂

　 エマルションペ

　 イント塗り

　　(EP-G)

(7.9.2)～(7.9.5)

(表7.9.1)～

(表7.9.4)

コンクリート、モルタル、

プラスター、せっこうボード、

その他ボード面

木部（屋内）

鉄鋼面（屋内）

亜鉛めっき鋼面（屋内）

下地 種別

　しみ止め（　　　　）

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

　・　Ａ種　・　Ｂ種　・　Ｃ種

種別

９ 合成樹脂エマ

　 ルションペイン

　 ト塗り(EP)

(7.10.2)

（表7.10.1)

種別

　・　Ａ種　　・　Ｂ種　　・　Ｃ種

しみ止め　・（　　　　　　　　　　　　）

　
　
そ
の
他
工
事

10

１ 石綿含有建材の

　 除去工事

（9.1.1）

施工調査

・　石綿含有建材の事前調査

　　工事着手に先立ち、石綿含有建材の使用について、目視、設計図書及び貸与資料等により書面調査及び現地調査し、

　監督職員に報告する。

　調査範囲　　・　図示（図面番号：　　　　）　　・（　　　　　）

　貸与資料　（　　　　　） 

（9.1.5） ・　石綿含有成形板の除去

　　　除去対象範囲　　・　図示（図面番号：　A007　）

 　　石綿含有せっこうボードの処分

・　埋立処分（管理型最終処分場）

 　　石綿含有せっこうボードを除く石綿含有成形板の処分

・　埋立処分（安定型最終処分場）　　・　中間処理（溶融又は無害化による）

※「石綿含有仕上塗材の除去等作業における石綿飛散防止対策について」（平成29年5月30日付け

　環水大大発第1705301号）及び「建築物の改修・解体時における石綿含有建築用仕上塗材から

　の石綿粉じん飛散防止処理技術指針」（平成28年4月28日 国立研究開発法人 建築研究所）に

　基づき適切に処理すること。

承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 図面番号縮尺

改 修 工 事 特 記 仕 様 書 （ ４ ） Ａ－０９

・　シージングせっこうボード ・　12.5(不燃)

・　6

スタッド、ランナーなどの種類は、(表6.7.1)による。

2種b 20 外壁面

２０２２／０１／１９

・　グラスウール 24K 100 天井裏

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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186.7

187.2

185.1

185.3

184.6

185.7

186.4

187.3

188.6

188.8

185.8

182.8

190.4

192.3

190.1

189.0

189.2

190.1

190.6

191.2

191.0

189.6

188.2

189.3

190.2

189.7

191.3

192.2

188.3

187.3

189.7

188.5

191.6

191.2

190.9

187.3

186.5

188.2

187.3

189.9

191.6

190.5

189.6

191.3

185.7

山
田
橋

大
ヶ
森
橋

北
浦
橋

平田橋

大山田産業振興センター

平
田
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

ＮＴＴドコモ伊賀平田無線局

公園

グラウンド

グラウンド

プール

Ｗ

防火水槽

千
戸
井
堰

畑村

北伊勢上野信用金庫山田支店

Ｊ
Ａ
伊
賀
北
部
山
田
支
店

ＮＴＴ平田電話交換所

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記 承　　認 管 理 建 築 士

図面 提 出 日
位 置 図

２０２２／０１／１９
Ａ－１０

A3：1/2500
A2：1/1775

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



底      辺番号 高      さ 倍     面     積 面          積

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

合       計

敷 地 面 積

8,513.0390

8,513.03 m2

97.32

102.99

116.18

120.56

120.56

114.18

109.09

95.28

93.16

21.48

18.06

15.09

24.11

19.41

28.22

14.79

9.55

16.86

20.77

21.38

19.86

21.66

23.73

18.69

9.16

24.89

10.38

9.84

1.54

1.09

8.05

7.44

1.44

0.89

1.33

1.14

5.32

3.55

4.88

2.95

8.56

2.84

8.89

25.63

20.30

16.90

24.19

11.67

32.07

6.15

5.95

5.28

8.29

7.83

3,121.0524

1,201.8933

2,810.3942

741.4440

717.3320

602.8704

1,843.6210

1,934.1840

2,387.6908

178.0692

141.4098

134.1501

68.4724

166.1496

83.2490

72.1752

33.9025

89.6952

23.6778

28.4354

17.6754

31.1904

176.5512

150.4545

11.3142

14.1064

244.9176

5.65710

7.05320

75.22725

122.45880

88.27560

15.59520

8.83770

14.21770

11.83890

44.84760

16.95125

36.08760

41.62450

83.07480

34.23620

67.07505

70.70490

89.03460

1,193.84540

967.09200

921.81050

301.43520

358.66600

370.72200

1,405.19710

600.94665

1,560.52620

底      辺番号 高      さ 倍     面     積 面          積

28

29 17.54

5.87

7.00 122.78 61.39

12.79 75.0773 37.53

98.92

敷 地 面 積 8,611.95 m2

敷地拡張部分

前回確認申請部分

3
4.
4 1

1
3 .
2 9

90.71

29.
05

7.65

8.84 7.43 22.81 23.80

10
.
7
2

15
.0
9

16
.4
3

1.69
1.69

8.18

1.
48

1.481.48
1.48

15
.6
3

9.63

24
.8
9

19
.4
1

8.
47

3.
64

10.
40

4.00
5.21

9
3.
1
6

7.00

5.
87

1
7.
5
4

12.79

・・・敷地拡大範囲を示す。

1

97.
32

32
.0
7

2

102
.99

11
.6
7

3

11
6.
18

24
.1
9

4

12
0.
56

6.
15

5

120.56

5.95

6

114.18

5.28

7

109.09

16.90

8

95.28

20.30

9

25.63

10

8.29

18
.0
6

12

8.89

13

2.84

14

8.
56

15

2.95

5
.3
2

23

23
.7
3

7.4
4

24

8.05

27

9.
84

18

17

3.55

16

14.79

4
.88

11

7.83

1.09
1.54

1.44
1.33

1.14
0.89

22

20

19

21

21.66

21.38

20.77

19.86

1
8.
69

9.16

10.38

2625

28.
22

24
.11

21
.4
8

16.86

9.
55

28

29

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
敷 地 求 積 図 Ａ２：１／５００ Ａ－１１

Ａ３：１／７０５

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



3.
64

仕切弁５０

弁桝５０ 量水器５０m/m（伊賀市水道局指定品）

量水器鉄蓋

ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ

隣地境界線

足洗・手洗

U
24
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

＜ 現 況 ＞ 配 置 図

砂場
中庭
190.60

190.65

手洗
プール

グランド

190.60190.65190.60

テラステラス

足洗・手洗

テラス

190.65

189.92
門扉

通用門

190.65

190.60
砂場

190.60

足洗
手洗

190.65

190.60

190.60 190.60

190.75

砂場 太鼓橋 ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具

190.60

鉄棒

ブランコ

アプローチ

190.44

190.41

190.88

190.81

小学校用地

190.44

VPφ200
底189.96W190.02

190.82 W190.41

消火器（ＡＢＣ10型）

消
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

190.50

190.10 190.19

W189.77

190.24

190.04

190.14

W189.55

底189.43

190.00

190.00189.84

190.74

190.83

191.09

189.60

189.41

W188.76

189.32

189.25

189.19

W188.41

189.33 188.22

189.46

W186.53

188.84

186.12

188.44 W188.96

189.46

W188.16

189.46

189.65

W189.29

189.71

189.84

189.88

189.33

189.75

189.50
CO天189.83

189.79
189.27

189.75

底189.25

189.77

189.26

CO天189.80

189.13

188.61

188.61
189.29

W188.76

188.41

189.98

189.83

W186.72

189.72 W189.4918
9.89

W189.31

190.12

190.00

W187.30
底189.13

190.45

189.75

190.00

189.95

189.95

189.56

189.64

W189.33

191.18
190.16

190.39
W189.86

190.50

190.52

W190.04

W190.15

190.48

190.17

189.91

190.47

189.51

189.53

190.27

190.27

W189.77
W189.77

190.27

189.76

189.08188.56

W188.79
CO天189.81

189.84

189.84

工事区域外

職員駐車場

U240

189.92

189.63

CO天189.84
189.48

189.31

189.95W188.79

底188.10
底188.00

190.08

AS

W190.24

W190.30

190.57

W189.29

HK2-1

W189.82190.13

テラス

189.70

1
/
1
0

1
2
,
2
52

18
,
9
00

4
,
6
00

1
1,
5
0
0

2
1,
0
0
0

1
5,
9
0
0

Ｙ５

Ａ

Ｆ

Ｋ

Ｙ１

12
,
3
1
5

53
,
6
50

27
,
2
00

2
1
,
15
0

1
1,
5
0
0

2
1,
0
0
0

Ｏ

Ａ

Ｆ

Ｋ

44,100 11,000 21,0009,905
2,500

１ １０ １３

１４

AS

正門

1
/2
5

HK.1

HK.2

HK.3

HK.4

HK.6

HK.4-1

HK.5-1

T.2-A

M
M

M

M

M

M

00ｹ 811

仕
仕

仕

仕

仕

00ｹ 814

汚水

BF
25
0

U 1
5
0

CO

消火栓

AS

CO

CO

CO

V字溝700

小屋

物置

HPφ
5
00

VPφ
150

CO

AS

AS

CO

平
田
川

6,000

HK.6-1

設計GL=190.50

190.33

190.60

190.50

190.50

水路へ放流

　雨水排水を示す。

▽
隣
地

境
界

線

▽水路境界線

▽隣地境界線

▽
隣
地

境
界

線

▽
隣
地

境
界

線

▽道路境界線

▽水路境界線
水路境界線108.92

隣
地
境
界
線

3 4
.4
1

隣
地
境
界
線
1
3.
29

隣
地
境
界

線
2
9.

05

隣
地
境
界
線

7
.65

4.00
5.21

隣
地
境

界
線
1
0
.7
2

隣
地
境
界
線

15
.0
9

隣
地
境
界
線
16
.4
3

隣
地
境
界
線
15
.
63

隣地境界線1.48

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

1
.4
8

1.48

隣地境界線

8.181.48

隣
地
境
界
線

1
.6
9

1.69
隣
地
境
界
線

隣地境界線22.81

7.43
隣地境界線

8.84

 既設浄化槽（３５人槽） 撤去

H
Pφ

40
0

隣
地
境

界
線
9
3.
1
6

189.60

既存建築物（保育園）

FL=190.70

10,700 20,400 13,000 11,000 23,50012,089

11,000 9,400

１ Ｘ１ Ｘ４ Ｘ６ １０ １３

▽
隣

地
境
界

線

W188.92

189.76

Ａ－１２

磁北より東側へ7°30′
（国土地理院地磁気データより）

真北

HK.5

Ａ２：１／５００
Ａ３：１／７０５

側溝へ放流

水路へ放流

※平均地盤面は最も低い１９０．５０とする。

官
民
境
界
線
24
.8
9

官
民
境
界
線
19
.4
1

官
民
境
界
線
8.
47
官
民
境
界
線

官民境界線10.
40官

民境界線官民境界線

水路境界線9.63

1,720

1
,
7
30

2,200

1
,
60
0

隣地境界線23.80

延床面積：3.52m2
建築面積：3.52m2
（法6条4号建築物）

（法6条4号建築物）

延床面積：2.97m2
建築面積：2.97m2

物置１

物置２

２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



※汚水排水経路は設備図参照

足洗・手洗

U
24
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

砂場
中庭
190.60

190.65

手洗
プール

22.81 隣地境界線

1.
48

1.481.48
1.48

29.
05

隣
地
境
界

線

16
.4
3

19
.4
1

グランド

190.60190.65190.60

テラステラス

足洗・手洗

テラス

190.65

189.92
門扉

通用門

190.65

190.60
砂場

190.60

足洗
手洗

190.65

190.60

190.60 190.60

190.75

砂場 太鼓橋 ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具

190.60

鉄棒

ブランコ

アプローチ

190.44

190.41

190.88

190.81

小学校用地

190.44

VPφ200
底189.96W190.02

190.82 W190.41

消火器（ＡＢＣ10型）

消
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

190.10 190.19

W189.77

190.24

190.04

190.14

W189.55

底189.43

190.00

190.00189.84

1.69

190.74

190.83

191.09

189.60

189.41

W188.76

189.32

189.25

189.19

W188.41

189.33 188.22

189.46

W186.53

188.84

186.12

188.44 W188.96

189.46

W188.16

189.46

189.65

W189.29

189.71

189.84

189.88

189.33

189.75

189.50
CO天189.83

189.79
189.27

189.75

底189.25

189.77

189.26

CO天189.80

189.13

188.61

188.61
189.29

W188.76

188.41

189.98

189.83

W186.72

189.72 W189.4918
9.89

W189.31

190.12

190.00

W187.30
底189.13

190.45

189.75

190.00

189.95

189.95

189.56

189.64

W189.33

191.18
190.16

190.39
W189.86

190.50

190.52

W190.04

W190.15

190.48

190.17

189.91

190.47

189.51

189.53

190.27

190.27

W189.77
W189.77

190.27

189.76

189.08188.56

W188.79
CO天189.81

189.84

189.84

職員駐車場

U240

189.92

189.63

CO天189.84
189.48

189.31

189.95W188.79

底188.10
底188.00

190.08

AS

W190.24

W190.30

190.57

W189.29

HK2-1

W189.82190.13

テラス

189.70

1
/
1
0

1
2
,
2
52

18
,
9
00

4
,
6
00

1
1,
5
0
0

2
1,
0
0
0

1
5,
9
0
0

Ｙ５

Ａ

Ｆ

Ｋ

Ｙ１

12
,
3
1
5

53
,
6
50

27
,
2
00

Ｏ

Ａ

44,100 11,0009,905

１ １０ １３

AS

正門

1
/2
5

HK.1

HK.2

HK.3

HK.4

HK.6

HK.4-1

HK.5-1

T.2-A

M
M

M

M

M

M

00ｹ 811

仕
仕

仕

仕

仕

00ｹ 814

汚水

BF
25
0

U 1
5
0

CO

消火栓

AS

CO

CO

CO

V字溝700

小屋

物置

HPφ
5
00

VPφ
150

CO

AS

AS

CO

平
田
川

6,000

HK.6-1

190.33

190.60

190.50

190.50

水路へ放流

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし

設計ＧＬ＝１９０．５０
ＦＬ＝１９０．７０設計ＧＬ＝１９０．５０

ＦＬ＝１９０．７０
軒高＝４．７０m

最高高＝７．３９８m
・確認済証：Ｈ１７．７．２２ 第Ｈ１７確認建築三重県庁００８４２号
・検査済証：Ｈ１９．２．１９ 第Ｈ１８確済建築三重県庁０１６８２号

5,000 18,500

ＸＸ２

30
,
0
30

5
,
59
0

1
8,
0
3
0

ＹＹ３

ＹＹ１

▽水路境界線

▽隣地境界線

▽
隣
地

境
界

線

▽
隣
地

境
界

線

▽道路境界線

▽水路境界線

 浄化槽（５０人槽）新設

＜ 改 修 ＞ 配 置 図

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

5.
29
7

16.803隣地境界線隣地境界線
7.43

隣地境界線
8.84

隣
地

境
界

線
7 .65

隣
地
境
界
線
1
3
. 2
9

隣
地
境

界
線
3
4
.4
1

水路境界線108.92

8.
47

5.21

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

1.6
9

隣地境界線

8.18

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線隣地境界線

隣
地
境
界
線
15
.6
3

HP
φ
40
0

隣
地
境

界
線

9
3.
1
6

既存建築物（保育園）
 申請建築物（増築）

Ａ２：１／５００

10,700 20,400 13,000 11,000 23,50012,089

11,000 9,400

１ Ｘ１ Ｘ４ Ｘ６ １０ １３

5,000

ＸＸ２

18,500

▽
隣

地
境
界

線

△
隣

地
境
界

線

189.76

W188.92

軒高＝３．２９m
最高高＝３．４８２m

※開発許可に係る敷地の区画形質の変更なし
Ａ－１３

HK.5

磁北より東側へ7°30′
（国土地理院地磁気データより）

真北

Ａ３：１／７０５

水路へ放流

仕切弁５０

弁桝５０ 量水器５０m/m（伊賀市水道局指定品）

量水器鉄蓋

　雨水排水を示す。（最終放流先は既存のまま）

　（最終放流先は既存のまま）

3.
64

10.
40

4.00

※平均地盤面は最も低い１９０．５０とする。

190.50

190.50

190.50

官
民
境
界
線
24
.8
9

官
民
境
界
線

官
民
境
界
線

官
民
境
界
線 官民境界線

官民境界線官民境界線

水路境界線9.63

最終放流先は河川
側溝へ放流

1,7202,200

1
,
60
0

1
,
7
30

物置２
延床面積：2.97m2
建築面積：2.97m2
（法6条4号建築物）

物置１
延床面積：3.52m2
建築面積：3.52m2
（法6条4号建築物）

隣
地
境
界

線
1
7
.
5
44

２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



道路境界線

足洗・手洗

U
24
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記 承　　認 管 理 建 築 士

Ａ－１４

砂場
中庭
190.60

190.65

手洗
プール

22.81

隣地境界線

1.
48

1.481.48
1.48

29.
05

隣
地
境
界

線

16
.4
3

19
.4
1

グランド

190.60190.65190.60

テラステラス

足洗・手洗

テラス

190.65

189.92
門扉

通用門

190.65

190.60
砂場

190.60

足洗
手洗

190.65

190.60

190.60 190.60

190.75

砂場 太鼓橋 ｺﾝﾋﾞﾈｰｼｮﾝ遊具

190.60

鉄棒

ブランコ

アプローチ

190.44

190.41

190.88

190.81

小学校用地

190.44

VPφ200
底189.96W190.02

190.82 W190.41

消火器（ＡＢＣ10型）

消
ｷｭｰﾋﾞｸﾙ

190.50

190.10

190.19

W189.77

190.24

190.04

190.14

W189.55

底189.43

190.00

190.00189.84

1.69

190.74

190.83

191.09

189.60

189.41

W188.76

189.32

189.25

189.19

W188.41

189.33 188.22

189.46

W186.53

188.84

186.12

188.44 W188.96

189.46

W188.16

189.46

189.65

W189.29

189.71

189.84

189.88

189.33

189.75

189.50
CO天189.83

189.79
189.27

189.75

底189.25

189.77

189.26

CO天189.80

189.13

188.61

188.61
189.29

W188.76

188.41

189.98

189.83

W186.72

189.72 W189.4918
9.89

W189.31

190.12

190.00

W187.30
底189.13

190.45

189.75

190.00

189.95

189.95

189.56

189.64

W189.33

191.18
190.16

190.39
W189.86

190.50

190.52

W190.04

W190.15

190.48

190.17

189.91

190.47

189.51

W188.92

189.76

189.53

190.27

190.27

W189.77
W189.77

190.27

189.76

189.08188.56

W188.79
CO天189.81

189.84

189.84

職員駐車場

U240

189.92

189.63

CO天189.84
189.48

189.31

189.95W188.79

底188.10
底188.00

190.08

AS

W190.24

W190.30

190.57

W189.29

HK2-1

W189.82190.13

テラス

189.70

1
/
1
0

10,700 20,400 13,000 11,000 23,50012,089

11,000 9,400

１ Ｘ１ Ｘ４ Ｘ６ １０ １３

1
2
,
2
52

18
,
9
00

4
,
6
00

1
1,
5
0
0

2
1,
0
0
0

1
5,
9
0
0

Ｙ５

Ａ

Ｆ

Ｋ

Ｙ１

12
,
3
1
5

53
,
6
50

27
,
2
00

Ｏ

Ａ

44,100 11,0009,905

１ １０ １３

AS

正門

1
/2
5

HK.1

HK.2

HK.3

HK.4

HK.5

HK.6

HK.4-1

HK.5-1

T.2-A

M
M

M

M

M

M

00ｹ 811

仕
仕

仕

仕

仕

00ｹ 814

汚水

BF
25
0

U 1
5
0

CO

消火栓

AS

CO

CO

CO

V字溝700

小屋

物置

HPφ
5
00

VPφ
150

CO

AS

AS

CO

平
田
川

6,000

HK.6-1

190.33

190.60

190.50

190.50

水路へ放流

側溝へ放流

設計ＧＬ＝１９０．５０

最高高＝３．４０１m
軒高＝３．３３m
ＦＬ＝１９０．７０

設計ＧＬ＝１９０．５０
ＦＬ＝１９０．７０

軒高＝４．７０m
最高高＝７．３９８m

・確認済証：Ｈ１７．７．２２ 第Ｈ１７確認建築三重県庁００８４２号
・検査済証：Ｈ１９．２．１９ 第Ｈ１８確済建築三重県庁０１６８２号

5,000

ＸＸ２

5,000 18,500

ＸＸ２

30
,
0
30

5
,
59
0

1
8,
0
3
0

ＹＹ３

ＹＹ１

18,500

▽
隣
地
境
界
線

△
隣
地
境
界
線

▽水路境界線

▽隣地境界線

▽
隣
地

境
界

線

▽
隣
地

境
界

線

▽道路境界線

▽水路境界線

 浄化槽（５０人槽）新設

仮設計画図

隣
地
境
界
線

隣
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境
界
線
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7
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境
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道
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道路境界線
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隣地境界線7.000

HP
φ
40
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隣
地
境

界
線

9
3.
1
6

既存建築物（保育園）

 申請建築物（増築）

Ａ２：１／５００
Ａ４：１／１０００

現場事務所
10m2 程度

仮設便所

▼
▼

資材置き場
及び工事車両駐車

工
事
車
両
動
線

保
護
者
等
車
両
動
線

　
Ｈ

＝
１

，
８

０
０

クロスゲート
W6000×H1800

足
場

※仮設計画図は参考とする。

＜仮設計画特記事項＞

※園児及び保護者の駐車場からの動線を工事中確保すること。

※工事関係者以外が工事エリアに侵入できないように、外部足場の周囲は、

※足場下の落下防止養生：足場歩行時下へ砂・物が落ちないよう、通行者の安全を十分確保すること。

※工事車両の進入・作業員の駐車スペースは監督員、保育園と協議の上決定すること。

凡　　例

くさび緊結式足場Ｗ６００

仮囲：ガードフェンス　Ｈ＝１，８００　Ｌ＝図示

工事対象建築物を示す。

飛散防止メッシュシート養生張（防炎Ⅰ類）

工事車両動線を示す。

▼ 工事関係者出入口を示す。

基礎仮囲：成型鋼板　Ｈ＝３，０００　Ｌ＝図示

交通誘導警備員配置

※搬入出時、適宜クレーンを利用すること。

※仮設物の位置等は監督員、保育園と協議の上決定すること。

　仮囲いで囲んだ上、施錠できるようにすること。

交通整理員配置
大型車搬入時(仮設材搬入・搬出時等)

▼

　　　Ｌ＝３０m（基礎工事期間）

▼

敷地出入口

保護者等車両動線を示す。

仮
囲

：
ガ

ー
ド

フ
ェ

ン
ス

仮囲：成型鋼板　Ｈ＝３，０００

クロスゲート

W6000×H1800

パ
ネ

ル
ゲ

ー
ト

W6
00

0×
H4

50
0

　　　Ｌ＝５４m（工事期間 約6ヶ月）
仮囲：ガードフェンス　Ｈ＝１，８００

　　　Ｌ＝５７m（浄化槽工事期間 約2ヶ月）
仮囲：ガードフェンス　Ｈ＝１，８００

※園児の登園及び退園時間帯は搬入・搬出を控えること。

※工程計画については、関係者等と十分に調整を行った上で進めること。

クロスゲート　Ｗ６，０００×Ｈ１,８００　図示

パネルゲート　Ｗ６，０００×Ｈ４,５００　図示

※増築部分を迂回する排水工事及び新設浄化槽設置は先行して行い、

　増築工事着工前までに新設浄化槽に切り替えること。

※工事期間中も常時施設が利用できるように配慮すること。

敷鉄板（ｔ２２）＋ゴムマット敷

１５２４×６０９６×４枚

内部仮設間仕切：木軸組の上、合板 厚９

Ｌ＝５，３００　、ＣＨ＝２，６００

内部仮設間仕切

図 面 提 出 日 ２０２１／０１／１９

大山田保育園給食室増築工事

※内部仮設間仕切設置の際は隙間を十分重点すること。



外　　部

工事名称 主要用途

工事種別

棟　　名

用　　途

工事種別

階　　数

構　　造

最高の高さ

最高の軒高

建築面積

地名地番

敷地面積

※（　）内寸法は平均ＧＬからの高さを示す。

●印は本工事に該当

棟別概要

都市計画

用途地域

防火地域

基準建ぺい率（％）

基準容積率（％）

道路・壁面後退

敷地概要

設備工事

給排水衛生設備工事

昇降機設備工事

空調設備工事

消防設備工事

電気設備工事

建築概要

基　　礎

棟　　名

用　　途

工事種別

階　　数

構　　造

最高の高さ

最高の軒高

建築面積

床 面 積

床 面 積

建ぺい率

容 積 率

延床面積

建築面積

○第１種低層住居専用地域　○第２種低層住居専用地域　○第１種中高層住居専用地域

床

○都市計画区域内

○市街化区域　○市街化調整区域　○区域区分未設定都市計画区域

○第２種中高層住居専用地域　○第１種住居地域　○第２種住居地域　○準住居地域　○近隣商業地域

○商業地域　○準工業地域　○工業地域　○工業専用地域　○指定無し

○防火地域　○準防火地域　○指定無し　○２２条指定地域

○３０　○４０　○５０　○６０　○７０　○８０

○５０　○６０　○８０　○１００　○１５０　○２００　○３００　○４００　○５００　○６００

○主前面道路（ｍ）　　○その他前面道路（ｍ）

○都市計画道路（○有　　　ｍ　○無）　○壁面後退（○有　　　ｍ　○無）

大山田保育園給食室改修工事

○準都市計画区域内　●都市計画及び準都市計画区域外

※都市計画区域外

※都市計画区域外

設備図参照

設備図参照

設備図参照

設備図参照

保育園

保育園

１.保育園（既存部）

地上１階、地下０階、塔屋０階

○ＳＲＣ　●ＲＣ　●Ｓ　○ＣＢ　○Ｗ

設計ＧＬ＋４．７０ｍ（　　　　）ｍ

設計ＧＬ＋７．３９８ｍ（　　　）ｍ

２.保育園（給食室増築部）

保育園

地上１階、地下０階、塔屋０階

○ＳＲＣ　○ＲＣ　●Ｓ　○ＣＢ　○Ｗ

直 接 基 礎

１ 階 床

（ 一 般 ）

１ 階 床

（テラス部）

（玄関ピロティ）

１ 階 床

軒 樋

竪 樋

２.保育園（給食室増築部）　　　　　　　　　　２７．９５m2

２.保育園（給食室増築部）　　　　　　　　　　２７．９５m2

１.保育園（既存部）　　　　　　　　　　　１３９６．８８m2

１階　　１３９６．８８m2

合計　　１３９６．８８m2

　　　　　２７．９５m2

１階　　　２７．９５m2

合計　　　２７．９５m2

壁

根 廻 リ

円 柱

屋　　根

水 切

ド レ ン

谷 樋

外 壁 取 合 い

外　　部

内　　部

建 具

既存のまま

アルミ引違い窓

そ の 他

勾配屋根天井裏：グラスウール（２４Ｋ）厚１００敷込（物入４を除く）

陸屋根部防水下：硬質ウレタンフォーム 厚３５

　　　（一般：ＦＬ＋３３００まで、遊戯室・一時保育室は床面から天井面＋６００まで）

外壁：硬質ウレタンフォーム吹付 厚２５

ピット部を除く土間下：ＰＦ板 厚５０、ピット部スラブ下：ＰＦ板 厚４０ 打込

内　　部

塗 装

○新築　●増築　○改築　○移転　○用途変更　○大規模の修繕　○大規模の模様替　●既存改修

下 地 材

（給食室）

１ 階 床

１.保育園（既存部）　　　　　　　　　　　１４７７．４４m2

　　　　１４７７．４４m2

８６１１．９５　m2 ○新築　○増築　○改築　●既存改修 ○新築　●増築　○改築　○既存改修

設計ＧＬ＋３．４８２ｍ

設計ＧＬ＋３．２９０ｍ

ＳＯＰ、ＡＥＰ、ＵＣ、ＯＳＣ、難燃塗料

ＥＰ－Ｇ

建具表参照

建具表参照

ＥＸＰ・Ｊ

クリアランス１００

外壁－外壁：ＳＵＳ 厚１．０ ＨＬ仕上、内壁－内壁・天井－天井：アルミ 厚１．６

土間コンクリート金ゴテ押え 厚１５０ 誘発目地＠３０００

土間コンクリート金ゴテ押え 厚１５０ 誘発目地＠３０００ 一部撤去

犬 走 り

防腐措置

木部のコンクリート及びモルタルに接するヶ所：防腐剤塗

土間コンクリート下：ＰＦ板 厚５０　勾配屋根天井裏：グラスウール（２４Ｋ）厚１００敷込

ＯＰ塗、アクリルリシン吹付、複層仕上塗材Ｓｉ、屋外耐候性塗料、シラン・シリカ系無機質クリア

断 熱 材

ＳＯＰ塗、シラン・シリカ系無機質クリア、複層仕上塗材Ｓｉ

外壁：ＰＦ板 厚２０

３.物置１

倉庫

○新築　○増築　○改築　●既存

合計　　　３．５２m2

１階　　　３．５２m2

４.物置２

倉庫

○新築　○増築　○改築　●既存

１階　　　２．９７m2

合計　　　２．９７m2

　　　　　３．５２m2

　　　　　２．９７m2

３.物置１　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５２m2

４.物置２　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．９７m2

合　計　　　 　　　　　　　　　　　　　　１５１１．８８m2

３.物置１　　　　　　　　　　　　　　　　　　３．５２m2

４.物置２　　　　　　　　　　　　　　　　　　２．９７m2

合　計　　　 　　　　　　　　　　　　　　１４３１．３２m2

建ぺい率算定建築面積　　　　　　 　　　　１５１１．８８m2

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　１７．５６％

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　１６．６３％

容積率算定床面積　　　　　　　　 　　　　１４３１．３２m2

外　　壁

金　　物屋　　根

伊賀市　平田　地内

工　事　概　要

外　部　仕　上　表（材料は全て同等品とする。）

新 設

※コンクリート強度、鉄筋の種類は構造図参照

※コンクリート強度、鉄筋の種類は構造図参照

モルタル金ゴテ押え 厚３０、耐水ビニル床シート 厚２．５

インターロッキング舗装

竪樋：ＶＰ６５φ（カラー樋）、ステンレス製掴み金物＠９００

カラーステンレス 厚０．５

エアロアイアン前高１３５ＷＩＤＥ（カラー樋） 一部撤去

改 修

改 修

改 修

コンクリート打放し（Ａ種）、シラン・シリカ系無機質クリア塗装

コンクリート打放し（Ａ種）、シラン・シリカ系無機質クリア塗装

改 修

改 修

改 修

笠 木 アルミ既製品

貫板１５×１４０ 一部撤去、のし瓦２枚 一部撤去

水切：ＳＵＳ 厚０．４ 一部撤去、貫板１５×１４０ 一部撤去

カラーガルバリウム鋼板 厚０．５ 曲げ加工

ステンレス 厚０．４

横引ルーフドレイン６５φ

改 修

改 修 塩ビ製自在ドレン

カラーガルバリウム鋼板 厚０．５ 曲げ加工

改 修

エアロアイアン前高１３０ＷＩＤＥ（カラー樋）

竪樋：ＶＰ１００φ（カラー樋）、ステンレス製掴み金物＠９００

竪樋：ＶＰ１００φ（カラー樋）、ステンレス製掴み金物＠９００ 一部撤去

改 修

屋根コイル Ｗ３７０×Ｈ１００

新 設

新 設

新 設

コンクリート打放し補修、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊） 一部撤去

下地：ＦＢ－４．５×３８０、ＦＢ－４．５×７０

ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

基礎埋戻し部・玄関片持ちスラブ下・プール下スラブ下：地盤改良 厚５００

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１００kg/m3）

ピット部を除く土間スラブ下：ＰＦ板 厚５０

シンダーコンクリート 厚２９０ 一部撤去、土間コンクリート 厚１５０

外 壁 内 側

外 壁 外 側
下葺材：高分子ルーフィング、パーライトモルタル 厚４０、コンクリートスラブ

軒 裏

外壁内側　母屋：Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠６０６ 錆止め２回塗

外壁内側　母屋：２Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠１８２０ 錆止め２回塗

和瓦葺（Ｕ溝工法）

下葺材：高分子ルーフィング　野地板：硬質木片セメント板 厚１８

コンクリート打放し、アクリルリシン吹付

改 修

改 修
ハゼ式折板（山高９０）カラーガルバリウム鋼板 厚０．８

裏貼：フネンエース 厚４

Ｈ形鋼、Ｃ形鋼、タイトフレーム

軒先（一般）

改 修
軒先見切面戸（シーリング密閉共）、水上止面戸（シーリング密閉共）

コンクリート打放し、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊）

既 存

既 存

既 存

既 存

既 存

下地　耐水合板 厚９捨貼
既 存軒 先 （ 玄 関 １ ）

土間コンクリート 厚１５０ 鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス

改 修

既 存

ＰＦ板 厚５０、基礎、埋戻し部：地盤改良 厚５００（１００kg/m3）

和瓦葺（Ｕ溝工法） 一部撤去・葺直し（下葺材とも）

コンクリート打放し補修、複層仕上塗材Ｓｉ（ゆず肌）

下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

コンクリート打放し補修

コンクリート打放し補修、シラン・シリカ系無機質クリア塗装（ＦＬ＋７５マデ）

シラン・シリカ系無機質クリア塗装（ＦＬ＋７５マデ）一部撤去

コンクリート打放し補修、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊）

杉板 厚１２×１２０（折上部：１２×１００） 目透かし張（屋外耐候性塗料）

新 設

新 設

既 存

既 存

新 設

シンダーコンクリート 厚２９０、鉄筋：ワイヤーメッシュ６φ×１５０角

土間コンクリート 厚１５０、鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス

鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス、防湿シート 厚０．１５×２枚

防湿シート 厚０．１５×２枚、ＰＦ板 厚５０、地盤改良 厚５００（１００kg/m3）

防湿シート 厚０．１５×２枚、砕石（ＲＣ－４０） 厚１５０

鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス

土間コンクリート 厚１５０、伸縮目地＠３０００

磁器質タイル１５０角貼、段鼻：ステンレスノンスリップ

既 存

既 存

既 存

※クロルピリホス・石綿の使用無し

エプロン面戸（シーリング密閉共※底部はしない）、鼻隠しパネルＨ３００(ケラバ共)

承　　認
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承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 縮尺 図面番号

－
内 部 仕 上 表 １ Ａ－１６

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし

２０２２／０１／１９

１３００

内装制限
法的規制

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

居室種別
室　　名

１

Ｆ

内　部　仕　上　表（材料は全て同等品とする。）

巾　　木 Ｈ

非居室

下　地

仕　上

床

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

玄関

自然排煙

木調ビニル床シート 厚４．２

７５

木下地

米ヒバ板（難燃処理）厚１２
－

中庭玄関 －

非居室

自然排煙

木調ビニル床シート 厚４．２ 米ヒバ ＯＳＣ塗
米ヒバ板（難燃処理）厚１２

木下地

７５

玄関（踏込部） －

自然排煙

非居室

モルタル

磁器質タイル１５０角

乳児室

居室

自然排煙

－

床暖用フローリング 厚１５

鋼製床組、ラワン合板 厚１２、システム式床暖房 厚１５

マガシロ ＯＳＣ塗

７５

ほふくコーナー －

居室

自然排煙 鋼製床組、ラワン合板 厚１２、システム式床暖房 厚１５

畳寄（ナラ）
畳敷 厚５５

一部 フローリング 厚１５

調乳室

自然排煙

－

均しモルタル 厚３０

均しモルタル 厚３０

均しモルタル 厚３０

耐水ビニル床シート 厚２．０ ビニル巾木

７５

２才児保育室 －

居室

自然排煙

非居室

フローリング 厚１５

鋼製床組、ラワン合板 厚１２

マガシロ ＯＳＣ塗

７５

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５

壁 天　　井

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）底目張、ＡＥＰ塗

ＬＧＳ、ＰＢ 厚９．５

ＰＢ 厚９．５、ＡＥＰ塗

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）底目張、ＡＥＰ塗

ＬＧＳ

ビニルクロス

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５
ＬＧＳ

ビニルクロス

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）
ＬＧＳ

ビニルクロス

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５
ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ビニルクロス

ＬＧＳ

３、４、５才児

保育室

－

居室

自然排煙 鋼製床組、ラワン合板 厚１２

フローリング 厚１５ マガシロ ＯＳＣ塗

７５
ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ） ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ビニルクロス

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

ＰＢ 厚９．５（木目調）

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

廻　縁天 井 高

塩ビ製

２９５０

～

３５５０

２５００ 塩ビ製

２７５０ 塩ビ製

２７５０ 塩ビ製

２６００ 塩ビ製

２７５０ 塩ビ製

２７５０ 塩ビ製

上り框：ＳＵＳ製、下足入

一部掲示壁：ＰＢ 厚９．５、難燃合板 厚５．５、ビニルクロス

上り框：ＳＵＳ製、下足入

造り付け家具

ミニキッチン Ｌ１５００

造り付け家具

一部掲示壁：ＰＢ 厚９．５、難燃合板 厚５．５、ビニルクロス

造り付け家具

一部掲示壁：ＰＢ 厚９．５、難燃合板 厚９、ビニルクロス

３、５才児掲示壁：ＰＢ 厚９．５、難燃合板 厚５．５、ビニルクロス

備　　考

保育室玄関 －

非居室

自然排煙 均しモルタル 厚３０

ビニル床シート 厚２．５ マガシロ ＯＳＣ塗

７５
ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）、ＡＥＰ塗

ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５、ＡＥＰ塗

一部 ＬＧＳ ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

２５００ 塩ビ製

下足入

園児便所

（３才除く） 非居室

不燃

告四ニ（２） モルタル

磁器質タイル１００角

モルタル

モルタル、ＡＥＰ塗

－

１００

磁器質タイル１００角

モルタル

－

－

－

－

－

－

－

－

－

－

Ｈ腰　　壁

１１００

ＯＳＣ塗

ＯＳＣ塗

１１００

－

－

－

－

難燃シナ合板 厚５．５ ＯＳＣ底目張

難燃シナ合板 厚９．０ ＯＳＣ底目張

１１００

１１００
難燃シナ合板 厚５．５ ＯＳＣ底目張

難燃シナ合板 厚９．０ ＯＳＣ底目張

－

磁器質タイル（１００×２００）

ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

２５００ 塩ビ製

トイレブース、鏡、フック、床点検口

（乳児２才児用のみＳＵＳ手摺）

園児便所

不燃

（３才）

告四ニ（２）

非居室

アスファルト防水、嵩上げコンクリート 厚１９０

磁器質タイル１００角 磁器質タイル１００角

モルタル

１００

モルタル

磁器質タイル（１００×２００）

１３００

モルタル、ＡＥＰ塗

－ ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

２５００ 塩ビ製

トイレブース、鏡、フック、床点検口

沐浴室

非居室

均しモルタル 厚３０

磁器質タイル１００角

モルタル

磁器質タイル１００角

１００

モルタル

磁器質タイル（１００×２００）

１３００

モルタル、ＡＥＰ塗

－ ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

２５００ 塩ビ製

造り付け家具

洗い場

非居室

均しモルタル 厚３０

耐水ビニル床シート 厚２．０

モルタル

磁器質タイル１００角

１００

モルタル

磁器質タイル（１００×２００）

１３００

モルタル、ＡＥＰ塗

－

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

ＬＧＳ

２５００ 塩ビ製

床点検口、排水溝

（物入１・２・３

保育室物入

・９・１０） 非居室

告四ニ（２）

不燃

ビニル床シート 厚２．５

鋼製床組、ラワン合板 厚１２、ラワン合板 厚５．５

ビニル巾木

７５

－

－

－

一部 ＬＧＳ、ＰＢ 厚９．５

ＰＢ 厚１２．５（布目）

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）（布目）

ＬＧＳ

２５００ 塩ビ製

木製棚

保育室物入

不燃

告四ニ（２）

非居室

（物入４・５・６

・７・８）

均しモルタル 厚４０

ビニル床シート 厚２．５ ビニル巾木

７５

－

－

－

一部 ＬＧＳ、ＰＢ 厚９．５

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）（布目）

ＰＢ 厚１２．５（布目）

ＬＧＳ

２５００ 塩ビ製

木製棚

遊戯室 －

居室

自然排煙 均しモルタル 厚３０

木調ビニル床シート 厚４．２ 米ヒバ ＯＳＣ塗

７５
米ヒバ板（難燃処理）厚１２

ＯＳＣ塗

１１００

木下地

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋難燃ラワン合板 厚９

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ビニルクロス

ＬＧＳ、ＰＢ 厚９．５

一部 ロックウール吸音板 厚１９（リブ付）

ロックウール吸音板 厚１２

３６００

４０００

塩ビ製

柱型：木下地、米ヒバ板（難燃処理） 厚１２、ＯＳＣ塗

一時保育用

保育室 居室

自然排煙

－

均しモルタル 厚３０

木調ビニル床シート 厚４．２ 米ヒバ ＯＳＣ塗

７５

木下地

米ヒバ板（難燃処理）厚１２

ＯＳＣ塗

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋難燃ラワン合板 厚９
１１００

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ビニルクロス

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

３０００ 塩ビ製

柱型（Ｈ１１００）：木下地、米ヒバ板（難燃処理） 厚１２、ＯＳＣ塗

遊戯室物入

非居室

告四ニ（２）

不燃

均しモルタル 厚４０

ビニル床シート 厚２．５ ビニル巾木

７５

－

－

－

一部 ＬＧＳ、ＰＢ 厚９．５

ＰＢ 厚１２．５（布目）

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）（布目）

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（布目）

２７５０ 塩ビ製

事務室１

居室

自然排煙

－

ＯＡフロア Ｈ７５

タイルカーペット ビニル巾木

７５

－

－

－

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ビニルクロス

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

２７５０ 塩ビ製

洗面化粧台、ミニキッチン Ｌ１２００

一部掲示壁：ＰＢ 厚９．５、難燃合板 厚５．５、ビニルクロス

ＰＢ 厚９．５（布目）

ＰＢ 厚９．５（布目）

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）
下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

医務室

自然排煙

居室

－

均しモルタル 厚３０

木調ビニル床シート 厚４．２ マガシロ ＯＳＣ塗

７５

－

－

－
ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ビニルクロス

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

塩ビ製２５００

教材庫

非居室

告四ニ（２）

不燃

均しモルタル 厚３０

ビニル床シート 厚２．５ ビニル巾木

７５

－

－

－

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５

ビニルクロス

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

２５００ 塩ビ製

更衣室

非居室

告四ニ（２）

不燃

均しモルタル 厚３０

ビニル床シート 厚２．５ ビニル巾木

７５

－

－

－

ビニルクロス

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

ＬＧＳ

２７５０ 塩ビ製

天井吊カーテンレール（補強とも）

事務室１ －

自然排煙

居室

下　地

仕　上

－

－

－

既存のまま

既存のまま 既存のまま

７５

既存のまま

既存のまま

既存のまま

既存のまま

天井点検口

既存

改修後

２７５０ 既存のまま

 
対

象

室

 
工

事

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



※法３７条に規定する建築材料を使用する

告四ニ（２）

承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 縮尺 図面番号

－
内 部 仕 上 表 ２

防火材料認定番号

材　　料 認定番号認定番号

特　記　事　項

部　位 必要性能 使用等級 構　造

屋根 告１４００号

※内装制限（シックハウス対策） 耐火構造等の仕様（準耐火構造ロ－２）

柱・梁 告１４００号鉄骨

柱・梁 コンクリート 告１４００号

外壁 告１４００号準不燃

不燃

不燃

不燃 不燃

不燃

不燃

不燃 コンクリート、ＡＬＣ 厚１００

・ＰＢ　厚１２．５ ＮＭ－８６１９

・ＰＢ　厚９．５ ＱＭ－９８２８

・化粧ＰＢ　厚９．５ ＱＭ－９８２４

・ロックウール吸音板 ＮＭ－８５９９

・ケイカル板　厚６ ＮＭ－８５７８

・ビニルクロス ＮＭ－９８２８

・難燃合板 ＲＭ－９３４０

・難燃化粧合板 ＲＭ－９００５

・磁器質タイル 告１４００号

※内装使用材料は、仕上材、下地材、接着剤すべて　Ｆ☆☆☆☆　とする

※クロルピリホス、石綿の使用無し

・一般間仕切壁：高さ２．７ｍ以下：軽鉄スタッド　Ｗ５０下地以上

・一般間仕切壁：高さ４．０ｍ以下：軽鉄スタッド　Ｗ６５下地以上

・一般間仕切壁：高さ４．５ｍ以下：軽鉄スタッド　Ｗ９０下地以上

・一般間仕切壁：高さ５．０ｍ以下：軽鉄スタッド　Ｗ１００下地

・洗面器等取付下地補強はラワン合板　厚１２とする

・折板などの標準取付金物、付属品はすべて見込んでおくこと。

　屋外は２５形とし天井懐が１．０ｍ以上の場合は、縦横間隔１．８ｍ程度に

　仕様に基づき吊ボルトの振止め補強を行うこと。

・軽鉄天井下地　直貼工法　

　（ＭバーＷ、Ｓ交互＠２２７、キャリングチャンネル＠９００、吊ボルト＠９００）

・天井下地について、屋内は１９形とし天井懐が１．５ｍ以上の場合は、

　縦横間隔１．８ｍ程度に仕様に基づき吊ボルトの振止め補強を行うこと。

内装制限
法的規制

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

居室種別
室　　名

１

Ｆ

内　部　仕　上　表（材料は全て同等品とする。）

巾　　木 Ｈ

下　地

仕　上

床

下　地

仕　上

下　地

仕　上

自然排煙

７５－

－

自然排煙

木調ビニル床シート 厚４．２

７５

－

自然排煙

非居室

均しモルタル 厚３０

均しモルタル 厚３０

壁 天　　井 廻　縁天 井 高

塩ビ製

塩ビ製

備　　考

－

－

Ｈ腰　　壁

－

事務室２

－

－

－

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ビニルクロス

ＬＧＳ

ＬＧＳ

相談室

居室

居室 マガシロ ＯＳＣ塗

マガシロ ＯＳＣ塗

－

－

－

ビニルクロス

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

２７５０

２７５０

湯沸

均しモルタル 厚３０

耐水ビニル床シート 厚２．０ ビニル巾木

７５

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５

ビニルクロス

ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

塩ビ製２５００

ミニキッチン Ｌ１２００

調理室

居室

告四ニ（４）

不燃

ウレタン系塗床（防滑工法）

－

－

－ －

－

－

ＬＧＳ

２６００

調理室 不燃

居室

改修後

不燃

均しモルタル 厚３０

ウレタン系塗床（防滑工法）

－

－

－

－

－

－

モルタル

磁器質タイル１００角 ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

ＬＧＳ

２６００

木調ビニル床シート 厚４．２

シンダーコンクリート 厚２９０ 一部撤去

磁器質タイル１００角 一部撤去

－

－

－

－

－

－

ＬＧＳ

２６００

天板：ＳＵＳ ＨＬ 厚１．５ 撤去

ＬＧＳ、耐水ＰＢ 厚１２．５

下地調整 下地調整

磁器質タイル１００角

水洗い

下処理室

居室

告四ニ（４）

下　地

仕　上

不燃

非居室

食品庫１・２

均しモルタル 厚３０

ウレタン系塗床（防滑工法）

コンクリート

打ち放し補修
１００

－

－

－

コンクリート打放し補修、ＡＥＰ塗

－

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

２６００ 塩ビ製

ＬＧＳ

ウレタン系塗床立上げ

手洗いカウンター Ｌ９００×Ｄ６００

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

下　地

仕　上

ワゴン置場

非居室

自然排煙

－

均しモルタル 厚３０

ビニル床シート 厚２．５ 米ヒバ板 ＯＳＣ塗

－

７５

木下地

米ヒバ板（難燃処理）厚１２

ＯＳＣ塗

１１００

－

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）底目張、ＡＥＰ塗

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（木目調）

２７５０ 塩ビ製

一般便所

１・２・３ 非居室

モルタル

磁器質タイル５０角

モルタル

磁器質タイル１００角

モルタル

磁器質タイル（１００×２００）

１３００

（１）

１１００

（２・３）

－

モルタル、ＡＥＰ塗

ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

２５００ 塩ビ製

手摺、汚垂石、鏡

トイレブース

多目的便所

非居室

不燃

磁器質タイル５０角

モルタル モルタル

磁器質タイル１００角

１００

モルタル

磁器質タイル（１００×２００）

１１００

モルタル、ＡＥＰ塗

－ ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

２５００ 塩ビ製

手摺、鏡

職員便所

（乳児室） 非居室

不燃

告四ニ（２） 均しモルタル 厚３０

ビニル床シート 厚２．５ ビニル巾木

７５

－

－

－

ＰＢ 厚１２．５＋耐水ＰＢ 厚９．５、ＡＥＰ塗

耐水ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）、ＡＥＰ塗

一部 ＬＧＳ ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

２５００ 塩ビ製

トイレブース、造付家具

物入４ 不燃

非居室

告四ニ（２） 均しモルタル 厚３０
コンクリート

打ち放し補修

防塵塗床 防塵塗床立上げ

１００

－

－

－

－

コンクリート打放し（木コン処理）

ＬＧＳ

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

２７５０ 塩ビ製

倉庫

均しモルタル 厚３０

ビニル床シート 厚２．５非居室

告四ニ（２）

不燃

ビニル巾木

７５

－

－

－

一部 ＬＧＳ

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）、ＡＥＰ塗

ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５、ＡＥＰ塗

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン）

２７５０ 塩ビ製

廊下１・２

非居室

自然排煙

－

均しモルタル 厚３０

木調ビニル床シート 厚４．２ 米ヒバ ＯＳＣ塗

７５

木下地

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋難燃ラワン合板 厚９

米ヒバ板（難燃処理）厚１２

ＯＳＣ塗

１１００

一部 ＬＧＳ

ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５、ＡＥＰ塗

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）底目張、ＡＥＰ塗

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（木目調）

２７５０ 塩ビ製

廊下３ －

非居室

均しモルタル 厚３０

木調ビニル床シート 厚４．２ 米ヒバ ＯＳＣ塗

７５

木下地

ＬＧＳ、ＰＢ 厚１２．５＋難燃ラワン合板 厚９

米ヒバ板（難燃処理）厚１２

ＯＳＣ塗

１１００

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）底目張、ＡＥＰ塗

－

ＰＢ 厚９．５（木目調）

ＬＧＳ

２４００ 塩ビ製

ＥＸＰ．Ｊカバー

廊下４ －

非居室

自然排煙

自然排煙 均しモルタル 厚３０

木調ビニル床シート 厚４．２ 米ヒバ ＯＳＣ塗

７５

－

－

－
ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）底目張、ＡＥＰ塗

ＰＢ 厚１２．５＋ＰＢ 厚９．５、ＡＥＰ塗

－ ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（木目調）

２７５０ 塩ビ製

廊下５ －

非居室

自然排煙 均しモルタル 厚３０

木調ビニル床シート 厚４．２ 米ヒバ ＯＳＣ塗

７５

－

－

－

－

ＰＢ 厚１２．５（ＧＬ）底目張、ＡＥＰ塗

ＬＧＳ

ＰＢ 厚９．５（木目調）

２５００ 塩ビ製

改修後

改修後

食品庫１・２

下処理室 不燃

居室

自然排煙

自然排煙

既存のまま

既存のまま －

－

－

－

－

－

既存のまま

既存のまま 既存のまま

２６００

塩ビ製

既存のまま

既存のまま

既存のまま

－

既存のまま

既存のまま

既存のまま

２６００ 既存のまま

非居室

告四ニ（２）

仕　上

下　地

既存

既存

既存

Ａ－１７

モルタル 一部撤去

下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

塩ビ製

塩ビ製

柱型（円柱）：下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

ピット、ＥＸＰ．Ｊ

仕　上

下　地

下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

既存のまま

既存のまま

不燃

不燃

告四ニ（２）

告四ニ（２）

・断熱材（天井裏）：グラスウール（２４Ｋ）厚１００敷込

瓦、亜鉛鉄板

・フネンエース　厚４ ＮＭ－４６１７

１００

１００

ウレタン系塗床（防滑工法）（既存・増築範囲共）

シンダーコンクリート 厚２９０（一部撤去跡、増築範囲）

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗 一部撤去

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし

　

工

事

対

象

室

一部ケイカル板 厚６ 新設、ＥＰ－Ｇ塗

※防火区画を貫通する配管については不燃材料を使用し防火設備を設ける

※防火区画について隙間はロックウール充填を施すこと

２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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800 800

1,950 2,090 1,650

園児便所
物入

３

物入

９

物入

１０

消

足洗

手洗

食品庫２

食品庫１

３才児保育室１

57.54㎡

植込砂場

空調機置場
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調理室
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2
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1
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廊下５
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多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

段差なし

アプローチ

細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

1,
5
0
0

段差なし

車椅子使用可能便房

Ｌ型手摺　非常通報装置
1900×2300

車椅子対応洗面器　鏡

玄関

57.80㎡

２才児保育室

消

職員

更衣室

14.56㎡

教材庫２

4.72㎡
事務室１

69.33㎡

4.72㎡

教材庫１

図書ｺｰﾅｰ

医務室

8.96㎡

カウンター
H＝800 受付

8
0
0

2,350

1,800 2,530 1,860 2,310

消 物入

７

物入

８

オムツ交換台

植込

バルコニー

カ
ー

テ
ン乳児室・ほふく室

79.20㎡

800

800

8
0
0

800

調乳室
６５４

PS

物入 物入 物入

800

段差なし

2,140

2
,
1
0
0

3
4
0

手摺

820

8
00

段差なし

800

8
00

消

給湯

相談室

8.98㎡

事務室２

31.00㎡

一般便所３

屋外通路

プール

砂場

空調機置場

物入

遊戯室

139.22㎡

廊下４

820

テラス

テラス

４才児保育室１

57.60㎡

58.68㎡

5,310

３才児保育室２

4
,
0
00
以

上

足洗・手洗

テラス

消 消

廊下２

カ
ー

テ
ン

カ
ー

テ
ン

カーテン

カ
ー

テ
ン

段差なし
800

保育室玄関

ワゴン置場

中庭玄関

園児
便所

職員
便所

沐浴室

洗場

物入

１

廊下１

保育室玄関

園児便所
4
6
6

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００＜ 現 況 ＞ 平 面 図

消

2,7001,000 2,790 2,010

2,
3
7
5

2
,
92
5

6,400

4,
2
0
0

・・・改修範囲を示す。

一時保育用保育室

55.00　㎡

12.16　㎡

2.75　㎡

1.10　㎡Ｓ

Ｖ

Ｌ

Ａ

31.00　㎡

事務室２+給湯

Ａ

Ｌ

Ｓ 1.56　㎡

5.85　㎡

2.70　㎡

Ｖ

相談室

8.98　㎡

2.69　㎡

1.12　㎡

0.48　㎡Ｓ

Ｖ

Ｌ

Ａ

物入（遊戯室）

6.84　㎡Ａ

Ｓ

物入（遊戯室）

6.84　㎡

Ｓ

Ａ

10.75　㎡

倉庫（5才保育室隣）

Ｓ

Ａ

Ａ

Ｓ

7.10　㎡

物入１

物入２

7.10　㎡

Ｓ

Ａ

多目的便所

12.14　㎡Ａ

職員便所

 4.37　㎡Ａ13.85　㎡

一般便所１

Ａ

Ｓ

一般便所２

12.14　㎡Ａ

Ｓ

 18.05 ㎡Ａ

Ｓ

 24.82 ㎡Ａ

Ｓ

 8.16　㎡Ａ

一般便所３

Ｓ

Ｓ

園児便所（3,4,5才）

Ｓ

園児便所、沐浴室、洗場

告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-2 告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-2 告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-2告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-2 告1436-四-ニ-2

遊 戯 室

139.22　㎡Ａ

Ｌ

Ｖ

Ｓ

12.20　㎡

10.46　㎡

3.71　㎡

Ｌ

物入９

 2.80　㎡

Ｓ

Ａ

物入１０

 2.80　㎡Ａ

Ｓ

4才児保育室1・2

57.60　㎡

23.67　㎡

2.98　㎡

1.45　㎡Ｓ

Ｖ

Ｌ

Ａ

５才児保育室１

23.67　㎡

57.60　㎡Ａ

Ｌ

Ｖ

Ｓ 1.45　㎡

2.98　㎡

告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-2

５才児保育室２

57.60　㎡

23.67　㎡

2.98　㎡

1.45　㎡

Ａ

Ｌ

Ｖ

Ｓ

保育室玄関（共通）

5.44　㎡Ａ

Ｌ 7.02　㎡

0.46　㎡Ｓ

事務室１

Ａ 69.33　㎡

7.90　㎡

3.88　㎡

1.45　㎡

Ｖ

Ｓ

3
職員更衣室

14.56　㎡

Ｓ

Ａ

告1436-四-ニ-2

Ａ 8.96　㎡

医務室

2.70　㎡Ｌ

Ｖ

Ｓ 0.58　㎡

Ａ

Ｓ 告1436-四-ニ-2

教材庫１

 4.72　㎡

教材庫２

 4.72　㎡

告1436-四-ニ-2Ｓ

Ａ

玄関・廊下1.2.3.5

Ａ

Ｌ

Ｓ

235.06　㎡

15.78　㎡

5.80　㎡

廊下４

7.03　㎡

3.16　㎡

0.73　㎡

Ａ

Ｌ

Ｓ

採光補正係数

A=d/h×10-1

3.0≦d/2.4×10-1

4.0≧d/2.4×10

d≧4.0×2.4/10

d≧9.6/10=0.96

∴d≧0.96 A≧3.0

▼ＥＸＰ.Ｊ

▼

ＥＸＰ.Ｊ

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし

・確認済証：Ｈ１７．７．２２ 第Ｈ１７確認建築三重県庁００８４２号

・検査済証：Ｈ１９．２．１９ 第Ｈ１８確済建築三重県庁０１６８２号

ａ

ａ

ｂ

ｂ

※傾斜路勾配は1/25とする。

カーテン取付位置を示す。（カーテンレール共）

消 消火器（ＡＢＣ10型）設置位置を示す
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Ｒ Ｒ

114

1
14

Ｒ

114

Ｒ

Ｒ

11
4

114

Ｒ
Ｒ

Ｒ

1
14

114

Ｒ

Ｒ
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　 ○ 凡 例

114
令１１４条２項の界壁を示す
ＬＧＳ＋ＰＢ　厚１２．５＋厚９．５（両面二重張）＋仕上
（小屋裏・天井裏に達せしめる事）平１２建告１３５８号

Ｒ
令１１４条２項の界壁を示す
コンクリート 厚１００以上
（小屋裏・天井裏に達せしめる事）平１２建告１３９９号

900

900

2,990 5,510

1
14

下処理室

乳児室・ほふく室

Ａ

Ｌ

Ｖ

Ｓ

79.20　㎡

17.79　㎡

4.95　㎡

2.62　㎡

調乳室

機械換気

Ａ

Ｌ

Ｓ

食品庫

 6.62　㎡

≦3500m/h

Ａ

Ｌ

Ｖ

Ｓ

5.19　㎡

1.89　㎡

0.94　㎡

0.45　㎡

２才児保育室

57.80　㎡

18.30　㎡Ｌ

Ａ

Ｖ

Ｓ

2.98　㎡

1.45　㎡

物入５

物入６

Ａ 12.25　㎡

Ｓ 告1436-四-ニ-2

 4.67　㎡Ａ

Ｓ

物入７

 2.86　㎡Ａ

Ｓ

告1436-四-ニ-2

 3.92　㎡Ａ

Ｓ

告1436-四-ニ-2

物入８

3

調理室

49.30　㎡

5.70　㎡

告1436-四-ニ-2

告1436-四-ニ-4

 4.77　㎡Ａ

告1436-四-ニ-2

Ａ

Ｓ

下処理室

16.05　㎡

３才児保育室１

Ａ

Ｌ

Ｖ

Ｓ

57.54　㎡

18.30　㎡

8.94　㎡

1.45　㎡

３才児保育室２

58.68　㎡Ａ

Ｌ

Ｖ

Ｓ

4.48　㎡

1.25　㎡

物入３

 7.10　㎡

告1436-四-ニ-2

Ａ

Ｓ

Ｓ

Ｌ

Ｖ

V=20Af/N=20*47.37/3=315.8m/h

1.35　㎡

 1.73　㎡

 0.57　㎡

 0.47　㎡

Ａ－１８
Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



カーテン

PS

保育室玄関

園児便所

５才児保育室１

57.60㎡

５才児保育室２

57.60㎡

４才児保育室２

57.60㎡

倉庫

廊下３

物入

一時保育用

保育室

55.00㎡

カーテン

テラス

物入

２

細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

足洗・手洗

細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

園児便所
物入

３

物入

９

物入

１０

足洗

手洗

食品庫２

食品庫１

３才児保育室１

57.54㎡

植込砂場

空調機置場

廊下５

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

アプローチ

細目ｸﾞﾚｰﾁﾝｸﾞ

車椅子使用可能便房

Ｌ型手摺　非常通報装置
1900×2300

車椅子対応洗面器　鏡

玄関

57.80㎡

２才児保育室

職員

更衣室

14.56㎡

教材庫２

4.72㎡
事務室１

69.33㎡

4.72㎡

教材庫１

図書ｺｰﾅｰ

医務室

8.96㎡

カウンター
H＝800 受付

物入

７

物入

８

植込

バルコニー

カ
ー

テ
ン乳児室・ほふく室

79.20㎡

調乳室
６５４

PS

物入 物入 物入

手摺

給湯

相談室

8.98㎡

事務室２

31.00㎡

一般便所３

屋外通路

プール

砂場

物入

遊戯室

139.22㎡

廊下４

テラス

テラス

４才児保育室１

57.60㎡

58.68㎡

３才児保育室２

廊下２

保育室玄関

ワゴン置場

中庭玄関

園児
便所

職員
便所

沐浴室

洗場

物入

１

廊下１

保育室玄関

園児便所

調理室

ＥＸＰ.Ｊ ▼

▼

ＥＸＰ.Ｊ
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▲

ＥＸＰ.Ｊ

ＥＸＰ.Ｊ
下処理室

空調機置場
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消火器（ＡＢＣ10型）設置位置を示す

段差なし段差なし

段差なし

通用門

消

段差なし

段差なし消

消段差なし

段差なし

消

消 消

段差なし

消

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし

・・・既存のまま範囲を示す。

・確認済証：Ｈ１７．７．２２ 第Ｈ１７確認建築三重県庁００８４２号

・検査済証：Ｈ１９．２．１９ 第Ｈ１８確済建築三重県庁０１６８２号

ａ

ａ

ｂ

ｂ

ｄ

ｄ

ｃ

カーテン取付位置を示す。（カーテンレール共）

消

114
令１１４条２項の界壁を示す
ＬＧＳ＋ＰＢ　厚１２．５＋厚９．５（両面二重張）＋仕上
（小屋裏・天井裏に達せしめる事）平１２建告１３５８号

Ｒ
令１１４条２項の界壁を示す
コンクリート 厚１００以上
（小屋裏・天井裏に達せしめる事）平１２建告１３９９号

パッケージ形消火設備Ⅰ型新設（設備工事）

　 ○ 凡 例

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／２００＜ 改 修 後 ＞ 平 面 図 Ａ－１９
Ａ３：１／２８２

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 縮尺 図面番号

＜ 現 況 ＞ 屋 根 伏 図
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 雪止め

 下葺材：高分子ルーフィング、パーライトモルタル 厚４０
 　　　　コンクリートスラブ

 屋根（外壁内側）：和瓦葺（Ｕ溝工法）
 下葺材：高分子ルーフィング
 野地板：硬質木片セメント板 厚１８

屋根：シート防水

笠木：アルミ製 Ｗ２５０  屋根：アスファルト防水

ＥＸＰ．Ｊ：アルミ製 Ｗ５３０

カラーステンレス 厚０．５

カラーステンレス 厚０．５

・・・撤去範囲を示す。

 屋根（外壁外側）：和瓦葺（Ｕ溝工法）

雪止め

 屋根（外壁外側）：和瓦葺（Ｕ溝工法）一部撤去（下葺材とも）
 下葺材：高分子ルーフィング、パーライトモルタル 厚４０

900

 軒樋：エアロアイアン前高１３５ＷＩＤＥ（カラー樋）撤去

Ａ－２０

 　　　　コンクリートスラブ 厚１８０ カッター切共

Ａ２：１／２００
Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 縮尺 図面番号

 軒樋：エアロアイアン前高１３０ＷＩＤＥ（カラー樋）

＜ 改 修 ＞ 屋 根 伏 図

 軒先：和瓦 一部葺き直し

 谷樋：屋根コイル Ｗ３７０×Ｈ１００
 下地：ＦＢ－４．５×３８０
 　　　ＦＢ－４．５×１６０

300

 裏貼：フネンエース 厚４
 　　　カラーガルバリウム鋼板 厚０．８
 屋根：ハゼ式折板（山高９０）

Ａ－２１

4
5

4
5

１３ １４

1,0202,500

5,000

1,480

ＸＸ２

ＸＸ１

・・・既存のまま範囲を示す。

 軒樋：エアロアイアン前高１３０ＷＩＤＥ（カラー樋）

 淀：９０×４０ ＳＯＰ塗

Ａ２：１／２００
Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９

 軒先：鼻隠しパネル Ｈ３００

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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３７．１３

１８．０６

２０７．９０

１５．６４

９．４０×３．９５

８．４０×２．１５

１１．００×１８．９０

３．４０×４．６０

（０．４６６＋２．１０７）×３．５１８／２ ４．５２５９

０．７９６×１．７０７／２ ０．６７９３

０．６８２×０．４０ ０．２７２８

６．４０×１１．５０ ７３．６０

３７．７０×２．５０ ９４．２５

３７．７０×９．００ ３３９．３０

５．０５×０．４０ ２．０２

６．７０×０．５０ ３．３５

１１．００×２８．１０ ３０９．１０

９．００×３．９０ ３５．１０

１１．００×２０．６５ ２２７．１５

６．８３×０．５０ ３．４１５

２．００×２．１０ ４．２０

０．１３３

０．１０９×０．３４／２ ０．０１８５

１．８９１×０．３４ ０．６４２９

３．４０×２．００ ６．８０

３．４０×２．００ ６．８０

３．４０×２．００ ６．８０

１３９６．８８m2

５．００×５．５９ ２７．９５

あ
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う

え

お

か

き

く
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こ

さ

し

す

せ

そ

た

ち

つ

て

と

な

に

ぬ

ね

１４２４．８３m2

ア ６．００×０．４５ ２．７０

１２．８０×０．４５ ５．７６イ

ウ １７．６５×０．４５ ７．９４２５

１２．０７×０．４５ ５．４３１５

オ

エ

５．６３×０．４５ ２．５３３５

４．３０×０．８０カ ３．４４

キ ０．２７５×０．３０ ０．０８２５

ク ０．４５×１８．２３

ケ

コ

１．００×４．９８

４．５０×３．９０ １７．５５

サ ０．４５×２０．２５ ９．１１２５

シ １．００×２．１５ ２．１５

ス ０．９０×０．４０ ０．３６

セ

ソ

タ

０．２１６×０．６０／２ ０．０６４８

１．７８４×０．６０ １．０７０４

６．４２５×０．２０ １．２８５

チ

ツ

テ

ト

０．４５×１１．８５

１．３２６．６０×０．２０

１．５０×０．３５ ０．５２５

２．０５×０．３５ ０．７１７５

・・・既存のまま範囲を示す。

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし

１
２ ３

調理室

計

１

２

３

６．１０×２．８７

５．５０×５．６３

５．５９×５．００

１７．５０７

３０．９６５

２７．９５

７６．４２

４．９８

５．３３２５

計

延床面積＋ア～トの計

８．２０３５

８０．５６

１５０５．３９m2合計

延床面積

＜ 増 築 ＞ １ 階 床 面 積

既存床面積＋増築床面積

建 築 面 積

求 積 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

各 室 床 面 積

調 理 室 求 積 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

建築面積

＜ 既 存 ＞ １ 階 床 面 積

面　　積　　表

4.000×4.000×3.14×30/360＝4.186㎡

2.100×3.860/2＝4.053㎡

∴4.186-4.053＝0.133㎡

つ

て

1,784216

60
0

3,860

4,000

2
,1
0
0

30°

109

3
4
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／２００求 積 図 Ａ－２２
Ａ３：１／２８２

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



１

必要開口面積階 建具符号 床面からの高さ

（開口下端１．２ｍ以下） （厚さ６．８ｍｍ以下）

ガラスの種類

有　効　開　口　面　積

備　考

ＦＬ±０

有効開口面積合計 必要面積

判定

消防活動に必要な開口　１／３０ 床　面　積
※　ガラスの厚みは、外部に破壊作業用のバルコニー等、足場のある場合は１０ｍｍ程度まで有効とする（Ｓ５８、９、１９　消防予１８６）

※　有効な開口部は、道又は道に通ずる幅員１ｍ以上の通路その他の空地に面したものであること。

※　ガラス記号　ＦＬ－透明ガラス　　Ｆ－型板ガラス　　ＰＷ－網入りガラス　　ＴＧ－強化ガラス　　ＳＴ－スクールテンパ　　Ａ－空気層　　ＬｏｗＥ－低放射ガラス

ＦＬ±０

ＡＤ－１

ＡＤ－３

ＡＷ－１ 引違い窓

幅（ｍ）　×　高さ（ｍ）　×　ヶ所

（直径１００ｃｍ以上の円が内設する開口、もしくは７５ｃｍ以上×１２０ｃｍ以上の

開口が２ヶ所以上）＋（直径５０ｃｍ以上の円が内設する開口）

１

Ｆ 室　　名 番　　号
面　積

m2 分母

排 煙 率

m2

必要面積

建具符号 Ｗ（ｍ） Ｈ（ｍ）

開　口　部

有効面積数　量 有効面積合計

判　　定

必要面積 分母 m2

必要面積採 光 率 開　口　部

建具符号 Ｗ（ｍ） Ｈ（ｍ） 数　量

ＯＫ調理室 ７６．４２ １．５３１／５０ １／２０ ３．８３告四ニ（４）
１

有効面積合計

判　　定

必要面積 分母 m2

必要面積換 気 率

建具符号 Ｗ（ｍ） Ｈ（ｍ）

開　口　部

数　量 有効面積 有効面積合計 必要面積

判　　定

ＯＫ１／２０ ３．８３ 機械換気（設備図参照）

有効面積補正係数

３

有窓階・無窓階算定対象床面積　１階：１４２４．８３m2

Ｗ１．６４×Ｈ２．００×３ヶ所 ９．８４ＳＴ－４ 引分けドア

引分けドア Ｗ１．７６×Ｈ２．２２×１ヶ所 ３．９０

ＦＬ＋１１００

ＳＴ－４

ＳＴ－４ ５４．００Ｗ１．８０×Ｈ１．５０×２連×１０ヶ所

ＡＷ－２ ＦＬ＋１１００ ＳＴ－４ 引違い窓 Ｗ１．８０×Ｈ１．５０×２連×３ヶ所

ＡＷ－６ ＦＬ＋１１００ ＳＴ－４ 引違い窓 Ｗ１．８０×Ｈ１．５０×２連×４ヶ所 ２１．６０

１６．２０

４７．５０ １０５．５４ ≧ ４７．５０ ＯＫ

ＡＷ－３２

※　収容人員＝園児：１８６人＋職員：３０人＝２１６人

０．４０

ＡＷ－３３ ０．８０ １ ３
３．８３

１．２０ ２．８８

１．０８０．９０
３．９６

有窓階・無窓階の算定（消防法施行規則第５条の２）

排　煙　チ　ェ　ッ　ク　表 採　光　チ　ェ　ッ　ク　表面　積　概　要 換　気　チ　ェ　ッ　ク　表

１ ２ ３ ≧ ＯＫ

承　　認

図 面 提 出 日

管 理 建 築 士 印特　記 工事名

図名 縮尺 図面番号

２０２２／０１／１９－
内 部 仕 上 表 ・ 法 チ ェ ッ ク Ａ－２３

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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南 立 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

北 立 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

西 立 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０
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c
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cc

d a
c

a
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a
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c
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a
ca

b

　a　・・・・コンクリート打放し補修の上　

　　　　　　　Ｅ－１塗装(エスケー化研セラタイトSi）

　b　・・・・コンクリート打放し補修の上

　　　　　　　Ｅ－１塗装(エスケー化研ベルアートSi）

　　　　　　　シラン・シリカ系無機質クリア塗装

　c　・・・・コンクリート打放し（Ａ種）

　d　・・・・コンクリート打放し補修の上

　e　・・・・通気孔（アルミ製ベントキャップ）

　　　　　　　シラン・シリカ系無機質クリア塗装（巾木）

　凡例

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００＜ 現 況 ＞ 立 面 図 １

・・・改修範囲を示す。

a

d

a

b

 屋根 一部撤去

 屋根 一部撤去

東 立 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

 外壁・建具 撤去

 竪樋 撤去

Ａ－２４

a

Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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ｉ - ｉ ’ 立 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０ 　a　・・・・コンクリート打放し補修の上　

　b　・・・・コンクリート打放し補修の上

　c　・・・・コンクリート打放し（Ａ種）

　　　　　　　シラン・シリカ系無機質クリア塗装

　d　・・・・コンクリート打放し補修の上

　　　　　　　シラン・シリカ系無機質クリア塗装（巾木）
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００

　凡例

　　　　　　　複層仕上塗材Ｓｉ（特殊）(エスケー化研セラタイトSi）

　　　　　　　複層仕上塗材Ｓｉ（ゆず肌）(エスケー化研ベルアートSi）

Ａ－２５＜ 現 況 ＞ 立 面 図 ２
Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００＜ 改 修 ＞ 立 面 図

・・・既存のまま範囲を示す。

北 立 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

東 立 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

 屋根：ハゼ式折板（山高９０）カラーガルバリウム鋼板 厚０．８
 裏貼：フネンエース 厚４

 水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工

谷樋：屋根コイル Ｗ３７０×Ｈ１００

 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

 竪樋：ＶＰ１００φ（カラー樋）、ステンレス製掴み金物＠９００

南 立 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

Ａ－２６

 　　　　コンクリート打放し補修、シラン・シリカ系無機質クリア塗装（ＦＬ＋７５マデ）
 立上り：コンクリート打放し補修、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊）

 軒樋：エアロアイアン前高１３０ＷＩＤＥ（カラー樋）

Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９

 ケラバ：鼻隠しパネル Ｈ３００

 軒先：鼻隠しパネル Ｈ３００

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



調理室廊下２事務室１医務室４才児保育室２５才児保育室２ ４才児保育室１５才児保育室１ 園児便所園児便所

３歳児保育室２ 調理室 一般便所１ 園児便所 物入６食品庫１ 乳児室・ほふく室２歳児保育室玄関
便所２
一般３歳児保育室１園児便所

・・・改修範囲を示す。

※今回改修範囲以外は確認申請許可時より変更なし
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ａ － ａ 断 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

ｂ － ｂ 断 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／２００＜ 現 況 ＞ 断 面 図 Ａ－２７
Ａ３：１／２８２

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



廊下２事務室１医務室４才児保育室２５才児保育室２ ４才児保育室１５才児保育室１ 園児便所園児便所 調理室 調理室

３歳児保育室２ 調理室 一般便所１ 園児便所 物入６食品庫１ 乳児室・ほふく室２歳児保育室玄関
便所２
一般３歳児保育室１園児便所 調理室
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・・・既存のまま範囲を示す。

ａ － ａ 断 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０ ｃ － ｃ 断 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

ｂ － ｂ 断 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０ ｄ － ｄ 断 面 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／２００＜ 改 修 ＞ 断 面 図 Ａ－２８
Ａ３：１／２８２

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



 屋根：和瓦葺 一部撤去（下地共）

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／３０＜ 現 況 ＞ 断 面 詳 細 図 １

7
6
0

　　　ＬＧＳ下地

天井：ケイカル板 厚６、ＶＰ塗
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４．５

7
,0
6
0

2
0
0

3
,
7
00

3,
1
6
0

3
,5
0
0

2
0
0

▽設計GL

▽1FL

▽軒基準天

▽RC梁天

400 2,100

2,
9
5
0

調理室
1
,
1
25

1,000

 屋根：和瓦葺

 下葺材：高分子系ルーフィング

 　　　　パーライトモルタル 厚４０

 　　　　コンクリートスラブ

搬入カウンター

サービスヤード

1
,
8
0
0

4
0

 犬走り：コンクリート金ゴテ押え 撤去

 母屋：Ｃ－１００×５０×２０×２．３

 野地板：硬質木片セメント板 厚１８

 下葺材：高分子系ルーフィング

 屋根：和瓦葺

 軒裏：アクリルリシン吹付

断熱材（外壁）：硬質ウレタンフォーム吹付 厚２５

 断熱材（天井裏）：グラスウール（２４Ｋ）厚１００

 梁型：コンクリート打放し、複層仕上塗材Ｓｉ（ゆず肌）

 外壁：コンクリート打放し補修、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊）

 下葺材：高分子系ルーフィング

 　　　　パーライトモルタル 厚４０

 軒樋：アイアン前高１３５ＷＩＤＥ 撤去

 竪樋：カラーＶＰ１００φ 撤去

▽調理室FL＝1FL-10

 軒先：コンクリート打放し、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊） 撤去

　　ＰＦ板 厚５０

　　砕石 厚１５０

　　鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス

　　土間コンクリート 厚１５０

　　シンダーコンクリート 厚２９０

床：ウレタン系塗床（防滑工法）

▽
柱
芯

▽
柱

芯

▽
壁

芯

搬入カウンター：ＳＵＳ ＰＬ－２．０ ＨＬ 撤去

 建具 撤去

600

１３ １４

１４

　　ＣＢ 厚１２０ 撤去

壁：磁器質タイル１００角タイル 撤去

搬入カウンター壁：ＳＵＳ 厚１．０ 撤去

 軒裏：アクリルリシン吹付

・・・撤去範囲を示す。

　　防湿シート 厚０．１５×２枚

Ａ－２９

PS

食品庫２

食品庫１

ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ
調理室

廊下５

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

下処理室

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ａ － Ａ 断 面 詳 細 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ３ ０
キ ー プ ラ ン 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

 　　　　コンクリートスラブ 厚１８０ 一部撤去

 　　　　カッター切共

Ａ３：１／４２ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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1,500

天板：ＳＵＳ ＨＬ 厚１．５ 撤去

 建具 撤去

腰壁：磁器質タイル１００角タイル 撤去

　　　ＣＢ 厚１２０ 撤去

 スプリットブロック 一部撤去

 軒樋：アイアン前高１３５ＷＩＤＥ 一部撤去

 淀：９０×４０ ＯＰ塗 撤去

 外壁：コンクリート打放し補修、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊） 撤去

▽
壁

芯

 屋根：和瓦葺 一部撤去

 下葺材：高分子系ルーフィング 一部撤去

 　　　　パーライトモルタル 厚４０ 一部撤去

 竪樋：カラーＶＰ１００φ 一部撤去

サービスヤード

 屋根：和瓦葺

 下葺材：高分子系ルーフィング

 　　　　パーライトモルタル 厚４０

 　　　　コンクリートスラブ

 軒裏：アクリルリシン吹付

 犬走り：コンクリート金ゴテ押え 撤去
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水切：ＳＵＳ 厚０．４ 撤去

のし瓦２枚 撤去
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縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／３０＜ 現 況 ＞ 断 面 詳 細 図 ２

・・・撤去範囲を示す。

Ａ－３０

Ｂ － Ｂ 断 面 詳 細 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ３ ０ Ｃ － Ｃ 断 面 詳 細 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ３ ０
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廊下５

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

下処理室

Ｃ

キ ー プ ラ ン 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

Ｃ

 　　　　カッター切共

 　　　　コンクリートスラブ 厚１８０ 一部撤去

 屋根：和瓦葺 一部撤去

 下葺材：高分子系ルーフィング 一部撤去

 　　　　パーライトモルタル 厚４０ 一部撤去

 　　　　コンクリートスラブ 厚１８０ 一部撤去

 　　　　カッター切共

Ａ３：１／４２ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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改修既存
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壁：磁器質タイル１００角タイル

▽水下

 軒樋：エアロアイアン前高１３０ＷＩＤＥ（カラー樋）

 軒先見切面戸

 （シーリング密閉共）
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 断熱材（天井裏）：グラスウール（２４Ｋ）厚１００
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 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

▽調理室FL＝1FL-10

100
クリアランス

 （シーリング密閉共※底部はしない）

 エプロン面戸

天井ＥＸＰ.Ｊ：詳細図参照
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 天端：モルタル金ゴテ押え
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ＸＸ１ ＸＸ２
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 天井吊ボルト受：Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠９００

3
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1
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▽水上

廻縁：塩ビ製

　　　ＬＧＳ下地

天井：ケイカル板 厚６、ＥＰ－Ｇ塗

 軒先：和瓦 一部葺き直し

 水上面戸（シーリング密閉共）

 水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工

 屋根：ハゼ式折板（山高９０）カラーガルバリウム鋼板 厚０．８

 裏貼：フネンエース 厚４
 タイトフレーム

 軒樋：エアロアイアン前高１３０ＷＩＤＥ（カラー樋）

 竪樋：ＶＰ１００φ（カラー樋）

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／３０＜ 改 修 ＞ 断 面 詳 細 図 １ Ａ－３１

キ ー プ ラ ン 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

PS

食品庫２

食品庫１

廊下５

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

調理室

下処理室

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ａ － Ａ 断 面 詳 細 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ３ ０

 立上り：コンクリート打放し補修、シラン・シリカ系無機質クリア塗装（ＦＬ＋７５マデ）

 立上り：コンクリート打放し補修、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊）

　　ＬＧＳ５０、耐水ＰＢ 厚１２．５

断熱材（外壁）：ＰＦ板 厚２０

 淀：９０×４０ ＳＯＰ塗

ａ

 水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工

ａ 詳 細 図 　 Ｓ ＝ １ ／ １ ０

Ａ３：１／４２ ２０２２／０１／１９

 軒先：鼻隠しパネル Ｈ３００

　　ＰＦ板 厚５０

　　土間コンクリート 厚１５０

　　表層改良 厚５００（１００kg/m3）

　　防湿シート 厚０．１５×２枚

床：ウレタン系塗床（防滑工法）

　　シンダーコンクリート 厚２９０

　　鉄筋：ワイヤーメッシュ６φ×１５０角

　　鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス

シンダーコンクリート、土間コンクリート新設範囲
大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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▽設計GL

▽1FL

▽軒基準天

▽RC梁天

調理室

▽設計GL

▽1FL

▽軒基準天

▽RC梁天
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3
,
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00

2
0
0

2
0
0

 軒先：和瓦 一部葺き直し

壁：磁器質タイル１００角タイル

 淀：９０×４０ ＯＰ塗

 水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工

谷樋：屋根コイル Ｗ３７０×Ｈ１００

下地：ＦＢ－４．５×３８０

▽水下

 タイトフレーム

 断熱材（天井裏）：グラスウール（２４Ｋ）厚１００

 軒樋：エアロアイアン前高１３０ＷＩＤＥ（カラー樋）

3
,1
50

 　　　ＬＧＳ下地

C
H
2,
60
0

 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

　　　ＦＢ－４．５×７０

 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工

 タイトフレーム

 （シーリング密閉共）

 水上面戸

 エプロン

 （シーリング密閉共※底部はしない）

調理室

100
クリアランス

天井ＥＸＰ.Ｊ：詳細図参照

C
H
2,
60
0

 断熱材（天井裏）：グラスウール（２４Ｋ）厚１００

100
クリアランス

天井ＥＸＰ.Ｊ：詳細図参照

1,
4
6
0

1,
1
0
0

40

▽調理室FL＝1FL-10

 アルミ額縁（４方） 新設

5,590

▽
壁
芯

▽
柱
芯

▽
壁
芯

 天端：モルタル金ゴテ押え

▽
柱
芯

1853,645

▽
柱
芯

185 1,575

 壁：磁器質タイル１００角タイル

 　　　ＬＧＳ

 竪樋：ＶＰ１００φ（カラー樋）

 水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工

 天井吊ボルト受：Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠９００

ＹＹ３ＹＹ２ＹＹ１

▽水上

14
0

3
,2
9
0

 タイトフレーム

 屋根：ハゼ式折板（山高９０）カラーガルバリウム鋼板 厚０．８

 裏貼：フネンエース 厚４

1
9
2

 屋根：和瓦 一部葺き直し

 軒先見切面戸

 （シーリング密閉共）

▽最高高（増築部）

 排水溝 Ｗ１５０×Ｈ２００～２５０ 新設

 内部：塗床（平滑仕上)

 蓋：鋳物２００×５００×１４

　　ＬＧＳ、耐水ＰＢ 厚１２．５

 天井：ケイカル板 厚６、ＥＰ－Ｇ塗

 天井：ケイカル板 厚６、ＥＰ－Ｇ塗

 　　ＬＧＳ、耐水ＰＢ 厚１２．５
 床：ウレタン系塗床（防滑工法）

 　　シンダーコンクリート 厚２９０

 　　土間コンクリート 厚１５０

 　　鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス

 　　ＰＦ板 厚５０

 　　表層改良 厚５００（１００kg/m3）

 　　防湿シート 厚０．１５×２枚敷込

 　　鉄筋：ワイヤーメッシュ６φ×１５０角

 床：ウレタン系塗床（防滑工法）

 　　シンダーコンクリート 厚２９０

 　　土間コンクリート 厚１５０

 　　鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス

 　　ＰＦ板 厚５０

 　　表層改良 厚５００（１００kg/m3）

 　　防湿シート 厚０．１５×２枚敷込

 　　鉄筋：ワイヤーメッシュ６φ×１５０角
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2,8752,575
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1852,315

Ｇ１３ １４ ＸＸ２ ＹＹ１

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／３０＜ 改 修 ＞ 断 面 詳 細 図 ２ Ａ－３２

Ｂ － Ｂ 断 面 詳 細 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ３ ０ Ｃ － Ｃ 断 面 詳 細 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ３ ０キ ー プ ラ ン 図 　 Ｓ ＝ １ ／ ２ ０ ０

PS

食品庫２

食品庫１

廊下５

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

調理室

下処理室

Ｃ

Ａ

Ｂ

Ｃ

断熱材（外壁）：ＰＦ板 厚２０
断熱材（外壁）：ＰＦ板 厚２０

 立上り：コンクリート打放し補修、複層仕上塗材Ｓｉ（特殊）

 　　　　シラン・シリカ系無機質クリア塗装（ＦＬ＋７５マデ）

 立上り：コンクリート打放し補修、

 ※部分詳細図参照

 屋根：ハゼ式折板（山高９０）カラーガルバリウム鋼板 厚０．８

 裏貼：フネンエース 厚４

 登り淀：９０×４０ ＳＯＰ塗

Ａ３：１／４２ ２０２２／０１／１９

既存 改修

▼ ▽調理室FL＝1FL-10

シンダーコンクリート、土間コンクリート新設範囲

 軒先：鼻隠しパネル Ｈ３００

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



差し筋アンカー：Ｄ１０＠４００ Ｌ４００

 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

壁：磁器質１００角タイル

 天端：モルタル金ゴテ押え

 鉄筋 Ｄ１０＠２００ 一部撤去

 １－Ｄ１３

 犬走り：コンクリート金ゴテ押え 一部撤去

軒裏：アクリルリシン吹付

水切：ＳＵＳ 厚０．４ 撤去
貫板１５×１４０ 撤去
のし瓦２枚 撤去

 屋根：和瓦葺 一部撤去
 下葺材：高分子系ルーフィング 一部撤去
 　　　　パーライトモルタル 厚４０ 一部撤去

Ｌ－６５×６５×６

水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工

屋根受材：Ｃ－１００×５０×２０×２．３

 屋根：ハゼ式折板（山高９０）カラーガルバリウム鋼板 厚０．８
 裏貼：フネンエース 厚４

 捨水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工
 水切：カラーガルバリウム鋼板 厚０．５曲げ加工

 天井：ＥＸＰ．Ｊ

Ｌ－４０×４０×５

 谷樋：屋根コイル Ｗ３７０×Ｈ１００
 下地：ＦＢ－４．５×３８０
 　　　ＦＢ－４．５×７０

 屋根：和瓦 一部葺き直し

 水切受：Ｌ－１００×７５×７

水切：カラーガルバリウム鋼板
　　　厚０．５曲げ加工

 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

天井吊ボルト受：Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠９００

 Ｌ－６５×６５×６

　　　ＬＧＳ下地
天井：ケイカル板 厚６、ＥＰ－Ｇ塗

 天井吊ボルト受：Ｃ－１００×５０×２０×２．３＠９００

 Ｌ－６５×６５×６

　　ＬＧＳ５０、耐水ＰＢ 厚１２．５

 立上り：コンクリート打ち放し補修

 　　　　（ＦＬ＋７５マデ）
 　　　　シラン・シリカ系無機質クリア塗装

 １－Ｄ１３

 差し筋：Ｄ１３＠２００

断熱材（外壁）：ＰＦ板 厚２０

 　　　　コンクリートスラブ 厚１８０ 一部撤去
 　　　　カッター切共

 登り淀：９０×４０ ＳＯＰ塗

 　　　　複層仕上塗材Ｓｉ（特殊）
 立上り：コンクリート打放し補修

 ヨコ筋：Ｄ１０＠２００

　　シンダーコンクリート 厚２９０
床：ウレタン系塗床（防滑工法）

　　表層改良 厚５００（１００kg/m3）
　　防湿シート 厚０．１５×２枚敷込
　　ＰＦ板 厚５０

　　土間コンクリート 厚１５０
　　鉄筋：Ｄ１０＠２００シングルクロス

　　鉄筋：ワイヤーメッシュ６φ×１５０角

改 修現 況

新設ＡＬＣ壁詳細図（ＹＹ３通り－１３～１４）
Ａ２＝１／２０

Ａ４＝１／４０Ａ４＝１／４０

Ａ２＝１／２０

現 況

改 修

既存瓦屋根－新設折板屋根取合い詳細図

▽調理室FL＝1FL-10
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Ｆ
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2,925

2,92545

ＹＹ１

100
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▽
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△
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▽
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▽
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芯

 Ｄ１０＠２００

・・・撤去範囲を示す。

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
部 分 詳 細 図 １ Ａ２：１／２０ Ａ－３３

Ａ３：１／２８

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事
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・ジョイントは本体同志の差込み方式（印籠方式）とし、

・下地は、可動式回転軸仕様(Y方向可動対策 )。

・外部に於いては、変位時に僅かでも隙間を発生させない事

　ジョイント材使用は不可とする。

・カバーはビス止め方式とし、嵌合方式は不可とする。

　 (よって、１枚パネル方式は不可)

　又、カバーは２枚パネル方式とし、１枚パネル方式は不可とする。

1　外壁用　SUS304　 t=1.0　 HL　　 (UZ　 100-50）

＊上記条件厳守のこと
2　内壁用　 ｱﾙﾐ　 t=1.6　 ﾊﾟﾗｼﾙﾊﾞｰ　　 (DB　 100-50）

嵌合方式は不可とする・カバーはビス止め方式とし、

　生ずる事のない事・カバーにたわみが発生しない事)

・非破壊端末アジャスト装置付きとする(Ｚ方向への変位量確保)

・単純な片側固定方式にはしない事 (Ｙ方向可動時に隙間が

＊上記条件厳守のこと

YY1
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6
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8
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3 5

止水 ｼｰﾄ

5,590

嵌合方式は不可とする・カバーはビス止め方式とし、

　生ずる事のない事・カバーにたわみが発生しない事 )

・非破壊端末アジャスト装置付きとする(Ｚ方向への変位量確保 )

・単純な片側固定方式にはしない事 (Ｙ方向可動時に隙間が

＊上記条件厳守のこと

3　内壁用　 ｱﾙﾐ　 t=1.6　 ﾊﾟﾗｼﾙﾊﾞｰ　　 (DB　 100-50）

・ジョイントは本体同志の差込み方式（印籠方式）とし、

・下地は、可動式回転軸仕様(Y方向可動対策 )。

・外部に於いては、変位時に僅かでも隙間を発生させない事

　ジョイント材使用は不可とする。

・カバーはビス止め方式とし、嵌合方式は不可とする。

　 (よって、１枚パネル方式は不可)

　又、カバーは２枚パネル方式とし、１枚パネル方式は不可とする。

＊上記条件厳守のこと

4　外壁用　SUS304　 t=1.0　 HL　　 (UZR　 100-50）

嵌合方式は不可とする・カバーはビス止め方式とし、

　生ずる事のない事・カバーにたわみが発生しない事)

・非破壊端末アジャスト装置付きとする(Ｚ方向への変位量確保)

・単純な片側固定方式にはしない事 (Ｙ方向可動時に隙間が

＊上記条件厳守のこと

5　天井用　 ｱﾙﾐ　 t=1.6　 ﾊﾟﾗｼﾙﾊﾞｰ　　 (DC　 100-50）

1

屋根は曲げ加工物

▽1FL

▽設計GL

2
,
9
50

▽水下

▽1FL ▽設計GL2

3

4
5 5 5

両端部は、外壁金物の天端を
カバーすること

YY3

YY1

5,59
0

・構造体が変位時に脱落・破壊が無い事を確認出来る仕様とする。

　各性能を保持する事。

＊以上の点を留意し、各仕様毎の条件を厳守する事により、

・ＥＸＰ．Ｊシステムに於いては、ステンレス(内部はアルミ）製、三次元可動方式とする。

・１００mmクリアランス、±５０mm可動仕様とする。

　(パラキャップ社　 100-50シリーズ同等以上の性能を有する事)

ＥＸＰ・Ｊ　キープラン

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

CH
=
2
,
60
0

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／５部 分 詳 細 図 ２ Ａ－３４
Ａ３：１／７

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



既存のまま範囲

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

回転釜　ピット詳細図

床・壁撤去範囲

部 分 詳 細 図 ３

 内部：ウレタン系塗床

1
5
0

1
0

 蓋：細目グレーチング蓋 ステンレスノンスリップ（歩行用）

2
90

1
50

▽調理室FL▽調理室FL

 縁囲い：Ｌ－３０×３０×５ ＳＯＰ塗

 残菜かご：ステンレス Ｗ４５０×Ｄ４５０×Ｈ８０

1
5
0～

1
60

2
9
0

1
5
0

▽調理室FL

 差し筋アンカー：Ｄ１０＠３００ Ｌ２４０  差し筋アンカー：Ｄ１０＠３００ Ｌ２４０

 床：シンダーコンクリート 新設

 　　ＳＯＰ塗

 内部：塗床（平滑仕上）

 蓋：鋳物 ２００×５００×厚１４

2
9
0

1
5
0

▽調理室FL

 排水溝：Ｗ１５０×Ｈ２００～２５０

 残菜かご：ステンレス Ｗ４５０×Ｄ４５０×Ｈ８０

 縁囲い：Ｌ－３０×３０×５ ＳＯＰ塗

 蓋：細目グレーチング蓋 ステンレスノンスリップ（歩行用）
 　　Ｗ４５０×Ｄ３５０×厚１９

Ａ

Ｂ

Ｂ

 見切：ステンレス １５×１５

平面図

Ｂ－Ｂ断面図

450

 内部：ウレタン系塗床

 蓋：細目グレーチング蓋 ステンレスノンスリップ（歩行用）
 　　Ｗ４５０×Ｄ３５０×厚１９

既存排水溝穴あけ加工

見切：ステンレス １５×１５

 受材：ステンレス Ｌ－４５×４５×５

改 修現 況

Ａ

Ａ２＝１／１０

Ａ４＝１／２０

 　　Ｗ４５０×Ｄ３５０×厚３２

25875

 床：シンダーコンクリート 新設

Ａ－Ａ断面図

Ａ－３５Ａ２：１／１０
Ａ３：１／１４

 　　シンダーコンクリート 厚２９０ 撤去
 床：周囲カッター切の上、

２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



ＡＷ

３２

▽
壁

芯

特　記

2
,
1
0
0

2
,
94
0

8
,5
0
0

１３

１１

2
,4

00
2
,4

00
2,

00
0

ア
ス

フ
ァ

ル
ト

ｻｰﾋﾞｽﾔｰﾄﾞ

600×600

SUS製化粧
ﾌﾛｱﾊｯﾁ

食品庫１

食品庫２

一般便所2

(男性）

レンジﾌｰﾄﾞ
（設備工事）

土
間
コ

ン
ク

リ
ー

ト
舗

装

回転釜

消

3
0

5
0

165 1,570 165 1,245 1,320 1,035 350 800 620

1
6
0

8
00

12
5

9
60

96
0

2
,
4
00

50

145 1,620 135

15030

7575

75

820250
8
20

11
0

1
4
0

1
60

3
05

9
6
08
0
0

710
550 140

6
65

450 450

675 350

60

1
5
0

2
00
～

25
0

10

283 322

4
,
9
10

6
00

4
00

2,
0
1
0

2,
7
9
0

1
,
6
3
0

1,
0
7
0

1
,
00
0

8
,5
0
0

4
00

1
,
1
00

5
0

PS

新築時

延床面積未算入

Ｈ８００
台

Ｈ１５００
スチコン

（設備工事）
レンジフード

袖壁 Ｈ１０００

回転釜

台
Ｈ８００

台
Ｈ８００

移動台
Ｈ８００

調理室

シェルフ

台

シェルフ

台
ガステーブル

Ｈ１６００

Ｈ８１０

Ｈ１６００

Ｈ８１０
Ｈ８００

一槽シンク 一槽シンク

保冷庫 殺菌庫
ワゴン置場

台
H800

搬入カウンター

Ｈ１９２０

Ｈ１９００

1
1
5

配膳カウンター

2
,
94
0

8
,5
0
0

１３

１１

600×600

SUS製化粧
ﾌﾛｱﾊｯﾁ

食品庫１

一般便所2

(男性）

消

3
0

5
0

2
,
4
00

15030

7575

75

10

4
,
9
10

6
00

4
00

2,
0
1
0

2,
7
9
0

1
,
6
3
0

1,
0
7
0

1
,
00
0

8
,5
0
0

4
00

1
,
1
00

5
0

1,
0
8
0

PS

ワゴン置場

1,
9
1
0

配膳カウンター

▼

2
,
50
0 2
,
1
0
0

5,590

5
,
0
0
0

1
,0
2
0

縮尺 図面番号図名

工事名 印

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,520 730 730
135 135 105 40

1,410 1,790 2,300

695

Ｇ

1,175 1,200

8,475

600

ＤＦ

1,520 730 730
135 135 105 40

1,410 1,790 2,300

695

Ｇ

１４

ＹＹ３ ＹＹ２ ＹＹ１

ＸＸ２

ＸＸ１

3
,
15
0

1
,
10
0

7
5
0

展開指示

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｈ８００
三槽シンク

7,875

ＤＦ

50 2,525 5,300

1,900 3,600 2,375

Ｇ
改 修現 況

1,
0
8
0

1,
9
1
0

 床：ウレタン系塗床（防滑工法）

１４

Ａ２：１／５０

1
,
0
0
0

185 3,645

▽
壁

芯

▽
柱

芯

▽
柱

芯

▽
壁

芯

▽壁芯

1
85

1
,
2
95

▽柱芯

▽柱芯

▽柱芯▽柱芯

▽
壁

芯

▽
壁

芯
▽
壁

芯

△
柱

芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯

▽壁芯 ▽壁芯 ▽壁芯

▽
壁

芯

▽
壁

芯

▽
柱

芯

1,575 185

 建具 撤去

天板・腰壁撤去
ＳＵＳ ＨＬ 厚１．５
Ｗ１８００×Ｄ１５０

 天板・腰壁撤去
 ＳＵＳ ＨＬ 厚１．５
 Ｗ２５００×Ｄ１５０

 壁・建具 撤去

 アルミ建具 新設
 アルミ額縁（４方）新設

 床：アスファルト舗装

E
X
P.
J

※厨房機器については設備図参照

増築

 屋根 一部撤去

 屋根 一部撤去

既存

 　　シンダーコンクリート 厚２９０
 　　土間コンクリート 厚１５０

 壁：ＬＧＳ、耐水ＰＢ 厚１２．５、磁器質１００角タイル
 外壁：ＡＬＣ 厚１００、複層仕上塗材Ｓｉ

調理室

Ｈ１９２０
冷凍冷蔵庫

 （ＳＵＳグレーチング）

 床：ウレタン系塗床（防滑工法）
 　　シンダーコンクリート 厚２９０

平 面 詳 細 図

乾燥機

乾燥機

 蓋：鋳物２００×５００×１４

 蓋：鋳物２００×５００×１４

蓋：鋳物２００×５００×１４

 床：インターロッキング 撤去

 植込 撤去

 地先境界ブロック Ｗ１２０ 撤去

 植込 撤去

床・壁撤去範囲

既存のまま範囲

増築範囲

シンダーコンクリート新設範囲

アスファルト舗装新設範囲

 排水溝 Ｗ１５０×Ｈ２００～２５０ 新設

食品庫２

下処理室

※照明ＬＥＤ化（設備図参照）

下処理室

※照明ＬＥＤ化（設備図参照）

排水溝 Ｗ１５０×Ｈ２００～２５０

 排水溝 Ｗ１５０×Ｈ１９０ 新設

 床：ウレタン系塗床（防滑工法）

 回転釜下 ピット新設
 ※部分詳細図参照

※照明ＬＥＤ化（設備図参照）

 会所２５０角 撤去

内部：塗床（平滑仕上)

 内部：塗床（平滑仕上)

 天井：ＬＧＳ、ケイカル板 厚６、ＥＰ－Ｇ塗

 天井：下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

 天井：下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

 天井：下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

 内部：塗床（平滑仕上)

 回転釜下 ピット新設
 ※部分詳細図参照

 床：ウレタン系塗床（防滑工法）
 　　シンダーコンクリート 厚２９０

 植込 撤去  植込 復旧

グリーストラップ 撤去（設備図参照）

グリーストラップ 新設（設備図参照）

 床：コンクリート舗装 復旧

Ａ－３６

 スプリットブロック ２段積 撤去  周囲カッター切りの上、アスファルト舗装 撤去

 周囲カッター切の上、土間コンクリート 撤去

 床：周囲カッター切の上、
 　　シンダーコンクリート 厚２９０ 撤去

 立上りＨ１５０撤去

 スプリットブロック ２段積 復旧

1
0
0

5
0

12
.
5

1
5
0

5
0

3
0

E
X
P.
J

▼

土間コンクリート

アスファルト舗装

 既存排水溝内部：下地調整、ウレタン系塗床（防滑工法）

 地先境界ブロック Ｗ１２０ 新設

 スプリットブロック ２段積 撤去
 スプリットブロック ２段積 復旧

有効 3,500

 壁：水洗い
 床：下地調整、ウレタン系塗床（防滑工法）

 天井：下地調整、ＥＰ塗－Ｇ
 　　　一部ケイカル板 厚６ 新設、ＥＰ－Ｇ塗

※厨房機器については設備図参照
※空調・換気については設備図参照
※照明ＬＥＤ化（設備図参照）

Ａ３：１／７１

 縁石 復旧

 植込 復旧

２０２２／０１／１９

ＡＷ

３３

ＡＧ

１

ＡＧ

２

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／５０＜ 現 況 ＞ 展 開 図

天
井
高

2,
6
0
0

　 ○ 凡 例

撤去範囲を示す。

天
井

高
2
,
60
0

6,100

2,300 1,790 2,010

2
,
0
8
0

5
2
0

1
,
3
00

 天板：ＳＵＳ ＨＬ 厚１．５ 撤去

Ｃ

8,500

１１ １３

Ｄ

1
,
3
00

7
6
0

1
,8
0
0

40

 壁：磁器質１００角タイル
 　　モルタル下地

2,990 4,910 600

400

 　　　　　　　　　　ＣＢ 厚１２０ 撤去

5,500

Ｇ

2
,
08
0

5
20

1
,
1
00

1,900 3,600

 天板：ＳＵＳ ＨＬ 厚１．５ 撤去

8,500

１１１３

 腰壁（Ｈ１１００）：磁器質１００角タイル 撤去
 　　　　　　　　　　ＣＢ 厚１２０ 撤去

1
,
1
25

1
,
44
0

3
5

1
,
1
25

8
6
0

61
5

レンジフードレンジフード

1
5
0

1
,
0
0
0

Ｂ

 壁：磁器質１００角タイル
 　　モルタル下地

 立上りＨ１５０：防水モルタルコテ仕上 撤去

6,315 2,185

レンジフード

600

Ａ

 腰壁（Ｈ１３００）：磁器質１００角タイル 撤去

 建具 撤去

 建具 撤去

搬入カウンター壁：ＳＵＳ 厚１．０ 撤去

ＡＷ

２９

ＡＷ

９

 建具 撤去

Ａ－３７

 壁：磁器質１００角タイル 撤去
 　　コンクリート、モルタル下地 撤去

 壁：磁器質１００角タイル 撤去
 　　モルタル下地 撤去

Ａ３：１／７１ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



 壁：既存タイル 水洗い

 アルミ額縁（４方） 新設

 ＥＸＰ.Ｊ：アルミ 厚１．６

 壁：既存タイル 水洗い

 壁：既存タイル 水洗い

 壁：下地調整、磁器質１００角タイル

 壁：下地調整、磁器質１００角タイル

 壁：下地調整、磁器質１００角タイル

 壁：下地調整、磁器質１００角タイル

 壁：下地調整、磁器質１００角タイル

 柱型：下地調整、ＥＰ－Ｇ塗

 ＥＸＰ.Ｊ：アルミ 厚１．６

 設備壁撤去跡：下地調整、磁器質１００角タイル

 壁：磁器質１００角タイル
 　　ＬＧＳ、耐水ＰＢ 厚１２．５

 壁：磁器質１００角タイル
 　　ＬＧＳ、耐水ＰＢ 厚１２．５

 壁：磁器質１００角タイル
 　　ＬＧＳ、耐水ＰＢ 厚１２．５

天
井
高

2,
6
0
0

5,590555

ＹＹ３ ＹＹ１ＹＹ２

185 3,645 1,575 185

13,500

ＸＸ２１１

2,990 5,510 5,000

１３

13,500

ＸＸ２ １３１４ １１

5,000 8,500

6,100

2,300 1,790 2,010

400

１３

天
井

高
2
,
60
0

2
,
0
8
0

5
2
0

400

１３

天
井
高

2,
6
0
0

1,075

675 400

Ｆ

1,075

675400

Ｆ

レンジフード レンジフード

レンジフード

レンジフード

既存のまま範囲を示す。

Ａ

Ｄ

Ａ Ｂ

ＣＢ Ｃ

Ｄ

ＡＷ

３２１

ＡＧ ＡＷ

３３

ＡＧ

２

　 ○ 凡 例

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／５０＜ 改 修 ＞ 展 開 図 Ａ－３８
Ａ３：１／７１

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



CH2500
物入５

CH2750

CH2400

C.Box

CH2750
相談室

C.Box

ｈ

ｈ

事務室２

CH2750

C.Box

ｆ
ｅ

C
.
B
o
x

廊下４
CH2750

CH2500
湯沸

一般便所３
CH2500

ｅ

ｈ

C.BoxC.BoxC.BoxC.Box C.Box C.Box
C.Box

一時保育用
保育室

CH3000

C.Box
a

C
.
Bo
x

ﾏｶﾞｼﾛﾌﾗｯｼｭ加工
OSC

CH2800 ｄ

C
.
B
ox

C.
B
o
x

C.
B
o
x

遊戯室
CH4000

CH3600

C
.
B
ox ｈ

ｄｄ

ｄ （リブ付 厚１９）

C
.B
o
x

CH3600

C
.B
o
x

ｈ

CH2750
物入

ｃ CH3600

ｄ

C.Box

物入
CH2750 ｃ

EXP.Jｶﾊﾞｰ

廊下３
CH2400

ｈ

CH2350

ｈ

倉庫
CH2750

C.Boxｈ

C
.
Bo
x

C
.B
o
x ５才児保育室

CH2750

C.BoxC
.B
o
x

物入１
CH2500

CH2500
園児便所

ｅ

保育室玄関
CH2500

５才児保育室
CH2750

C.Box

C.Box

４才児保育室
CH2750

C.Box

C.Box

廊下１
CH2750

CH2500
ｃ

ｅ

保育室玄関

CH2500
園児便所

物入２

CH2500 C.Box

C.Box

CH2750
４才児保育室

ｈ

CH2350

図書ｺｰﾅｰ

ｂ

ｈ
ｈ

ｆ

ｈ ｈ

ｆ

CH2750

医務室
CH2500

 天井吊カーテンレール

C.Box C.Box

ｈ

CH2750
事務室

職員
更衣室

教材庫
CH2500

教材庫
CH2500 受付

CH2750
廊下２

配膳カウンター
ステンレス板
厚０．８

調理室
CH2600

PS

サービス
ヤード

ｈ

ｈｅ

ｅ

CH2600

食品庫
CH2600

ｅ

食品庫
CH2600

ｅ
CH2750
ﾜｺﾞﾝ置場

ｂ

ｂ

C
.B
o
x

CH2750
３才児保育室

ｈ

物入３
CH2500

ｃ

倉庫 ａ

ａ倉庫

CH2500

CH2500

CH2500
園児便所

CH2500

保育室玄関

CH2750
３才児保育室

C
.
Bo
x

C.Box

C.
B
o
x

ｈ

ｈｈ

ｆ

ｈ

ｈ

ｈ

杉板キシラデコール
Ｅ－１塗装(ベルアートSi）

ｈ

ｈ

ａ

ａ
ａ

ａ

ａ

ａａ
ａ

ａ
ａ

ａ

ｃ

ａ

ａ

ａ
ｂ

ｂ

ｂｂ

ｂ

ａ

ａ

ｅ

ａ

ｇ
CH2950

CH3550

CH2500
ｅ

CH2500
ｅCH2500 ｅ

CH2500
ｂ

 ＰＢ 厚９．５＋厚９．５ ＡＥＰ

２才児保育室

ａ

C.
B
o
x

C
.
B
o
x

ｈ

洗場 CH2500

ｅ

ｅ
CH2500
沐浴室

CH2500

ｅ

園児便所
CH2500

ｅ

物入８
ｃ

物入７

CH2500CH2500

ｃ

ａ

ｅ

職員便所
CH2500

乳児室・ほふく室

C.
B
o
x

C
.
Bo
x

ｈ

ｂ

CH2500

中庭玄関

物入４

ｅ

PS

CH2500 ｃ

ｈ

物入６

ｃ

調乳室
CH2600

ｅ

C
.
Bo
x

C.Box

C
.B
o
x

一般便所２（男）

廊下５

多目的
便所 一般便所１（女）

玄関

CH2950

CH3550

ｈ

CH2750

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００＜ 現 況 ＞ 天 井 伏 図

 配膳カウンター：ステンレス板 厚０．８撤去下処理室

Ａ－３９

撤去範囲を示す。

廻 縁仕 上下 地 内 容凡 例記 号

ａ

ｂ

ｃ

ｄ

ｅ

ｆ

ｇ

ｈ

天井点検口　開口補強　４５０角

空調機器用　開口補強　３００角・９００角

照明機器用　開口補強

C.Box

カーテン・ブラインドボックス

遊戯室　Ｗ１５０ Ｈ１００　マガシロＯＳＣ塗

上記以外　Ｄ１５０（レール取付板）

ヒバ集成材ＳＯＰ塗 ２０×１８０

天井勾配（矢印方向下がり）

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

塩ビ製

－

ＰＢ 厚９．５（トラバーチン模様）

ＰＢ 厚９．５（木目調）

ＰＢ 厚９．５（布目）

ロックウール吸音板 厚１２

ケイカル板 厚６、ＶＰ塗

ケイカル板 厚６、アクリルリシン吹付

杉板 厚１２

（玄関１：キシラデコール　玄関２：ＯＳＣ塗）

アクリルリシン吹付コンクリート

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ、ＰＢ 厚９．５

ＬＧＳ

ＬＧＳ

ＬＧＳ

天 井 仕 上

改修範囲を示す。

Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９

大 山 田 保 育 園 給 食 室 増 築 工 事



既存部天井仕上新設範囲を示す。

新設

CH2500
物入５

CH2750

CH2400

CH2750
相談室

事務室２

CH2750

廊下４
CH2750

CH2500
湯沸

一般便所３
CH2500

一時保育用
保育室

CH3000

遊戯室
CH4000

CH3600CH3600

CH2750
物入 CH3600

C.Box

物入
CH2750

EXP.Jｶﾊﾞｰ

廊下３
CH2400

CH2350

倉庫
CH2750

５才児保育室
CH2750

物入１
CH2500

CH2500
園児便所

保育室玄関
CH2500

５才児保育室
CH2750

４才児保育室
CH2750

廊下１
CH2750

CH2500

保育室玄関

CH2500
園児便所

物入２

CH2500

CH2750
４才児保育室

CH2350

図書ｺｰﾅｰ

CH2750

医務室
CH2500

CH2750
事務室

職員
更衣室

教材庫
CH2500

教材庫
CH2500 受付

CH2750
廊下２

PS

CH2600

食品庫
CH2600

食品庫
CH2600

CH2750
ﾜｺﾞﾝ置場

CH2750
３才児保育室

物入３
CH2500

倉庫

倉庫

CH2500

CH2500

CH2500
園児便所

CH2500

保育室玄関

CH2750
３才児保育室

CH2950
CH3550

CH2500

CH2500CH2500

CH2500

２才児保育室

C.
B
o
x

洗場 CH2500

CH2500
沐浴室

CH2500

園児便所
CH2500

物入８物入７

CH2500CH2500

職員便所
CH2500

乳児室・ほふく室

CH2500

中庭玄関

物入４
PS

CH2500
物入６

調乳室
CH2600

一般便所２（男）

廊下５

多目的
便所 一般便所１（女）

玄関

CH2950

CH3550

CH2750

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００＜ 改 修 ＞ 天 井 伏 図

CH2600

▲ＥＸＰ．Ｊ

▼ＥＸＰ．Ｊ

下処理室

Ａ Ａ Ａ

ＬＧＳ

廻 縁

塩ビ製

仕 上下 地記 号

既存のまま

ケイカル板 厚６、ＥＰ－Ｇ塗

下地調整、ＥＰ－Ｇ塗 既存のまま

内 容

天 井 仕 上

Ａ

Ｂ

凡 例 凡 例

 ＥＸＰ．Ｊ

調理室
CH2600

ＢＡ

Ａ－４０

新設

新設

既存のまま範囲を示す。

新設

Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９

新設 新設

新設

新設

新設

天井点検口４５０角 新設を示す。（８ヶ所）
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１

ＡＷ

ＡＷ

１９

教材庫１

PS

保育室玄関

園児便所

５才児保育室２ ４才児保育室２

廊下３

物入

一時保育用

保育室

カーテン

テラス

物入

２

段差なし段差なし

段差なし

カーテン

通用門

園児便所
物入

３

物入

９

物入

１０

食品庫２

３才児保育室１

砂場

空調機置場

調理室

便所

多目的

一般便所１（女）

一般便所２（男）

段差なし

段差なし
玄関

２才児保育室

職員

更衣室

教材庫２

事務室１

図書ｺｰﾅｰ

受付

物入

７

物入

８

カ
ー

テ
ン乳児室・ほふく室

調乳室
６５４

PS

物入 物入 物入

段差なし

段差なし

給湯

相談室

事務室２

一般便所３

屋外通路

プール

砂場

物入

遊戯室

廊下４

テラス

テラス

４才児保育室１

３才児保育室２

カ
ー
テ

ン

カ
ー

テ
ン

カーテン

カ
ー

テ
ン

段差なし

保育室玄関

ワゴン置場

中庭玄関

職員
便所

沐浴室

物入

１

廊下１

保育室玄関

園児便所

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

Ａ２：１／２００

ＡＷ

１３

ＡＷ

１７

ＡＷ

１９
×２

ＡＷ

２４
×２

ＡＷ
×２

２６

ＡＷ

２４
×２

ＡＷ

２

ＡＷ

６

ＡＷ

１６

ＡＷ

１８

ＡＷ

２３

ＡＷ

３１

ＡＷ

ＡＷ

２５

ＡＷ

ＡＷ

２７

２７

２７

ＡＷ

１

１

ＡＤ

ＡＷ

１

ＡＷ

１

１

ＡＤ

ＡＷ

１

ＡＷ

２

ＡＷ

３

ＡＷ

１

ＡＷ

１

１

ＡＤ

ＡＷ

４

ＡＷ

５

ＡＷ

２

ＡＷ

８

ＡＷ

６

２

ＡＤ

ＡＷ

９

ＡＷ

１０

ＡＷ

１９

１９

ＡＷ

ＡＤ

３

ＡＷ

６

ＡＷ

２０

ＡＷ

２１

ＡＷ

７

ＡＷ

１１４

ＡＤ

ＡＷ

２２

ＡＤ

５

１

ＡＷ

１

ＡＷ

ＡＷ

２３
×４

１

ＡＷ

ＡＷ

１３

ＡＷ

１４

ＡＷ

１５

ＡＷ

１５

ＡＷ

１６

ＡＷ

６

６

ＡＤ ＡＷ

１６

ＡＤ

７

ＡＷ

１６

ＷＤ
１９

ＷＤ
１７

ＷＤ
１７

ＷＤ
１１

ＷＤ
１５

ＷＤ
１６

ＷＤ
１５

２
ＷＰＷＤ

１
倉庫

１
ＷＰ

ＷＤ
２１

ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＤ
２

ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＰ
２

ＷＤ
２

ＷＤ
３

ＷＤ
４

２
ＷＤ

１
ＷＷ

×２

ＷＷ
×２

１

５才児保育室１
ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＰ
２

ＷＷ
４

５
ＷＤ

５
ＷＤ

医務室

１
ＷＤ

ＷＷ
２

ＷＰ
２

ＷＤ
６

廊下５
９
ＷＤ

ＡＷ

２８

ＡＷ

２８

ＡＷ

廊下２

３０

ＷＤ
２０

ＬＳＤ

２

ＷＤ
２０

食品庫１

ＬＳＤ

１

ＡＷ

２９

３
ＷＰ

ＷＤ
３

ＷＤ
２

ＷＤ
２

ＷＤ
７

７
ＷＤ

１
ＷＷ

×２

ＷＤ
３

ＷＤ
４

ＷＰ
３

ＷＤＷＤ
１０ ３

洗場

ＷＤ
３

ＷＷ
２

×３

ＡＷ

１２
１

ＷＰ

ＷＷ
３

ＷＤ

便所
園児 １１

ＷＤ
１２

ＷＤ ＷＤ
１３ １４

ＷＤ
１

・・・改修範囲を示す。

・・・撤去建具を示す。

＜ 現 況 ＞ 建 具 平 面 図

下処理室

Ａ－４１
Ａ３：１／２８２ ２０２２／０１／１９
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カーテン

一般便所２（男）

便所

PS

保育室玄関

園児便所

５才児保育室１５才児保育室２ ４才児保育室２

倉庫

廊下３

物入

一時保育用

保育室

テラス

物入

２

足洗・手洗

園児便所
物入

３

物入

９

物入

１０

足洗

手洗

食品庫２

食品庫１

３才児保育室１
植込砂場

廊下５

多目的

一般便所１（女）

アプローチ玄関

２才児保育室

職員

更衣室

教材庫２

事務室１

教材庫１

図書ｺｰﾅｰ

医務室

カウンター
H＝800 受付

物入

７

物入

８

植込

バルコニー

カ
ー

テ
ン乳児室・ほふく室

調乳室
６５４

PS

物入 物入 物入給湯

相談室

事務室２

一般便所３

屋外通路

プール

砂場

物入

遊戯室

廊下４

テラス

テラス

４才児保育室１

３才児保育室２

廊下２

保育室玄関

ワゴン置場

中庭玄関

園児
便所

職員
便所

沐浴室

洗場

物入

１

廊下１

保育室玄関

園児便所

調理室

ＥＸＰ.Ｊ ▼

▼

ＥＸＰ.Ｊ

▲

ＥＸＰ.Ｊ
▼

ＥＸＰ.Ｊ
下処理室

カ
ー
テ

ン

カ
ー

テ
ン

カ
ー

テ
ン

ＡＷ

３２

・・・既存のまま範囲を示す。

ＡＷ

３３

ＡＧ

１

ＡＧ

２

縮尺 図面番号図名

工事名 印特　記

図 面 提 出 日

承　　認 管 理 建 築 士

２０２２／０１／１９
Ａ２：１／２００＜ 改 修 ＞ 建 具 平 面 図 Ａ－４２
Ａ３：１／２８２
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